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未曾有の震災は、また予想を超えたボランティアによる救接活助を引き起こ

した。兵庫限の推計によれば、およそ12 4万人にの9まる人々が全国各地から
救援に駆けつけたという。

阪神大呉災地元NGO救援迭絡会議は、！哀災3日IIに発足し、 2)1 9口に第

l同の会議が開かれた。この貯期は1J1身的な救投活卸］が緊迫した状祝の中で展
閉されていた。会讃に参加したポランティアグループはその巾核にいたコー

ディネータ・→とも舌うべき｝、々の切実な要求で、 2月l4Flの第2同連絡会語

で、 6つの分科会を組織した。その一つがポランティア間遁分科会であなこ

の分科会は、↑沿議を蛍ねていくうちに， 3月27日に震災活勁におけるポラン

チイアの記録をまとめていく活勁 1こ服諧していった.~いにも社会剥在の町'1

分街のボランチイアの協力も得られた。それは救援活敷のピークが過ぎ、全国

各地のボランテ9アが大学のキャンパスをはじめ1:1分のコミュニティに播って
いくという時でもあった。 ＇ 

4月に人って漁連1こボランディアが滅,,していく中、誤災・活助記録宝1ま、
前例のない規桜の仕•景1こ戸惑いながら少しつつ前進した0 5月13日には約

t 2 0名の参加者を得て、 iやったことを記緑に残すボランティア大染会」を
開催した。

しかし、 5月28Hにサハリン北部を股った大地懲への緊俎援助活動のため

に、約 1カ9l半記録室の活動は活助の縮9Jヽ を余儀なくされた。

このような困難な経過の中で、このたびようやく「中間報告」がまとめられ

た。これが允分でないことは言われるまでもなくまとめた記録室のメンパ・が

一番よく承知している。しかし、この中間まとめを下がかりに、来る 9月未を

目指し茄礎疫料レペルではあっても一lものまとまりを作りあげてもらいたいと
念願しているc

千に取ってくださる皆様のご理隊

きるよう印aてご支援を諸いたい。

終わりに、献身的な記録塞のメンバーに心からの感謝と

たい0

ご協力を救き、今後よりよいまとめがで

ー悟の奮起を期待し
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I. これまでの活動の報告

はじめに

3月末に発足した「裳災・活勁記録室Jの4カ月の活勁の、とりあえずの恨告をお届9ナします。当初は

滋録室遥信9の特別号程度のものをIUそうとしていたのが、作るにつれて中身が削え、こんなに1釦いも
のになってしまいました。

この4カ月を振り返ってみると、途中サハリン女後という突発専があったとはいえ、当初目指していた

もののうちどれだけが達成できたか、反省9ま尽きません。むしろ、私たちそれぞれが、どれほど明確なピ

ジョンを持っていたか、それが即われています。

本文中にもあるように、＂これまでのボランティアたちの活動の記録＇’の収第今桝存を第一ーーの ll的とし
ながらも、＂現在の＂彼災地 j私たちは｀’'現拗”という百莱で呼んでいます）の恰雑収集，状況把揖、

そして彼らへの悟報提供にも出来る限り徹力を割いてゆきたいと考えていますc

記録出はごく小人数のポランティアの築まりですc あまりに広油にわたる活助の記録には、より多くの

カ々のご協力が必姿です。ご関心のある皆松のご来宝、ご参加をお待ちしています。

この中間帷告を作成するに当たって、本文中にもある通り、多くの方のお批話になりましたn この場を

伯りて厚く配LIドし上げます9 '，た、木文記載叫り容に不佃のあるお合はもちろん、内容に凋するご意見

ご批判を、ぜひ記録室までお寄せ下さいますようお願いいたします。 「体敗したことの記録」というテー

マに●心をお持ちの方々のご速絡も、心からお符ちしています。

1「震災・活動記録室」の日常の活動について

全体状況

9虚災・活勘記録遂，では下記の語作業を9k本の柱としてきました。
1 インタピュー（ポランティア団体バ9入，逆雉所の訪問、蘭き取り訓if)
2 収梨茂料の略理と、その処埋方法の検討

ぶ公囲ぬ北の検討

4 視在も現島で活曲しているグループ，;;1人への悟報提供
5 後力文援団体への9幹祁捉枇及び各糀賭9屈ットワー9 （パソコン通信等）への発倍

6, 「記録宅通信」の発行

7・ 収巣資料の保存・窃託先の枇索
8 他の「記録」に携わるけII杓個人との連携， 919択交換
9・ 公庸， 1則屯1こ瀾わる9作務

この中で中心となる作菜は1まいうまでもなく 1・インタピュー（情報収集）ですが｀残念ながら、この
部分がもっとも不十分であったと振り返らざるを得ません。それもただ一方的に情報を収集しに行くだけ

ではなく、こちらからも担供できるものを持たなければ、というのがいまさらながらの反省です｀，当初か

らみんなで確認し合ってはいたものの、膨人な事務に追われ、'’現場”との池携を実逸できている者はご

く少数で、まった＜十分ではありませんでした。これはNGO連絡会賂全体の様能・存在意義は何かという

根本的な問応9こかかわることでもあるのですが，

”これまでのボランティア活勁の記録'’O99収集妃力をそそぐと同時に、"9屈峠役立つ記録室”をr，1指
す」これが今後の氾録室の活動の般大の課図ですe
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敢人の課覇のひとつ、収集した資料の保存先については、大きな逸展がありましたc

記録宝の収集した紹叫、とりあえず、神戸大学附展●吾館の「雲災文庫」の一部として筈理・保存・

公開していただけることとなりましたくわしくは、後の l探仔.寄託先の楳索Jをご覧下さい。

口常の作業でもっとも事務呈として入きいのが、装料の登理と目録づくり、プライ9砂

ですが、こちらはほぼ顛商に造んでいます。むしろ、その目録に慮られるべき惜船項

の諜窪です，

6 月からの新たな進展として「記録室遥伯」の発行があります。まだまだ不•9分なものではありますが、
徐々に反J9：も培え 双方向のメディアとして若実に育ちつつある、と言っては旨い過ぎでしょうが
［読者にとって必姿な皆戟」に注点しながらもつい陥りがちな「内楡向けのメディア」化を排し、出

来るかぎり多様な情報~ニーズの発信休として、いわば「雑誌」化を目指してゆきたいと願っています．

もう一つの軍要な作業として、 「体験したことの記録l というテーマを共有する佃人、団体との連挽、

協力があります。様々なかたちで発信してきましたが、まだまだ不十分の感が否めません。これも今後の

大きな課題です。

以上、大ざっ9子に記録室の日頃の活勁を賑観してきましたが、その他の事項については、それぞれの項

目をご梵下さい。

インタビューの進捗状況

＂環浚市民

3/？8 （火） 橋湯
・ VYS（遠四こどもセンター）
3/28 （火） 楕楊

・ビ・ースポート
9/99 （水） 舟橋・白必

・グローバルプレインと助ネットワーク（あすitっと）
4/i0 （月） 白烏・高原•佐縫、藤原

・県立兵庫紐ポランチ，．ア
4/93 (＊） g烏
4/i5（土） 白鳥、高原 1曾湯・野々 f
4/23 （月） 白烏

・DENNNEN（でんねん）
5/9 （日） 実吉

...原アウトサイド (SOS)
釘／94（水） 舟檎
6/97 （土） 若松・草加・藻阪

・ VCOM (Infer 9 9et) 
6/99 (a） 野ダF

・蕎日ポランディア基地
6/99 （月） 舟檎

曹曾洞宗ポランティア会 (SVA)
6/99 （月）野々下
9/99 (＊） 舟橋・.'浦

・六甲鱚寿園

6/99 （月） 橋蝸
・神戸友の分
6/26 （月） 李村

・せんた（ポラシ亨7,（こうべ紅苓）
6/30（全） 李村

”奎水障害者丈擾センター
0/SO(＊） 寄も

・東濃情頻センクー
6/50 （金） 舟隕

・中山手救疑本船

9,99 （火） 三浦
・兵庫区ポランティア
9/S（水） 舟橋
r/30 （日） 舟橋

・音訳ポランティア
9/9（令） 究見

・兵庫区ポランティア東日本OB会
9/i9（月） 三浦

・鷹ゑ中学校避鐵所

9/i0 （月） 牟村
・坂神大災高齢者・摩害者文綬ネットワーク
9/14 （金） 舟擁

・沖戸心のネットワーク（ゴゴネット）
9/I4（木） 争村

・ゴープポ9ンティアセンクーネットワーク
9/i4 （木） 季村

・すばる植社会
9/i4 （金） 劣見

・＊阪YWCA心のケア・ネットワーク

</M(*) 林
・兵庫ブープポランティアセンク--
9/99 （金） 奉村
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［解説）

今回の震災に際して、緑々な救援活勁・ポランティア活勁がありましたが、そういった活勁に関わった

人々の「生の声」をそのまま残して後罰に伝えていくことが、我々・記録室の行っているインタピューの

主旨です。

マスコミ等で取り上げられたこと以外にも、残していかねばならないことが沢山あると考えるからです。

そのためにも、実際に現地でポランテイア活動に掠わった人々に直接お会いして、活勁を通して見えてき

たこと・考えたことなどを制っています。

伸に、 『何をしようとして、実際には何が出来て、何が出来なかったのか』ということを中心に、問趣

点をまとめていけたらと考えています。

ですが、印特宍如このような土旨のもと、今までどれだけインタビュー躙査をしてきたのかを考えると、

多くの反省点が残ることも事実です。これは発足当時からの問類でもあるのですが、 9雌輝自体の悛性的
な人貝不足のため、十分な活南をしてきたとは言えない部分があります。また、もともとの人員不足に加

えて、 6.9nの大部分を急濾サハリン緊急支援に99り当てたため、本来の記録室の活動自体が疎かにな
ったとも君えます。特に、サハリン緊急支援のために記録室の専任スタッフが2人も抜けたことは、痛手

でした。

とはいえ、サハリン緊急支援で中心メンバーがいない間に、逆に他の記録室メンバーがそれぞれ自覚し

てインタピューに行くようになったことも事実です口 「］週間に 1回のインタピューを目椋とする」こと

が決定したのも、この時期でした。今後はこの「 1週 1回」の方針を締杵レつつ、今までよりも活発に

インタビューに伺いたいと恩っております。

以Fに、今後のインタビューの方針を記します。

之―<＿今後るインタビューにおける方針 ＞ ＞ 

•各団体から頂いしいる資料を総点検し、足りないもの（ミニ・9 ミ紙のバックナンバーなど）を築めに行

＜． 
•あらゆる分野の江勁記録を集めると伺特に、一つの所を深く、徹鹿的に膝ぺ、案める．

•まだ活勁を続けている団体、個人の場合、 （活動が終わったところも）コンタクトをとり続けて、引き

続き資料を捉供しで須く。

・記録室のメンバーが訪問する時、こちらもt●報提供が出来るよう、今彼は惜報収集にも努める．
・なるぺく活勁した本人に直接インタビューさせて頂いて、活勁を通じて感じたこと、奇えたこと．間訓

点等を囮いて記録に残す．
・できることなら．一方的にならないようにポランティアを受けた人々にもインタピューをさせて頂く．

資料筐理と公開

費料の整理と目録作り、それにプライバシー等のチェックが、データ管理班の現在の日常業務です。

郵送などで提供いただいた資料や、記録室スタジフが収集して来た費料は、まず団体別に整理し、そ¢

内容をチェックします．そして、資料の顆目や内容を9ヽゾコンで入力し、目録化してから、鎚のかかるフ

ァイルキャビネットに収納します。整蝿には、人翌の茶封筒を活用しています．烙理されないまま連絡会

譲事務局に禄管されていた膨人な資料についても、順次、整理の作業を進めています。

また、複数のスタッフですぺての資料に目を通し、個人のプライバシーを侵害する恐れのある資料をチ

ェックして、非公開扱いにする作業も、継続して行っています。その他にも、破掛・迩質の恐れのある感

熱紙を、複写を取って保存性の栢い巾件紙に置き換える、などの作業もあります。

資料整理以外にも童要な仕事が多くあり、作業は遅れ炉ちですが、作業の段取りや手顛などはなんとか

軌道に乗って来ました。今後は、データベース化なども視野にいれて、活動を続けて行く予定です＂

ご奪去中でに次頁に”時占での冑料の公隋某準吝記 1すす＾
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資料公開の暫定的規定

資料の公開・非公凋の基準下公開の方法などは、専門家による外部の審議委員会を鼠いて検討する。
正式決定までは、暫定的に、以下の規定に基づくものとするq

I 一般に公開することを目的につくられた資料は、公開とする。
~活動戟告寄 ・体験記
~活動案内 ・チラシ、ビラなど

2 ただし、依災者、ポランティアの区別を問わず、梱いの名前や津格牛 餌人わ特字で去ろ情報
が入っている資料は、非公開とする。伺人のプヲイバシーキ伶宰すぷ恐れのある資料および、退
伴学かム非吋』の申 9杜iのあった振合も非公開とする。
鴫ポランティア名簿 曹避頬所潤査記録

・被災者一覧表 曹心理ケア活動記録など

3 所蔵資料の外郎への持ち出しは絶対1こ狭止する。また、燦料のコピーも禁止する。

資料の恒久的な保存・公開体制について・・ •お知らせ！ ！ 

発足以来の最人の懸案であった、収集資料の保存，寄託先について、ようやく具体的なことを報告でき

るようになりました。 i の「に

の 記録至、

NGO連絡会議とも恒久的な組紘ではないため、責重な資料の保存および市民への公開の場所の決定がな

がらく懸案となっていたのです。確認単項は、

J.神戸大学付属図書館として、責任を持って管理，保存すること

2.内容を点検確認の上、公開可能な資料については閲覧対象を研究者・学生のみに限らず、広
く市民一般に利用可能な形で公謂すること

3，将来 「震災博物館」 「防災資料館」のような震災，皮者をテーマとする専門の、かつより

一般向けの攘関が設立された場合には、そこでの原資料の利用が可能となること

4.資料の「公開の基準」については，専門家の助言を得て具体的なガイドラインを策定してお

くこと

5 原資料は保存用として保管しておくため、神大●香館により、適当な媒体 1光ディスク、
CD-ROM嗜）に複写し、利用に供されるごと

の5点です．

現在、マスコミ誌上等でも「記録」がひとつのプームのようにも見受けられますが、実際に“災害時の

人々の活動の記録の収集・保存”をはt念して」行っている機國9よひとつもありません．どの図書館．史
料館も、いわば私たちと似たようなけさランティア」として、忙しい本業の傍らで記録の収集・保存の仕

事をしておられます・出版物でないチラシやミニコミ誌、ノートの類の分類・整理は彼らにとっても困難

なことです。さらに、本来図書館に保存される図書はすべてが公開を詢提としているため、資料の公開・
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●をしておられます。出版物でないチラシやミニコミ誌、ノ＿＿卜の類の分類・幣理は彼らにとっても困難

なことです。さらに、本来図吾館に保存される図吾はすぺてが公院を前捉としているため、資料の公開・

非公開の判断、その保存ー筈輝についてはノウハウをもっていない、など様々な条什があり、寄託先の模

索は容易なことではありませんでした。図杏館の第ーの任務は情報の提供（つまり、オリジナルとコピー

を区別しない）であって、あくまでオリジナル資料の展示・保仔を目的とする賓史料館・溶物誼とは性格

が違うということも、わたしたちにとっては新たな発見でした。

今回、神大図吾館のご協力が得られることとなりましたが、その決定までには多くの鹿係諸機肉彎個人

の方々のご尽hを頂きました口皆様のご協力に、この振を借りて栂礼申し．tげます。

他の「記録」に携わる団体との連携

これまでに接敏した団体は、公私立の図書館彎史資料館、官民の研究機関、行政プロバー、各種メデイ

ァ、企業など多岐にわたります。これまでにも 「阪神大震災ポランティア実態調査」アンケート (A票、

B票）の作成・集計分析につき全面的にお但話1こなった森田博武曹田邊紀子氏（（株）シテイコード研究

所）、 A栗の築91をしていただいた拙松光徳氏（ポーイスカウト大阪速盟）ほか、活勁の方9)について御
助言をいただいた方は多敦に上ります。ここではその中でも「定災記録を残すライプラリアンネットワー

ク」を紹介します。

●「裳災記録を残すライプラリアン・ネットワーク」

4月半ば9こNGO文化偕報部代表・坂本勇氏が世話人となって、下記の公共図書館と文化悟報部とでで懲

災記録を残すライプラリアン・ネットワーク」という、文字どおり震災記録を残すための阿苦館の連襟が

始注り、途中から記録室も恭加しました．さる 9月"日には、 ＇・ライプラリアン・ネゞ ・トワー 9」、神

戸大学l附属飼咽館、文化桁報部の呼びかけで勺 「第 1回・震災記録実務担当者研修・連絡会Jが神戸市役
所にて開かれ、被災地 18市町の行政担当者、公共・大学図苔誼． NGC)文化情雑部／記録室が築まり、

それぞれが直面する問題、今後の課題について話し合われました。

この「霊災記録を残すライプラリアン・ネットワーかは、今後も隔週で定期的に会合を持ち霰災記録

に関する協力と情報交換を枕けてゆくとともに、後に述べる「震災99鉱情報センター」 （「今後の方針」
参照）殺立に腕わるなど、震災記録＂をテーマに活発な活動をしています 0

記録室としては、 「ライプラリアン・ネットワーク」． 「震災記録情報センター」ともに、その趣旨、

活劾ども記録哀のそれと大きく承なることから、今後も緊密に連絡・連携を取ってゆきたいと考えていま

す。

※「冠災記録を残すライブラリアン・ネットワーク」参加者・

・代表・税食執子氏 1猪名191町文化創造•センター（仮称）準怖室長）

・事務局長・ El}9199維氏 1堺市立中央図●館）
・楠本公子氏（箕面市市史編さん所所長）

・楠本呂恨氏 (91石市立図奢館）
•日凸健二氏（尼崎市立地域研究史料館）

•西村美紀子氏（大阪市立福島●壱館）
藍岡員澄氏（猪名｝l（町文化創造センタ--)

•宮本1専氏（兵庫県立•寄館）
・ NGO露災・活動記録当

• NGO文化情報部
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2 収簗資料の紹介

麟

）．概要
7月25日現在で、約200団体、 550点を越す資料が集まっています．

目録を一見して頂けばおわかりのように、資99の内容は多岐に渡り、しかも内容が政なっているもの
も多いため、 l1i純に分類することはできませんでした．
今回の目鉱では、とりあえず、団体名での50音順に整理し、それぞれ資料の題目を列挙しました。●

料のサイズと枚数、ごく節単な内容を付記してあります．さらに、プライバシーを侵舎する恐れのある、

非公開扱いの資縣には、 は9公朋］と付記しています．また、 一貯的なイベントや、地図などの資料は．
特殊資料として別にまとめました．

ただし、複数の団体にまたがる資料や、シンポジウム、報告会で配布された資料などもあり、団体別の

整理は、必ずしも毀酋の方法ではありません。資料の内容についても、箇潔な要約が必咲との意見もある

のですが、作業益の関係で、保留したままです．また、初期に集められていた資料については、一部入手

経路がわからなくなったものもあります．今後も、内容を整備するとともに、目録をデータベース化し、

検索を容昂にするなどの作業が必要です．
不備は多くありますが、それでも多くの人々の彰大な活勁の一端を目録からうかがい知ることができ、

身のひきしまる息いがします。ご協JJいただいた皆様に心より感謝いたします。
資料の誤りや欠落の指摘、非公開（公001のお申し出などがありましたら｀記録室・八ツ塚までご連絡
ください。

2・ 収集笠巴について

賓料を収集牒路別に見ろと、

A s月l3日のシンポジウムの際に担供いただいたもの
n ：郵送やファックスなどで提供いただいたもの
c ：インタビュー実施、シンポジウム参加、個人的な連絡腺係などにより、記録宰スクッフが直
接集めたもの

D ：記録室発足以前から、 NGO連絡会議に集まっていたもの

の4つに大別でき、それぞれ0数十点ずつと、ほぼ同じ割合となっています。ただし、 Dについては、追

絡会議事務局内での整理作業は、現在半数近くしか終わっておらず、今後も増加することは確かです。今

となってはどのようにして人手Lたのかもわからない資料もあります． B、Cについても、郵送による資

料提供、 スクッフによる取材収集活動は継綬中で、資料の数は、今後も増えて行きそうです。

3，衰料の内容

報告菩・・I阻でも、実に雑多かつ多彩な内容を含んでおり、単維に分類整理することができません。--し~
では．どのような資料があるのか、代表的なものを列挙してみます。

資料ば

a ：活勁の最中に現場で使用されたもの

b ：活勁の区切りがついたあとでまとめられたもの

に大原）できます。

a-J；現塙での記録資料

戎場で使用されたもので最も多いのは、ポランティアのH誌やミーティング蹟享録、炊き出し
や運搬などの活動記録被壱状況や心理ケアなどの甜査記録ですe 原本の複写が多く、個人のプ

ライバシーに関わる内容も含んでいるため、非公開扱いのものも多くなっています。

a -2 現地でのニュースレター、かわら版

被災者向けに生活情報をまとめたもの、ポランティアが自分たちの活劾を紹介したもの、意見

の交換や交流を目指すもの、などがあります。
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a -Jーマニュアル、手引き

現地でのポランテ 9ア拘けで、心梢えを氾したものから、具体的な話しかけ方やケアの仕方、

緊急時の連絡先などを記したものまであります。また、濶企用の記録紙の見本などもありますc

a -4 ：ビ乞チラシ

現地の人への呼びかけ、イベントの案内、生活悟報の提供、募金や協力の依頼などがあります。

a -5 ：名捻、リスト

ボランティア参加者の名窃などは、個人を特定できる視合、非公『月としています，淫搬提供

した物汽のリスト、炊きllIしのレシビなどもありますc

h-l ：団体の活勁浪告

最も多いの9ま、ポランティア団体としての活助の記録です一時1用を追って話勁を細かくリスト

アップしてあるもの、代K者のf記の形をとっているもの、予栢や人員などの数値を辛げ、グラ
フ化してあるもの、など禄々です。報告昔としてまとめられているものもあれば、定期刊行物の

中で特印謹になっているものもあります。その団体の被災・被告状況がともにまとめられてい

るものや、アンケート競壺の粽果と一結になっているものもあります。

ll-2 ；個人の活動報街

ポランティア99人の体験記や、 1'」分の活助の9i告です。 H記形式か、惑想文の形が多いようで
、わ一人の個人がn分でまとめたものもあれば、団体の報告菩の中に、炭数の個人の体験記が収
録されているものもあります，

b-3 提言苔

休験を踏まえての、行政やポランテイアl汎佐マ，_コミ等にl;,J,,られた提言否です。報告習や
休験記に含まれている掲合もありますm

b -4 ：ビラ、チラシ

シンポジウムや戟倍会などの案内、記録作りの呼びかけ、などがありますc

列挙してみましたが、それぞれの内容が●なっているものも多く、また、との分類にも入らないような

資料も相当数ありまず口本語以外の台語による資料もありますし、ピデオテーアや写哀なども若千含ま

れています。今l6Iの目9決では、資料の体系的な分類盤理の作業には入れませんでした。

登料挫皿の作業をしながら感じたのは、予船もできないような多彩な活勁が、卒る所で行われていて、

それを記録1このこす方法も｀人やl』体によって全く違っているということでした。
止碓な分類幣理は極めて屯要ですが｀＇な●に分類をして分かったような気になる前に、多彩な活勁、多

様な記録のあり方をそのままとどめ、伝えていくことも必要ではないか、とも思います。

4 ・その他

この目録には、既に解散した団休の資料や、記録室で塊供を呼びかける以前に、連絡会譲で収築してい

た資料も含まれていますC また，固緑の分類法やその記載内容は、 9雌汝室スタッフの判断によるものです，
目録について不寓な点、お岡い合わせ等ありましたら、記緑室にご速絡ください。

記録宦では、資料の公湘を似則としています。しかし 取材と幣瑚の作楽は硯在も追行中のため、寅料

の公園9ま、先に公表した暫定的な品準に品づき、

A ：スタッフ立ち会いで、

B ：公測可能な賓料の間院のみ、

c ；浪写tよ甚木的に悠血
という条件で行う予定です，

貸料の狼縄についても、皆様のご意見を何えれば幸いです，

暉

次ページより
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ァーコス＝仏教国際協カネットワーク

1 「「芦かけ作戦」ポランティアマニュアル＠ 」
・声かけ吟り方、成果

(B士 3枚）

愛知果立＾子人子頑社五ロ祉字科
） 手紙伍5、2枚）

2 愛知県立大学阪神大震災支援グループ
’ポランティア ハンドブック」 IB5、26天）

坂地活動者名簿 04、2枚）

愛知県立大学支援活動報告"x償栄児童館） IB4、1位i)
愛知県立大学支投活助敏箔FAX（西神戸YMCA) ｛B4 14枚）
8ごうもかいニュース [m) ～9 域時増刊号） ［B4、8枚）

氣~エ;むl 田5、 1 枚 B4、 2枚） ［他人名等抹消済み｝

3
 4
 5
 t
 

＇ 

わ

赤軍山高校斎麹所炊き出しBANK

1 「「炊き出しBANK」への協力のお●匹 (Ao、1枚）
2 「炊き出し殺償を有する避槃所一覧表」 (A生 2枚）
3 「ある2日のお弁当内容」 (B5、3枚）

4 「炊き出し"ANK銀設のお知らせ」
5 「ポランティア活●要項」

6 ]如

9 「ヤマト寧飴F和咲l

組日新磁i
1 

2 

「くら頃生ハンゞプ99」 (B5. i8頁）
・マネー、住まい、法律．教存各符報

新閲切り抜き
・［再生

勁巳ボランティア至地

1 f●日新● 社会福祉の 1年 1999年度本文笠告」 田5、68釦
•朝日茄田）、に厚牛文化季菜団の各種事業の執告
）災害に遭った1どもたちへ小苧校教的のたせ9のマニュアル」
・被災児童の心理ケアマニュアル (B5、82頁）
「阪付べ●炎．．Hポランティア甚地ポランティア研條会 レジュ丸

・（1)避難所093年寄りと触れ合うために（氾、 1枚．以 t'同じ）
（2)被災材のこころに近づくために

（3)今、レクリエ"-ションの意昧と活勁
（9)お年寄りの心一喪失竹庶

(5) ＋どもの心の器をどう癒す

＇ 

(6Jお年寄り＂）介護●●●ー現湯から

(,J披災地のお年寄り像
• (8J千どもたちをキャンプで支えるために
「仮●住宅の改善・工夫緊●●女報告と提百」 (A;.,S武J
・ ●査報告、改袢,,,糾列（写哀含むJ
「くらしのべんり税北区北神版9 (A4、40百）

・仮投住宅周辺の各種土．、泊袖

「阪神大槃災救授朝日ポランテイア基地の活動 9
・活●報告／団体

9 チラシ（テント社避奪所、仮設での高●者・障害者の住居改磁ボラン
ティアヘの勃成）

E 新蜘り抜き 95 1四～4．19(B4. 20枚）

・紺日ボランティア塞地の氾寧

4 

5 

6 [A4 9頁）

アジア・アフリカ環現協カセンター（アセック）
1 fアセックNEWS」 (B5. 4頁）

・活酌報告／団体

・活勁報告／僭人

その他新●コピー2 

アジアの反支援のRAck／祥福寺僭堂

1 依如状［街がかわった心がかわった）
・支扱依頼状、新聞コピーなど

「ボランティア記録」 (A4、約190枚）

・活酌記蹂位3～ふ印、福祉風呂旅設已緑
新閉コピー

（小封院1)

2 

3 

生きていく人たちへl

3 

アジア保健研修所 (AHI) 

1 9「阪神＊武災役旧・役輿抱力J 中間報告」
・活助報告／団体

「日報派達先神戸から＂吋封印
• B誌

2 

(A4、2枚）

(Bi約90枚）

あしなが育英会

l 「3月16日付エムコロ」 い4、6枚）

・祗年、活勁内容線告／利体
戊辻な (A3、1枚）

・-目的、内容

9あしながファミリー 第L0号． （A3変形、 12頁）

・活酌報告、震災遺児へのメッセージ

2 

3 



移送サービス

1 「兵広県南部地茫占者~高●者救按救蓑活邸に伴う「芍災地にお
ける移送サーピス支扱ポランティア活酌」」 (M、)枚
・活酌紀介

2 「移送サ←セスポランティア」 {“‘い投）

・活酌趣旨目的、内容、箔介記哀泡力よびかけ

伊丹市社会福笹協識会

） 「社協だより 3月臼9)号」

・活勁報告／団体、社脇会匹協力団体紹介

いのちと品19極センター

ばんからっと 95年VO]39j (B5、8頁）

・通信冊子通営活●報告、インタピュー克ヰ
2 「てんからっと 95年V9}L36」 m5. 12頁9

・通信冊子通中95山社告、座森全

3 「じむきょくだより 95年NO14」 (B5、8史）
f合報発信、会貝からの通信

4 「99年度活●案内」 (B5、4頁）

5 「アトピー・ァ9ルギー哉本のちらし」 （B5、1枚 m+ 1枚）
と 6 「いg)もと食を学ぶ学校のちらし」 (B5、1枚）

9nゎmオionaI Rescue CO『ps (9RC) 

I 「訂団丁口〕 TO &、VE L固」 （郎、 S杖．英文j
・英困9こ士部を滋く国際災舌救授●のバンフレット

Interv酪 tインターポランティアネット
1 lk西 Vna 活助概要」 (A4、90枚）

曹基本方針．活勁既要／団体

2 [VOOM• インターVネットを使った音報コミュニティ作り」

・活勁案内、概要 1A4、9攻：

i vN （インター・ボランテぐア・ネットワーク）
1 「情報ボランテイアの活動および効果け嘩1報告1」 <A4. 6枚）

・活勁報告／団体

2 「茫氣 •97--9 」 (M、3枚）

・活●報沓／団体

3 「阪神・淡路J9箆災99際しての撰区内肯報ボランデイアの活勁9

・活勁報告／団体 IAC'枚）
4 嘩神・淡路大震災に対する神戸iじ内ポランナイア団体活菊レホートj

・胡生結果 ［非公飩］ （A4、9枚｝
5 その他プリント
6 [］ VN活勁報告~, (M、6枚）

・活勁紙祝／団体
9 「ビデオで探影された方への協力依謳 19+ 1枚）

・ 「神戸デジタルアーカイプiへの協力依頼
S I I VX神戸大学チーヘバ繹・9ァイル 3月8日現任」

・交通、ライフライン、生活、住宅、柘苺行政その他竹報

The Informailon and R西匹lFederation ofLOS Angeles Couny 

H I A 

l I NF0 9 I NE  NEWS r油涵ぽ 1994(A4、 8枚｝

2 I N FO L I NE  NLWS M碑 1995 (A4、8枚）

l 生活竹報リーフレット [HIA L i v I NG  G99「DEI

"力固話）英語、中国語、スベイン語、ポルトガ'"さ、ハンダル

ェコ~ビレッジ

l 「二． 、どレッジ基金人会案内」 IR屯 1枚）

N H K 

l 「阪神大痘災その時ボランティアはどう恋いたか' IA<、1枚i

・ポランティアシンポジウム

えんびつのま

1 「みんなの支援で、器を広げてほしい•」 (B5 1枚）
・情牲提換・支揆よびかけ、活免薮告／個人

地援する市民の会

i 「「応●する市民の全lのめざす活豹」 IB5、4頁）

~ 「V日報 「チラシ」含む
・ボランテイアの手引き、マこニュアルなど

大蔵告・自治省 内部資料

） 衷神淡路J凜災への秩制上の対応について (A3、3枚， A4、4枚）

大阪出版

l 「神戸ホット7レス ニュースレターml1j (B4 L枚）
~主；ー「日吐



さ

芦歴市ポラッティア委員会
1 「ボランテイア活勁報告」 (A4. 10就i)

・に高祁笛／団体

2 「ポランテイア日記9 (A4. 20枚 ［丼公開J
・ボランティア日記／僭人

3 f仮設住宅関係」 (B5で5枚、 A4で9攻）
・報店•舎、提言

•島原ボランテ9 ア協議会によるボランティアの対応亨例

牛 「新閲記事」 (A4、2枚）

5 遥倍文、礼状凶土 2枚．硲、 1枚． B牛 1枚）
・通信文礼状／徊人
・通信父 仮●住宅自治づくりの呼びかけ

6 活動プロジェクト案 (m、2枚）
・データの祀録、荒祖知じCの記録を残す活党プ戸ジェク｝

9 「町吋弔と切沢古共済委託申込承認証i (A4. 1枚）

8 「ボランティア日記資料蘊」 (A4、2枚． A3.16枚）

・祖艤図

・活動●告／団体
・ N<SO連絡会―-:Lll..-9.

• 99問．頼誌．広報誌0)記寧
9 「避難廊からの要望~, (BU枚． B5. 4枚．A4.13枚）

・物資、符報、人

印 「避難所リスト」 （B5. 2枚． B．14枚．A4. 1枚） ：非公閲］

・避蛙所／被災者人数．状況

11 「芦屋市ポランティア委貝会多枡固顛録」 (B5． サ枚）
・回蔵録／憫人

12 「活動メモより」 (B5/4枚）

・祐寓謀芦／個人

芦屋市民学＿牛和痒隣
1 「芦屋市民学生板●監NEWS 割刊準術号~<号」 (B4. 9行枚〕

・団体刊行物．被災者アンケート結果．生活付報．活酌報告など

（株）アド・ムー：
t 「KAmIGANN050APR江 11905」 し位． 4頁）

•在日ブィリビン人と a本人の交流祇 タガログ租．尖希、日本詰

ADRA国際協カセンター

］ 「阪神大震災 •ADRA活●●名 FART2 ●料j (A4. 2枚｝

・活酌報告／団体

2 9阪神大塁災ADR,ボランティア活●」 (M、5枚）
，ポランティア活酌の手弓（き、各避卿所の既要

3 「兵●県南部地震一般ポランティア活勁希笠」 (A4、2枚）

・ポランティア参加申込要領

' '阪柏大震災被災者の皆●へ／避難P万洩任者の力ヘ」 (A<、2枚｝
5 マニュアル (B5、a貌灼

，屋根のシート張り，かわらの掻去／支授約況管理受付
／一人磁らし巷人訪問／ガレキ染めと烹棄作嗅

／被災者センター／炊き出し／家品診断

6 9阪神大霰災ポランティア活●に関するアンケート」 (A4、約50枚）
・活●粍告／俄人 ［非公閲J

' w小学校被災者リスト（恙分） （B七 2枚）
・参考資料 ［非公開］

8 「炊き出し連納帳みそ汁サービmt国連絡帳」
，現場使用資料 (9-9複m (B4、1⑭k)

9 「本部」 （ノート担写） ｛＂4，8枚）

・現搭使用資料
10 「ADRAボランティア報告ノート」 （ノ・ート板写） （Bふ 13枚）

・現場麟汽料
11 「避難所の現在状況アンケート／中央区内避荏所惰雑」 ［非公•1

・避囃所訪，ol•生心炉奥 田及びA4、約80枚〕

12 「炊き出し」 （ノート複写） （B5、19枚）

・現坦使用賓料
13 「シート部餘＂スト」 （ノ-`卜複写） （非公閲J (B5、9枚9

・ポランティア一覧

" 「W小学校活動（中濶）報告」 ［非公●］ （A4、9枚）
i舌●報告／団体

＃写哀資料 3枚（活●屈景スナップ）

尼崎住宅復（日ボランティ9セジター
1 rポランテ9 アセンタ~ー開設の案和 (B4~ 1杖

Amer店anRed Cross 
) 「ポランティア0心のケアマニュアル' (A>、4枚l

．柑蔀センター荷報班・京

アルファサービス
1 「英距・日繹・韓丙話による医療対話知 (95呻 X165aa、189頁l

2 「英語・日本語・タガロゲ話による医療対話矢」同．ト



大阪府教育委員会享務局体育保罷課
L 「C兵庫県●部地裟被災児室生徒の心の淀京」研倭会度料」

・災岩時の子どもへm,竹切揆肋マニュアル
新閉配李含む

大●府社会福祉協譴会ボランティアセンター
1 「ポランティア人欧割刊号」 (M、18頁）

・「阪神・淡路大袋災で活●したボうンテイアたち．

大阪ポランティア協会
1 ：月刊ボランティア」 (B5、3冊I

・ N0 3 0 3 災含ポランティア栴由マニニアル

・ 「市民面泌x伝―制度！って伺？
・ N0 3 0 6 夏のポランテイア活勁特菜

月刊ポランティア X0・ 3 0 9 9”8 月号 (B5~

月刊ボランティア N°・ 3 0 9 付録 (B5、
2
 3
 

(A4、9枚）
0peratlon USA 

1 「1994卜A9廿囚U北eR勺氾れ V叩 9比erR • C四にrandHo血9己
F.～心」紐4.28頁）

• L33An述 sVへl・吋 圧吋eは発行、

活勁雑告尖文
ILLNo心 d匹 i999工江1995」 （各A4、8枚）
.,...,四皿OO印 d即転叩Federa血 l91且必如匹転心nnn発行、
菩復輿述終涸格•の発生 9 などの記本あり 英女

2 

ロナンゼルス地●における

：災

外国人地震悟報センター
1 「外国人地ご情報センタ~• こュ スレクー・N05」

・英器、夕19ログ琵、スペイン語、フランス話

ヰ屯拮吾、日本琵、各版
←=ュ.,レター第5巧ご送村のお知らせ」

「ハングル語ちらし」 IA4、 1船

「5月以降業務休荊ぬお知らせ」 IA4、 1枚）
I速涜地からの茎摂金取特方法のお知らせ1こついてl

(A5、1枚； A4、8攻I

スベイ／語中目琵蒋●詰、ボルトガル語、

2
 3
 4
 5
 

(A4、

ms~ 4 貞~）

インドネシア菰

1枚）

19頁）

L0頁）

大阪府ボランティアセンター

1 9ポラリー」 (A4) 

・パンブレッ｝

こ 和J3ra9ianRed cmss 
1 90m匹＂ tfuaM幻g氏四0蕊 9 （英文、

・技災者の心理、接し方のマニュアル

A4、4枚、複写）

6
 

？
 
t
 

・英語、タガログ華

aム話~各版
「阪神淡幣大塁笈の外国人への形容と対笛9こついての躙空（企画案） j 

lA9、1枚）

約い難民を者える会
1 「子供たちの明日 ニュースレター36号」

・活徴j苓告／団体

•石元苔占／個人
「阪神被災幼児を対象とした保育淫勁報名古」

・活著］報告／偲人

その他プリント 3枚
CNGO,'果たす役9 (B5、16頁）

CYRフォーラム「取神•大哀災が残した課垣」プログラム

汚●雑告／団体、俣人 ボランテイア〇；ァンケート結果

「竹0ン子マ土1395心25」 の5曹 6釦
・ r移●保育経験交流会、涎取土喧学校再膵、 O下閲西の支援報
告

(A4~ 12良~） g qう4 1枚）

2 9A4、

3

4

 

5 

4枚）

m 
l ! 

I2 

i3 

H 

「冤記柏裟染（表 (A4、1枚）
「外囚｝、地店消辣センクー ニュースレクーNO」 但4、1枚）

・英語、スペイン語、タイ語、中国琵フランス荘、インドネシア

罪、ポルトガル罪、タガログ琵（‘（本菩、各版
「外国人地5.,滋~センター ニュー，_レターX03」

・ぺ！、ナム語版

「ニュースレター第4号ご送付のお知らせ 9542」 偽4、2枚）

喰EAtnS1995.45 No9 1的5.495No2) （A4、S枚： B4、2枚）

・外国人支援者向け情報誌

r畑如虹SE江血血mfummmooC年 rN絣心姐erNo1
99951認」但4、10枚）
ペ9しシア語 (9）レク←ー (M、1枚）

「外国人地巴笛報センタ・活酌報告香9
·~●の総涵、芭話の集計など

カトリック大坂召教中山手救援本笥

1 「阪神・淡路大●災ホランティア
流れ」

(A4、拉頁）

大限教区現地救援木部を中心とした



-
}
2
 

，ポランチィアふふ云酌報告 (A4、2枚）

? 「新生紀 巾山子甲袖伸噌本部広報 Voll~6) （B← 6枚）
・ニュースレクー、活●報告／中山手全休

3 「索手現地救授本部外●人班 vm)～））j 田4̀ 10枚）
，ニュースレター、心』頂ぽ／外国人班

4 「夜まわりつうしん玩極迎はご郊夜まわり●J (B、3枚）

，活動我告／夜まわり班

5 「和1.＿稀同嘩ランテイア心得」 (A4, 1枚！

6 「紫陽花畑1~2」 (B4, 1枚）

・芯．．は告／避難所まわり班

9 「ヒマワリ f r o m KOBE」 (B4、"枚！

8 「大阪カトリ,,時報 1995、3月号」 の人）2頁）
・各地区での被災状況、活夏の経過など

がりばー王国
1 「R期休暇時期における芦壁和小学．．す衷足仲斉および仮設住宅●迪ボ
ランティアについて企画ヨ貝本） （A氏）祀

関西アルコール閲窪問楚学会（小杉ク，）ニック）
1 「TAダール関達問翠坦情旱へのチ弓（き： IB5、16貞）

2 ；お酒って何だろうj (B4) 

・ア］レコール問類相談先

●西NGo大学
1 「NGO大学阪神・淡路大震災活菊記録莱」 (m.釦頭：

・活勁報告／個人 ［非公開］

•関西NGO湿議会加盟団体救授活●一覧．各団体刊行物
2 「みんなで生きる（日本キリス日救海外匝病協力全広報〉」 (B5. 2ぽ）

・活勁報告／団体．仮人

3 日本キリスト教混外医療協JJ会パンフレット類
. ］0CSハンドブック（活勁概妾） （A5. 48頁）

• JOC Sパンフレット (A4. 1枚）
•関西AGO医●ポランティアチ・・・ム、協力叩L．活第紹介

(A4、3枚）

4 9声 YM凶号外阪神人畏災特築号」 (Bも孔）

・活懃報告／団体

5 「O＆立公YMCANでWS臨蒔号」 (B4. 1枚）
・活●報告／団体

6 「国際溢力ひろば特99大震災の現場からボランティアの蒋告と担舌」
・囀報告／各団体 •新肥品吝 (B2. 15枚）

関西気功協会

1 「阪神大酷災被災者のための気功健康体換」 (B人 l孜）

・体操の仕方、カイロの効果的な使い方

●西国際交流団休戸噌ー
i 9外国人枝災者への生活汽金の貸し付けサニーちゃん基金貸付要項J

(A3、1枚）

2 洞申諸書」（心、 1枚）
3 「l哨給付を●開されるみなさんへ↓ (M、 1枚）

~英語、~ポルトガル荏（？）、中国語、台●茫、ハングル品 H4
器、各版

4 fl"， 貸付金申諮に関する注意事乳I (A4、 1汝）

5 社会福祉協靖会さ］まうと2） 挨拶文ひふ ）枚）
6 「サニーちゃん基金紹介パンフレットJ (A3、 1枚）

？ 「サニーもゃん基金パンフレット」 (A3、)枚）

・英冠スペイン話、ポルトガル皿中同祀、合汽尭、韓国程、タイ

語、ベトナム語(•)

8 門し (A3、1枚）

9 「推●状 (M、 1枚）

1o l治付を巾●されるみなさんへi (A人 1枚）

関西市民の会

1 「E紐 THOUAKEBENE可「FREErnNC皿 T
阪神大筏災筏奥支援フリーニンサート3

・チラシ

2 「「発足詞整会澁jへの出席依粗こ案内N⑫」
・声求務扁 9995.4」

3 「完足涸熊会婿」

、応P 1995.4.5 

4 ［あげます・ください列島リレ一t

・チラシ

5 JNArステートメント草哀FAX

6 トアミーゴ・デ・ベンポズタ」

・ 19953.8発行分
9 「阪神大震災による例壊家屋の解体・処浬についての要望•9

8 「淀lt1でさあはんしんはあさ企面案」
9 「関西市民の全ミーティング会則案」

l(J 「デザイナーからの創渋力による応委」

・テラシ

11 r阪神大震災現地支援にあなたの力を」 (A土 4枚）



ぢ

，担心⇒、活酌内容

関西セミプーハウス
1 ,9)ND通49 日本

・活防程告／団体、個人 (B5、1功£
2 fはなしあい r,t)日本クリスチャンアカデミー視胡蕗95、4月号」

・活勁報告／団体 偉5、4貞）

3 「被災留学生/の姿学金による支援活懃」 (A4へ 1枚）

•砂のお馳い

詞西●力神戸支店

1 「四払T庁虫かんでんKOBE・コミュニケーション・マガジン VOL36」

・大学生ポランテ9ア結介 (B9. 8頁）

・サンTV報道カメラマン0撤Zの一日

詞西福種系入テ域グループ

1 「●西福祉系大学救探グルーフ乎生会議氾録！ （B5、3枚）

-95-2 29 

9 （同志社震災救団ポランティアグル一・プ中問裁告合」 (B5、i 2頁）
・溢恥状` 感想文／個人

3 「大阪市立大学学生活愈報告J IA4、 9枚）

i舌●器告／団体

4 「1じ●大学辰神震災救援ポランティア呑生 （四、 3枚）

・活莉告／団体

5 「ポランティア登筵状態」 {B5、2枚）

6 「土務局祝力者の総括と提案」 IB4) 

・閥冦点と活酌或告

9 「●西福祉系大~予●グ99-7•第 4 回学牛代表舌会蹄」謡寧録 (M、 5枚）

”預告と提案

がんばれ淡路烏復興ポランティア支ばセンター

i ［復興ポランティア蒜集 IA3、1枚）

りポランティア券菜新閉記牛

がんばろう！ （神戸

1 逼信ログ（フロッピー、 2枚）

ディス91 UG95mALI9 E〉G9503A上乙且

2 LOG9503BLムiLLO函 04し7H

2 Cがんばるう●川谷」 (FAX、 9枚）

・代表、佐久問吉雄氏による文面神戸児面記、女援の呼びかけ

3 「がん9ごろう！’神戸j (B'. 9枚｝

・弔菊紐介、広蝦個人体螂ポランテイア募染の呼びかけ

4 「●神大盆災／がんばろう！，神戸の記歩」 {A4. 2枚l
・活函記録／団体 [951四～2.i6)

5 「神戸北町ボランティアグル・ー・プ各位」 {B4、5枚）

・活勁報告／団体 95月2日付）

北町ボランティアグループの活動記緑、解散のお却らせ

6 「北区ポランティア符報交換の笑い究2国． [B中 2故）

•第 2 回益亭緑

9 「西すずらん台．すずらん台地域屈」 (A3. 1枚）

カンボジアの子供に学校をつくる全

1 ［ポランテ9ア活●惑慈文冤 9B5、18枚． A4. 2枚） ［非公廊
．感怨丈／佃人

2 ;．ケ林会館H旦 暉人名削恥のこと） 9B5、36頁） ［非公●l
・避難所状況、避難所日記

3 「駒ケ林会館医療ノ・ート」 9｛固）J誼9絵のこと) '"、 I6頁） （非公梨］
・個人カルテ

（忠）介業メセナ協譲会（差術・文1じ支援活動の活●1じを目指す企業の速合体）
1 「メセナ 1り95呑 20号」 (A4、38良）

2 「阪神・淡路大震災による芸術文化被杏状況胡空 中瓶校告）

(A4、10枚）
・阪神・淡路大袋災圭術文化波吾状況器安研究プロジェク心足貝会

3 )ART S -QUAKE VOIl4」 しへ4、9枚）
・阪神・淡洛大笹災とメセナ（こ●するHX情報誌

4 9企茶メセナ怒索会j (A4変形、 9頁）

・ベンフレッ｝

5 蛍絡会温戒79ント (M. J枚）

京都大学・阪神大臣災救隈センター

9 「京都大学・阪押人裳災救援センター 活助報告書」 (B5. 20頁）
・活動報告／団体

＊ポランティア派泄人数

Y会計資料

2 9報告苔のおねがい」 (Bi 1枚）

・チラシ、報告苫提供の依館

3 「ポランティア帷告考築」 (B5. 10頁）
・個人活●報告



工

（元気／wcへ／神＊／ひまわり広湯／まほろば／中央区 91 8人）
4 「ひまわりクラブめもり一ず」 (B4、9枚

•寄せ書き

グ，）ーンライフ研究会
l 「ダリーンライフ 農との新たな出会いを！ j （A4. 3枚）

・溝座案内

グローバルプレイン足助ネットウ＿ク（あすけっと）

1 9グ＂ーパルプレイン第 1(QI築会／第1回集会議亭録」 (AUO鉛

・活動報告／個人

・ネットワークの呼びかけ
2 「ASUKET活動（事業）将告； （A4、2枚）

・活勁報告／団体

3 その(9プリバ
＃音声貨料 インタビ••一飯音記録 (90分テープ 1 木） 要約あり
•四9541n ●仄成徳・1弁紐さにて．代表と

4 「あすけっと 阪神・按路大震災ス｛云活迅」油告」 (B5. 9頁）

・、百砒芯芦／●体
5 9シンポジウム「阪神大●災を考える」と「ボランテイア 9ぅてなぁに．．」

・ちらし
6 「ポランテイアってなあ（口 (B5. 6頁）

・シンポジウム報告？ 呼びかけ

7 「叙設住宅における高齢者等の席類」 ①5、6頁）
•新岡などの抜粋賓料

8 「阪神大震災に学ぶ」 (B5. 2釦
、名古房、足助での災害対策など

9 新聞切り抜き復興支援の歌 91.i9何処へ」
・カセ9トテ.-f6 「1.19何処へ」収録

呉、市生活文化局｀ら＂印に済局、教百庁
1 「 L⇔-rh~~ ・ 1995129」

賢治の学校

~受験生Jゞ9宿泊涙践足兎供、営業如泣ぷ畑 一般公舜されている

浴場施設、目衡駐の仮設風呂

「賓治の学校 3号j (B5、;64頁：

・地衰体験記、各毬団体の活動の紹介、インタビュー、各垣ニュース
レター抜、宅

2 「賢治の学校夏の全国大会 in広島」 (B人 1枚； B5、2枚）

3 ［地球のきもち No9 9995 4」 伯5、2項）

4 "也球のきもも NOn 1995,6] （B5, 2項）

神戸学生吾年センター
1 ：センターニュース NO≫」 (B5→ 8良）

・活酌報告／臼体
・会計精告

神戸元気村 ，}スポンス協会
9救援・支擾活●楓告菓9 [B牛 2枚）

・活助報告、案内
2 「ペルボックス事菜ilー..」など (A4、10枚）

・仮設の独居老人、身障者対象の、緊急通報、電話応対システム

' 'オゾン！邑保護運●キャンペーン案内」 (A;、2枚など）
・案内状、リーフレットとステッカーのサンプル

4 「神戸元気村 感謝状」 (A6変形・ 1枚

5 「このたび震災で挙式のできなかったお二人へ」 (A+ 2枚）
・内容応券要項

こうべ紅茶．tさんたくボランティア
1 「協力ありがとうございましたj (B6、B5、各1枚）
2 「被災者からの手紙」 (B5. 2枚）

' 'こうべ紅茶つうしん 雰12号99年5月」 (B5、l4頁9
・個人震災体験．ポランティア体敦

4 活酌内容紹介 (B5. i枚 、ヽ4. 1枚）
・活●報杏／団体

5 コピーばも、 2枚）
・雑誌妬介記事、など

6 メンバー名簿活勁n程表 (A3変形・ 1枚） ［非公苗］
＃ インタピュー輯告＃ （記録屯にて別途保笞）

神戸心のネットワーク（木●グループ）
1 l誌岡日諸 H?2.3~i 公5.26頁）

・芍固ケアの際9バ日誌 個人名（土含まず

2 「神戸心のネットワーク 発足・活酌盆逸」 (B5、B4各1)

・活勘均所と日程の一覧

神戸市地哀刈中本部広蓑器、神戸市交通周
1 「グリーンニ；ュ・^ ス第1号」 (A3. 4百3

・ライフライン、住宅、福祉．区表情報



神戸市立虞取中学校芝笠所
］ 「阪神大震災ポランティア活掬 炊き出し址の記知 9A4→ 19攻）

・メニュー一覧炊き出し活●行●表、ポランティア名簿寄せ●き

~ ［非公詞］
がんばろや lたかとり澤取中迎笞丁泣信） No・1~119 (B屯

負けるな神戸っ子（新聞記●スクラップ） （B4、98頁）

ポランティア全体名簿［非公牒1

2
 3
 4
 

2 

l0域）

3
 

4
 神戸市立は子区士此

＃ 音声登料 「あれから10叫

4枚）

視覚ぽ●者が活る阪神人震災j

(90分テープ2巻）

神戸女平大ボランティア活蜀本部

1 「神戸女F人ナ―ぶ9ンテ｛ア活●本弼 活●報告苔」 (B5. 20頁）
、,-』はこ屑佐活酌の感採傭l心、紀誼図関連団体迪絡先、
須磨区9.g近迅百居住者実数一克表 (4月30日●査

「仮投住宅9こついてl (A七 2枚）
·神戸'•＿了大ぷランティア活動本部による浜勁報告、問坦点など

2 

8 

ご

神戸ス，)サティアサイセンター

1 「セパニュース ニュースレター●3号」

・活動報芦／団体、地図

5 

C 

． 

［非公甜］

神戸生活科学センター

1 9土石r9点 3438』6~51」

バ生活符報各種祖談

田5、8頁：

(Bふ

神戸大学総合情報処理センター
i 「MAGE 神戸大学終合侍報処埋センター仏釦 9B5、262頁）

・「阪神大震災に思うこと」 「阪神淡路人畏災における神戸大学か

らの情柑発侶」を所収

神戸大学編合ボラジティアセンター

1 9神戸大学総合ポランティアセンター活酌案内」

・活●内容の紹介

・「活新店と庶下型地院の恐ろしさ」

「i1人の友 4月号コビーj (A4、6枚）

・「神戸をおもう」

・「阪杓＾加•·被災者の声「了どもたちと 6バ日々」 j
＃ インタビュ・→報告さ G浪廷1こて別途保笠）

アンケート (A4. 3枚）

・個人名あり［非公開！

「物育ノート」 ［非公器］
• No 1 (A4. 47 白•. B5. 

No2 田5.39頁）
N03 也5、35頁； B5、6枚）
物斉搬入搬出の社塩で使用したノー立の複写

微入記録」 (B5. 93頁）

・食料搬入時に使用したノートの複写

「上徳井小干校ボランテイア活訥応援日誌」 ［非公虚］

・現塩R誌の複写 (B5、12枚． B41枚）
「こども関係」 (A5. 2枚． B5. 3枚） ［非公開］

・児章ケ了での日誌の極了

「U臨 (B5. 9嘩• B5、99枚）
・現●でのH誌の複写

2枚）

(R4、1枚）

神戸YWCA
1 「震災後の神戸の町よりJ (B5、34頁）
・活酌報告／団体、 侮入ポランティアレポー）•

「菱ちゃんのボランティア神戸日記」 (B5、14頁）

・マンガ）こよろ活助報告／個人

「同春涵」 (B51

2 

3 

国醗エンゼル協会
i 「阪神大畏災救授活勁活動記録」

・活釦元録／団体

(M 5攻j

(A4、4枚）

' 
神戸友の会

i 「通人の友 3月号コピ-, (M. 
. '堂災直後の神戸に焙って」

9復興へ援99合う人びと」

7枚）

国際文化交流を進める会
1 「●際文化交流を進める会のご紹介」

・活動内容裂（介

「国粁文化交流を進める会会報 94年19月号～95年4月号」
・活助報告／団体①4、5枚）

i阪神大●災・救援活豹参加延べ人数j IA4、

「救援物資配送携行活●）記録」 IN、2枚）

「救投物資リストj (A4 9枚・'（ヽ片 1枚(

3
 4
 5
 

5枚）



六

〇 「ポランテイア活g-ぷ又7ォーマッ 9」 （出、］枚）
9 「同意苔］ 因・)枚）

8 「ポランテイア名簿フぇーマット」 I'< '枚； A5、]枚9
, .9●コピ..(A4、6枚，即、 6枚）
・活勁報告

ココロンクラプ [YOUアンド」
1 会員名簿 (B生 1枚） ［非公開！

コリアボランティア協会
1 遺災女援日誌」 (A4、1枚）

・活衝記録／団体
9 研叩＇手コピー (3枚）

在日研究フォーラム
1 映E」こr91ビ「］チラシ

さきが＂神戸
1 「ライフライン第2号」 (B人 1枚）

・保健．法律、住宅．医療、生活関達柑報

佐藤散＝ （立叫批^ 子）
1 「野挽きについてのレポート」 (B5. 25頁）

・個人レポートと関埠記亨

佐村敏治（神戸大学大学院自然科学研究所）
1 「阪神・談●大震災における神戸大学からの何報発届 W屯咽屯ロ関逗付

報と情報ポランティア」
•神＂大WWW （地円芍速恰報）、神戸大学生の安否情栽． q四知咋
と呼ばれる神戸大地震膝達メーリング1)スト、 9VN神戸人学チーム

がインターネットを使って活勇）した記縁

ジテイコード研究所
1 「災宅浚40日期のNGO活酌に●するアンケート」 (A4. 31頁）
..tゃ．仝．a．滋アンケートの分析結果報告る

2 「阪神・淡●大霊災に関する発言黛」 (AU碩む
・シティコ・ード森田氏99新蜀．雑誌記卓

3 「アンケートB栗集計：

・哩竺仝梵．旅アンケートの単純案計結果

●原アウトサイド
1 9七月以湊のポランティア活釦9こついて」 {B5、3枚）

~ ●原アウトサイド正村氏の提言書

●原市、島原ボランティア協盪会
1 「しまばら復•主サ茫想のあらまし」 rB4、18貞）
・島原市災愕復興課

2 9封賓岳咬火災密に於ける災岩ボランティア活酌」 (B4、i如
i活動内容手啓き

3 9仮設の問●点」 (B5、1攻）

~メモ手苔さ
4 嘩●岳は動いている」 (A3、4如

•平 9 よかli3 年にかけての火山活動99経過 出典不明
5 「許円岳災缶こ●する生活相談●口について」 rA3、3枚）

・市売行の宴内

6 送り状 徳本市詞ぶ氏より、太降の子保吉凌束条同長あて

阜メディアネットワーク梃式含社
l 「年血aMediUNc脳叫 ww、W 雫 j {A4、 9枚）
・オンライン画像情器 r被災地の映像など）のハードコビー

陣害老を奎える兵固唄逹絡会譲

1 「芦宍呑による復活・救援活訥 認"'·~·"'庁 J O!4、2枚）
勺被災地8)敷き、活●報告、救援活取報行

消防科学鯰合センター
1 l茫防科学と悟報 1995春 N040」 、5、60頁）

←「特築阪呻・淡路大震災 rl） ●災に学ぶ／避雅計画のおり方
／地域防災計画／身体l．害者と裟災」など所収

2 安全なまちづくりに役寸~つ消防科学と倍報特別号 N035」
・泊防科学稔合センターの亨柴峯内 CB5、56貞）

3 「f成9年宮防災安全中，4工『'9会」 rB5、84頁）
・研{9会用資料

4 ，地域防災祝画改訂案の策定涸査」 rA4} 

・ •在の案内ペンフレント
5 「消防力逼正配世調全」 rA41 

~祠査の案内ペンフレット
6 「防災アセスメント地区別防災カルデri•9a,此宝） rA41 

・憫杢の案内パンフレット

? 「洪防科学総合センター域要」 rA4、6頁）



ら

・パンフレット
8 「地域肋災デー、ク総覧 災寄アンゲート紺」 （（お、 343頁（

（苔棚に別罠

情報ポランティアグループ
1 「市肱地図データベースを用いた阪神淡路虚災晒乃惰莉支援9こついて｝

・活●記録、活酌社告．ログ 見本あり

財団法人 少林守拳●速盟
t 「新聞少林寺拳法 3月乃」 (Bふ 3枚）

・活勁報告／団体

2 「少林寺学法総本部阪神大虚災対焚本部」 IB4 1枚）
，紐阿

3 「阪神大災少林寺ボランティア」 (E9、3枚）
・活●記録／団体

田、 1g頁l

4 「マニュア！9 ”少林寺勝千にボランテイア＂の皆さんへ」 IB4、2枚）
・ポランティアマニュアル

ジャパンエコロジーセンター
1 「ジャパンエコロジーセンターニュース 95A月号」 (B5ヤ 4記

・がんば研戸チャリティ、通常茫●報行

震災サポーター 宇治，三室戸ファミリー
1 'なべかま宅急ぽ (B4'30枚］
・ニュースレター、汗●報告ャ・百元供呼びかけ

2 なべかま宅急梗活酌の奇跡 1価干I (Sl、56頁）

震災否災者を支える東京速絡会
9 「ファックス布民佑報 第5号、第6号」 (B5、2枚）

，被災外●人にかかわる序生省交渉参加呼びかけ、祝告

すたあと（長出を考える会）
i 「W も ek : y N e e d s」心L1N9 ] ~18 

可ばる襦罹会
r阪神大震災救ふ五ら」むすばる新●合本I」 (B5、約50頁）
・ニューズレターを製本したもの

2 「炊き出し屁録」 (B5、1枚）

・炊き出し数とH社の一覧

すぺての外国人労働者とその家族の人権を守る固西ネットワーク (RI N K) 
1 9外固人労働者閉逝全国交流会」 (A4. :枚）

2 チラシ

3 「ハイハイ遥栢 No9_ IR5. 4頁）

・ケーススタディ 外国）、区襟のケースに労ぷ学習会怠；；

須磨ポランティア

i （須磨ボランテイア便り 1~12号」 '"'、計12枚）
・須遍区各種ボランテイア情報

住友海上100クラブ（エスク）
1 「「代理店通信」 6.9月号原賄」 (M、I枚）

・活敷報告／団体 （神戸営,.涼谷課長）
2 嘩ランティア活動プログラム．披災者ニーズ調査記 〔A4、3枚）

生活協同綽合コーブこうべ
＇ユープポランティア"'"日の完緑 j 9A4. 48反~I
•各地区でのポランティアの活勁記録

2 9 ふ•っこうべ 1-9号、賭時号」 Im. o鉛
・コーアこうぺ兵●ポランティアセンター発行ニュースレター

3 チラシ IB4. I枚）

セイタレッド・ラン
l 「9皿家族」 (B5. 5ヰ頁）
・●西大食災緊急投助のお屈い、アウシュピッ・ジでの召朱t行動に委
加して

西淡町社会面祉...云
l ・ポランティア兵点」 (B5. 8頁）
・活助報告／団体

2 （社協ふれあい 58号． 59号」 1心、各l枚）

・活動報告

3 「1談路忌）品内社会福祉協議会菜災支授センター桔勁状況j IB4. 6枚）

西南学院大学神学部神戸ボランティア有志
1 「坤・Sポランティア・レボートI (A4, 46只）

・活懃報告／個人、会9l再告

全国社会福祉涸議会

1 嘩ランティアゴーディネーターマニュア9レ」 (A人 42虹
・全社協．全国ボヲンテ9ア活勁推進センター発行



塁

全襟山退霞教躙員協議会

i f何ものにもかえられないもの 駄神大震災と救扱活虹 (A・26頁）

頁田符晶苓著者が3同にわたって参加した救授活●の記鉛
2 挨拶文 (BS、1枚）

曹洞宗国際ポランティア会 (SVA)
l 「ADEE SVA活謝a記 5月9~11日」 呪 5枚）
・活衝日記／団体

2 「地球市民ジャーナルSHANTH I」 (B5. 20頁）
・活酌報告／団体

•高内正子（モ柑＾子）
1 「阪神大震災のポランテ9 ア経験から」
・活元コロ・体験記／偉人

虞取教会（カトリック大阪大弓教区ヒ比ぶ止基地）
1 「たきびカトリック鷹取教会符報レター｝ （B人 28松

・Noi~14 小013欠OO

巨馬七町
1 「但馬七乳「からのお知らせ」 (A4. 2恥
・被災者への無料宿泊所啜供の内容説明

WACアクテイプ・クラプ本部
1 「ノースリッジ大衰災の復興汚助を担ったアメリカ祢•I 字IC学ぶ」

(A4. 152百I
2 RS VPデイレククーの勁き (B5、 t 枚 •B4、 1 枚）

S WAC ACS> VE CUCD入会のご案内

w.KENChan共育研究所

1 「烹志＆恵芙の●災通信 IB5. 8頁｝

・震災日誌、体験記など

小さなポケット
I 「引き渡し物品リスト」 (B5. 29枚． B生 2枚）
2 「ポランティア情●さかい」 (B5、8釦

・活助誨告記事

3 「さかい女性面炉匂だよりJ (A4. 8枚）

・活助報告／個人

4 「ありがとう」 (B5、29枚）

・被災著メッセージ文集

5 「支援物資リストフォーマッ K」 [R4、1枚I
6 「堺市役所から避蜻者で (A4、 l枚）

' '担供者～の手紙J [B+ 2枚 IB5・ i枚） ［非公園
8 '9其コど一 (B屯 ！攻； B5、1釦

・物賓提供呼びかけ
9 頃供者への御礼とお願い」 iB5、4枚）

＃ 写哀24枚活あ風景スナップ

チェルノプイリ敦担中部代表 芍町みとり
1 「避難所提供情報」 [Bよ 3枚）

2 「避難者からのメッセージj （田~ ＂幻 [9回公固
地球市民

1 「地痢瞑ヂ—ータファイ99 NO11 95年5月号よ しへ4.115頁）
•暉発信．ピックアップ新聞記事、インクピュー記寧

2 「地昧rh民データブアイル」 CB+ 1枚）

＃ 音声●料 「地球市民デークファイル・デープマガジン」
（テープ5本）

•95年 5 月号 NOIL 地球市民企画室
·A• 高野孟 f燕党派革命 9
B ：津村喬「ティク・ナット・ハンの般才心教と呼吸沫」

中央区ボランティア
） 活酌内容 (A3で2枚）

・活愈内容／団体

2 「倍報マップ9 (A4で1枚． B4で3枚）
3 「かわら賑 (B4で4枚）

・なんでもかわら版口孔IOn中EKLY

4 「ホランティアの皆裸へ） （A3で3枚、 A4で2枚）

・ポランデ（ア活勁上，'沖意点
5 9伊勢ちゃんノー］、3 IA4. 11枚）

良話9iによる保齊所、逹難所巡回活助報告
6 「槃緑交信翠／報告含」 (A4. 6枚）

9 「活勁報告」 (A4. 6枚） ［非公開：
．汚邸報告／団体

長●園（六甲競字一巴を人ホーム）

1 軽妄老人ホーム長寿●としての地元NGO造絡協ら、会委前［と支投活功

(M、 1枚）

2 長秀屈（神戸巾立軽費毛人ホーム1(B5、11頁）



は

つくば艘災ポランティア置鎗会

「神戸は、今衰災ボランティアについて考える会汽料条」 (B5、4暉）
？舌尉瑕告／個人

土屋としお（神戸YMCA学院）

1 「燭渾訳旦TO殴駆N玲 RTa（声軍泣m-Aw叫1虞 3辿 ml叫 9函）j
・震災体験記英丈 (M、約頁）

テレコムサーピス協会

1 「組されているみなさん¢店所在をパソニンネットワークに掲栽します」

(a+ 1枚）

（株）電遜エレクトロニック・ライプラ，J一李業局
1 「阪神大誓足を新硝はど09ように伝えたが」 (A4、62即

•50紙の 1 月 1祖～ 2 月28 口の記布から新朗●造を数磁1ける試み

でんねん (DENN EN) 

) (でんねん見●録 9号～9号（丑終弓）」 （B4、9放）
ベ舌●報告／傾人

ドキコメント・アイズ

1 ［ドキュメンタリーピデオ押戸•六甲小学校・ 1995J (A4、1枚）
•六甲小学校ド斗ュメンタリーピヂオ徊jや支授要請チラシ

2 神・六甲小学校・ 1 9 9 5 ドキュメンタリービデオ ちらし

(A生 1枚）

東ぶ隆工大阪神協力隊
1 「京京農ユ人学源神槃力院活酌報苫苔」 9A4、(50枚）

・団体活●記録 (2ふ 33I）、会計報行、総括、個人活動記録、他

東京ポランティアセンター
1 [T o k y o v o l u n t e e r c e n 9 e r」 (B5. 6瓦

・広報冊子

2 「Vol an tじ e（ネッい7-9 95•I 伍4、各8頁）
．4 ：災寄賭ポうンティアとは？
• 5 ：市民活酌を発淫させるための固度をつくろう,,
．6 :大察災から 59月。今、何をしたらいいのか 9

3 「ボランテイアを始めようと思っているあなたに」 （心、 1 1頁）
•広冊子

4 阪杓・淡路大柔災ポランテイア情杖

5 ポランテイア活動西成金のご案内

伺廂大学ボランティア

1 「阪相・淡路大霞災 同成大学ポランテ9ア

活●J報告と今揆の支援について； （A4、98頁
・治弗報告／団体
＊ボランティア派迷人数

「都市生活」現地救誤本蔀（コープ）

L 「救援二 1ース第5号 (4.101」 (B5、8ヘージ）
柄勁報亡・体捩記／個入他

2 頃地釦込本部暉 No 1~999」 (A4、計 l乃枚）
・活勁執告／団体

3 「救扱ニニース第10号 1り95b.29」 (B4 1枚）

とよなか国際交流教会

「阪神大棠災外国人紐災者支援活助中間報告， （B5、8頁）
・活●報告／団体被災考0翔嘩とマッチング状況報告

Nat[Onal Volun伍"°rganiな t9OnsActwe in Disaster (Nゆ紅｝
1 「Na血r国mre⑳ m 9英文、 A4変形、 32頁）

・米国の大襲桟な災吉ボランティア団体のダイレ9トリ

斑ボランティ P

1 「ボランティア窓口哉翌についての陳恰j (A4へ 2枚）
・神巨市会菜長への採常古

2 1也紀地球村

1 「ボランティアフォ→ム 若者ボランテ9アからの提配チラシ
·フぇ•ーラム案内チラシ (a,、 1枚； A4、 l枚）
・ ？ォーラム後報告

西神戸YMCA

i 「漿災ポランティア活寛 (A4. 3枚）
滋助報告、活愈の呼び掛け

2 「生活羽 19959F1~4・9~］8 m」 (a<各2枚）
•生活暉、低し、炊き出し，各檻拒該

西宮公同敦会

I 「じしんなんかにまけないぞ！こう9まう N02~9」 岱トは1
、生活併報、日録など

2 「阪神大震災如度のためのおしら苦」 (B9, l加
・日本●督教団救援茫勁センター設匿裁告、券金依頼など



g 

西宮ポランティアネットワーク (NVN)

1 「NVNj Im、 6頁）

・ NVN貶要、活●の経過と内容

西本願土，巨庁控区

) ［耳YOOO弗戸汗報 (M、4頁）

ー活動記録 03-)28~2認）など
2 「月刊住蔽コピー」 (B出 5枚9

•成 1被害報告）、偕人活酌報告、寺院虚係被災件数表
3 「救汲踪活痢報告」 (B生 1枚）

・団体活勁記録 (95210~3ぶ0)

4 屑祖註●神淡路入芝災復興支呈紐協i9全／ご報告・ご協力のお9ji
い」・支援呼びかけ、浩●計酉海織捻成運営方合ll
規約、協力述知芸フォーマ9 し、

、陪迫蒸澤述絡先、
ボランティア注点亨項

5 「救援隊会＂．喩亨舛 J (2枚

•第2 回伍＿25) •第 4 阿 (429） 活動a)報告、呼びかけ他
6 「白年信I呂の鱗9謳頑釦 (B4、1枚）

・団体活圏報告 (11炉仝19）他

9 9兵広教侭阪神大震災救接部大会」 (B4 3釦
・状祝報告 (240）、今後の方針他

8 （救援班活動依頓苔） （B5、2枚）

ーよびかけ、状況報告、活勁予定

9 「総迫蕊要f屯漁］協力＾のお願い」 (M、1枚）

1O I寺秋会災宅対策委貝会活動予定」 (B生 ）枚）

2001年神戸の旅

9 9炊き出しレ心」 (A4、1蛾、 B4、8枚）

・人数別 (1000人 ;oo人,)00人）材料表と作り方
2 「ふ品ふ・函―録」 (A<約8⑰t、攻7)

曹カード形式曹日葵，'

3 「おかえりなさい おつかれ様です；寄せ苔きノ 9-9 ［非公閣］
，紐、感想など位23~4乃 （9 -北複写） 朗 2岐 i

4 「避喪所一覧」 (A3̀ 5枚： B4, 1枚）

•長円、惹束灘滸惹所一覧表と地乱コ葉小教で使用計面同
' '復活祭ご福力のお駁い」 (B4、 1枚）

・よびかけ

6 新•=ピー (A3、 3枚）
．炊き出し報道など

9 9避難所（若宮小）での活●記●」

；活覇報告、特に報告書による追営の立ち上げにつしヽて

8 9「20 0 1年神戸の象実行委貝会悟●報告」 (A4、3枚）
・浮動報告

9 「池霞にあった子供たちと絵む釈会「ピントワーラ」」 (A4、9枚）
・呼ぴかけチヲシ

m 「被笈地の子供たちへ緑を」 (B4. 4枚）
・日本セイル'レーニング協会の呼びかけ文

日進．東郷、長久手｀二好 阪神大震災子育て支援ネットワーク
I 滋恒No. 4 院けよう 1支恥 (S<、1枚）

・活動報告／団1本
2 「H進アミーゴ 1995 直 59 因、 30頁）

・活酌報告／個人および団体

日本アマチュア無綜逹盟兵噸際支部

1 「臥神淡●大震災、 JAR］の対応と対策災笞j二.叶T藝坪遮用経過と．
魚決しなければならない諸問類と採案」 (A4、約60枚）
・汗勁極告／団体

・活勁報告／19人
• 「RHCニュース 1~5号」
・機材..覧．虹線局一覧．運用·•
・アンケー人結果

・ •係法令

日本基晉改革派教会

l 「阪神大震災距録文集） （B5. 90頁）
・個人被災体験、•ポランティア体験、各地からの報告．幕金総額及び
配分額報告．教会・神学攻・信徒の被災状況、写衣など

日本キリスト教●北海教区
1 「北活道南西沖地戸炉枠について」 IS<、 l枚）

•北海●区からのお願い．現地の様子

臼本国際飢餓対策機構

1 「阪神大●災に賊する日本国際飢餓対策様袷の活勁報告」 (AC'枚）

・活勁報告／団体

2 新疇載記亨コビー冊子 (A4、38枚）
.,回FALee●f 
・凶際飢伍^ J心袂柚 新聞雑誌揖載コピー
＃ ビデオテープ「●井人畏災 緊急／役胴チーム19951~3j

(VHS30分）



人，

巳本ネイチャーゲーム協会
i 「日本ネイチャ・・ゲ・・ム苺会阪拌・淡路大雲災荼か請J報古ま」

・団体活●報作涸人体駁豆占など (A4. 27氏

B+福祉大学
1 9日木福祉人学 阪神、淡●大●災被災者丈援活酌殺告苔（中間報告）」

・石辺社苔／恒人）桝、 52頁2分廿）

＊ポランティア派達人数
2 9阪神・浚防人震災被災者支Î芯功謀告交流全品祠報告」 （詔、1衣）

5舌酌報t／団休
3 活酌報告交流会プログラム

.....・・ エ

日本頁易振興会 (JETRO）囚賑父流蔀部内衰料 9非公閲）
1 紐主要国の対日論面 ＝阪神大臣災特染-(A4、31頁）

2 付録資料記事クリ・,ピング (A4.48良）

人問性を取り戻そうカイ

1 「室内選蕪所用仮設部忌写哀コと一」 (B5、2枚）

2 新●コピー (B4、1枚）

”避難所仮敗部屋の紹介記布

3 9ラシ類 (B4 2枚） ［非公開］

・勁物、炊き出し隊

4 納品吾 (A4、)枚）
・板投部岸逹材

ネットワーク・ハート
1 「被災地からのレポート」 (A4、2頁）

・活酌報告／1，人
2 4月発行資料伍4、5枚）

・活酌禄告／●体

・鱈チラシ

野村返子
1 「ポランティア詩文」 (400字詰め原稿用紙4枚）

2 「苦文コピー上 (B6、1枚）
~キ都宮市釜）91のほとり

ハーモニーセンター
1 9牧坦留学へ9；お誘い」 9A4、2枚）

・牧お留学の内容説明

19報幸「●西力 j研究会
1 「元気があれば」 (A人 43頁9

●●西く街と心の復輿＞プラン30．複輿プロジェクト

2 '報遠プロジェクト」 (A4) 

・「元気があれば」発刊のお知らせ＿趣意苫、内容

パソコン涌信ボラッタリーネットワーク (PVN)

1 「阪神・淡•食災復興計同（ひょうごフェニックス計歯）への提百」
・非常時入用な情報項口と収菜活●の研究 (A4. 11枚）

・参考臼料 佃人消報部分のみ［非公問］

2 「電子ネットワークを活用した併報ボランティア活勁 ーインターネッ｝

とハソ＝ン通信」 （「地域閲発」 95年5月号からのコピー A4、,&)

・ワールドNGOネットワーク今瀬氏執竿
3 「大地濫対応の通信ネ9トワーク休制に悶する検討会報古菩 ～辰柏・
淡路大食災を教訓に災老時にも襟廂しうる惜報通I巨ネッrワークの構築と梢
吾伝迫手段の碓保の体制作りを目指して」 (A4、"卸
・苺政省作成

4 9 9大池●対応の通信ネットワーク体制に関する検討会」の報沓苔；につ

いてJ (A4. 4枚

.,の報遠資料

花●大等阪神・淡路大震災救援ボランティアグループ

噴饂大学阪神・淡路大震災救援ポラン・アィ・99ループ活勁報告」

・活動報告／団体 (B5. 6頁）

＊ボランデイア派遠人数

バヌアツに医憲を送る会
1 「非常遥悟業務の摂要と速絡概略図j (B生 1枚）

・アマチュア煕広甚・

浜畑医師（中央市民病院）
1 ：中央市民病院D, 浜畑笠災レポ•ート」 (As.n枚｝

はれはれネットワーク運絡ま務局
1 「はれはれネットワーク 2月15日」 ('4. '枚）

•繹ポランティアについて



,22 

阪神・淡路大霞災学生ボランティア会讀

1 「学生ポランテイア連絡全謙•ニュース」 (A9. 6枚）
•第 4 屈会論「名団仕．速営9 ウハウの交和報告芸～参加,1体． 9
ストパネラーの報告9；まとめ．共同寄稿 lポランデ，．rって利」
9 「参加者リスト」 (A4、2枚） （非公開；

•第4 回、第 5 回

阪→＾晶又救援ぐるうぶちびくろほ育●
1 プリント類 (A4、2枚）

・物資・資材掟供者一覧、避紫所アンケート

阪呻＾漏又被災•も―又U咋ンター
1 項者支授ニュース 15.19,19号」 (B5. 2枚ずつ）

・活報告／団体ボランティア券集

阪神大霞災地元NGO救援連絡全涵
9 「NOO遮絡会湛仮殺住宅支ユ~·‘こ証←→99 内j (A4. 1枚）

阪神にあたたかシャワーを送る会
1 「混水シャワーパッケージ償海用給潟パッケージ、制作・田目製作所9.
・温水器の説明．募金のお願い (~、 3 枚｝

財団法人 PHD協会
i 「PHD 丘血苺時号 J95.2)．54号 (1995AJ」 (A4.10頁）
・活●裁告／団体

2 その他プリン Iヽ

ピー・スポート

i 9デイリーニーズ土心・「い9かわら版創了9年佃号～棗終号 (39号J)

・団体刊行物 (B4.40枚） （縮小Hilis)

亨囀袖博助け合いネットワーク

「ご利用ください．ご近所6ジ方にもお伝え Fさい」 (A3、 1枚）
・活酌悉旨、案内

密災「陣害」児・者支痘の会

嘩萄報告会宍料」 (B5. 48負）
• 1995.s、26活＃古全如現地活訥報古
・ニュースレター むすぶ (MUSUBU9

支援の会たより

• L;AX通1月
，新梵「働く人」

•新岡切り抜き
2 挨拶文 (B5, 1枚）

兵庫区ポランティアOB達絡会東日本

l たまねぎ東日本 (B4, 1枚）

2 子どもが見た畏災屎 リーフレット2種 (A4, 2杖

3 子ども岱見た懲災展9ヽガキ

（祖）兵庫岸甲ぬ℃流協会

1 fIil Aニュースプラ9シュ第3号j (m、各2枚I

・旧体紹介 英語、中●罪 9ヽ ンダJ9声スペイン語．ブラ＇ノス語

兵庫嘩社会福祉協議会

「ポランテイアのいまそしてこれからj {A4. 2枚｝
•フォーラムのプログラム

2 「ポランテ (A5,20頁）

・兵忘県ポランティアセンタ一発行

ポランティア活的の手引き、ポランテ9 アセンター紹介．造絡先

3 「95年サマー・ボランティア体敦キ業采要如 (A4, 9頁）

4 「ふれあいセンターの要要」 (A4、9船

・兵●＇ば，部右年福祉課 違営主体芥来要頷案，万冥，因面

5 「赤い羽根・神戸シンボジウム●催要●」 (M、 け如
・共l4募金会など主強

6 「「夏にサンタがやってきたイペン 1• 」スタッフの怜壊へ」 (A3. 3杖I
・兵店県ボランティア協会イベント要領

兵庫呉案災筏興総合相郡・センダー
］ ひょうごすとり—•と 95!6月g N092 (A4. 4頁）

兵痣哩刃策本部
1 「箆災ニュース 1号～9号．号外 1」 (M,rn枚｝

・住宅．医●、垣祉、生活．入浴．敬台、砲●↑子徳

兵宙祭西部地震に—ーでョ幻―本蔀

1 「ぼ音者救授木部通信No5」 ⑦4、2枚'
・披災地状況報告．カンパ決葬報告



臼

兵甲察阪神”淡路大震災復興本邪
1 「阪神・淡路のな典に向けて」 9994、9枚）

・震災復●計画、基木誼想の主な内容

兵声祭福祉部長芍社会政策局 すこやかな社会づくり推洋宰長

1 「送付あいさつ文」 (A生 1杖）

2 「阪神、淡路大震災ポランティア情報」 (A4̀ 13枚）

・ 3月「1i句～4月巾旬 活●団）本名薄、活●内容

兵室慄立女性センター
1 「がんばろう！兵庫の女と男 i994年虔第叫侶女怜問題アドパイザヽ~登成

蓑座終rレポート集」 ）A人 82頁）
9 f第3菜生菩集萎項り第3期男女共同参阿アドバイザー攪成諮座●込苫」

田4̀ 1枚
3 「情報固苦室利用ガ9F」 (B5、1枚）
4 「9ともに生きる」ふれあいの中の心¢ゲケア・普費岳哄火後の4年にとり

くんで」 (M、1枚）
5 「女性センター利用のチラシj (B5~ 9枚I
b 「グループ交涼フェステイパル企●委貝の苺乗」 {A4、1枚）

' '女たらの仕＃づくりセミナー参加名苔築」 (A4 L枚）
8 （兵岸県災告対簑総合本器惜祝ファイル」 (A4、4が<)

兵蕗面校ポランティア
1 「ボランティア炊き出し」 （ノート裟写） （A4、i5枚）

・現●碑資料

2 「ボランティアノートN02 1託録用） 9 （ノート複与う (M、29枚）

・現●使用旨料
9 ［惜翰ノート」 （ノー刈●写） （A4、95枚）

乱●使用資料
4 「ポランテ汀記録NOTENo2; （ノ→●写） （A4、(9枚）

直蒻淵詞：納礫者一● ［非公目］

5 9ボランティア活葛資金及び学校様詣国復登金について（援助依砥」

．援助依鹿状など (As、9枚）
6 「8J SAMJ ポランテイアの皆様へ（無課逸信の手引き）」

・現場使用資料 (A4、2枚）
9 「シルバーケアについて／シルパーケアに闊する莉告苔」

~現埋使用●料 (M、 7枚）
8 「ポランテイア会溢／班長会」 (A<、そ枚）

・現頃使知
9 「お年寄り怨いの視固袈資料j (A4、5枚）

”甜塙使用棗料
10 9炊土に而み＂ 資剌． （A4. 8枚l

・坦●使用燦科
11 「安否苗杢」 (A屯"枚）

・依矩状、マニュアル、用紙など

i2 '災害菊 (A4、8枚｝

13 r畔の活●●告苔」 (B5 18枚、表紙つきl
・活●報告／l叶体
＊ポランテイア人改括成など

14 その他7• リント IA生約20杖）
・ピラ、張 ミーティング災料ポランティア1呆攻交料牢

15 その他未怪唖只91
・僭人名等多数［非公如

＃音芦究91 インタピュー録音記録く90分テープ917●l 整迎中

・ 199514/13、4/15 ポランティアリーダーと

•l 労5"芦ボランデイアの高校’[2名と

昂呂ネット（大飯ガス .Iネルギー・文化研究所）

1 「お風呂たすけあいニュース 8~11 1品終）号」 lA4、15枚）

．妓漏や仮設風呂などの倍報、活酌報告とまとめ

（株）ぺばあらんと
1 9がんばる心はつぶれへん 9Tシャッチャリティ」 9A4、4枚l

・Tシャッチャリティ虚旨噂入方汰

（財）放送又化基金

「版4屯一み人の検証 (BS J枚）

・放送文化埜金主倍シンポジウムの広幸む

2 「プログラム： （B5、2枚）
・上記シンポジウム (95918）のプログラム

北淡町ポランティア

1 ［北談町ボランテイアのごくごく簡凩な概略鼠 (B5、1枚）
2 「ポランデイアNEWS 1~19j ム4、約50釦

”ポランティア内器での速絡99堕ミーティング帷告など
3 「こんにちは祖活勁報告苔」 (A3、約30枚、く住民リスト等閣除＞）

・仮股住宅調査報告苔
・心坦涸査、 r供掟斉報告杏
・メンタルケアア Fパイス、今扱への捉芦
・1'人名等記赦あるも§)は「非公眸］



4
 
その他プリント漿

毎日新閾
1 「ダイアル細I級」 IB人 1枚

・くらし再甦のための惜賛ダイアル帳

マツダ（株）
1 「マイ・マツダ 3月号： （B5、幻頁）
・社内輯 企奨ボランティアとしての活酌毀告．社内情報
「ボランテイア隊9名簿」 IA土 2枚）

「ポランテ9ア派造要領l IA4、3枚）
（日ガ迪企シート」 (A人 1枚）

9外大での見取り図」 しい、 1枚！
fマツダに送られて言た感謝の子紙」 (A<、打枚！
9ボランティア隊25台の車極内訳」 い3. 」枚）
「広報室の警察向け文呑」

・交通規制の許可証
9 屯勁報告書」 (A4、6枚）
＃写兵資料活●の様子 12枚

2
 3
 4
 5
 6
 ？
 8
 

,
2
4
,
 三木市水道ガス亭業所

1 「広報みき●特号2」 田4. 1枚）
•水遵·ガス、融資竹報．福力のよびかけ

みどりのアート村
1 新問切り抜き、挨拶文、手祇~惑想文

2 

3 

(I94、

箕面名物市民による手渓し伝言板
1 [WANTED ニュースレターNo15」

・活●報告／個人、示ランティア伯報

5枚）

室内1J9テ校ボランティア
1 「カクログ制配布R>l'O応 i」 (B5, 4枚）

・カタログ糾物賓配布方法についての形式、経過
「物●カタログ」 IE5、5枚）

・カタログ制配布物度カタログ
お知らも引き替え券など IB5、9枚：カード）

・カタログ制配布案内

八黒市交通対菜課交通対策•
l 「兵●県南部地震1こともなう被災抒・支扱若用自転車の搬送 1報告）」

IB5、5枚、関連新閲記亨合む）

八尾のIllを者える会
i 西宮の子どもたもとの交洲会り立案内など

ヤマキシ会
l 

2 

淀川菩隣館

1 

ライフ・ウオッチ・ネットワーク

' '足塩ポランテイア活酌報告」
活動報告／団体

「だれでもできな足富講座J
、足掘

’ひろば」 [B4、19£) 

・広報誌／活助報芦

”足湿ポランテイア＂を遥じて慈じた京 (B5,

妥楽

2 

2 

4 

「けんさん新•j

各極チラシ

「阪神大震災ポランデイア活勁の記録」 (M、
・活勁配録／団休、償人 ・避灘者記録

~寄付ポランテイアの記録~市民の記緑
「記録註の送について」 (A4、1枚｝

(B5~ 

約頁）
［非公］

YMCAポランティア活●等

1枚）

(,;、 1枚）

3 

1枚｝

I I阪神大懐災に避った子ども逹 「楽翠中間報告
考えるポランティアの3カ月間」 IA4̀ 90記

・発足から 3カ月の活勁報告 子どもたちの1闘別の下19,J、仏など多数
含む

了どもの心のケアを

立d・底人子ポランティア情報交流センター
l 「、t命館Js学ポランティア情報交流ヤンター活約報告吝」

・活助報告／団体
・個人什験租
、訴逍仰，一し

・会計報告

(B5S 28頁）

歴史資踏保全情報ネットワーク
1 「史料ネット NEWS LETTER3 (B5~ 8百）



は

焙慟報告／問体断閉掲酸氾直
2 l歴史と文化をいかす街づくりシンポジュウム」 (B+ 10枚． B5. 2枚）

・シンポジ如沼淑内容、プログラム．出席•発言用紙

労蜀者住民医ば間PT痒会•
i 「労働者住民医療N064」oo,.,,頁）
・阪呻・淡路人授災御礼、ある辰災ぅ・ースの手記．活●報告

はS Angeles volu,、しCC99sm pmi¢i 

1 1 9 9 4 EART IJQuAKE REPOR1 (A4、28頁）

ワールド・ビジコン・ジャパン

1 「ワールド・ビジ云ン・ニュース N078～即」 IA<、計」2頁）
・活●報告／団休

1 • 2 DR E A M 

1 「保健姪さんNOT応 (B4. 6枚） ［非公器：公開時は尖名消去
・浩●H器／保健品、団体

2 'おたっしゃノート お年寄り～）かかわりの記気 ｛非公開］
・活●日誌／団体

●以上2点は実名を削給すること
3 9心と体の二．-ース」 (B4. 1枚）

↓ fH l TO-SH I NBUN3 (B3、1枚）
•投災者手記

その他．俵人の原棺、報告

1 「神戸市震災役9B応揆派遺緑告」 ："・"枚）
・綜馬区涅菜保全祠

2 「阪神大震災と菜填数吉霊災9こ学ぶ」 (A4. 9枚｝

•干芙●立中央博物陀林氏の原活i

【特殊嚢料l

アスベX 卜●追安科

・詳細は達.会ニヽ

必忠仮殺住毛所在地図（神戸市供給分）

神戸市尺生局 {A3~ 1枚）

各マス 9ミからの礼状（遠絡全纂亙遁代表宛I
1 NHK 便せん2枚
2 ニュースステーシ5ン ハガキi枚

神戸市各区案内

1 「東澄区あんない）
2 叩あんない」

3 「長田区あんない」 92年度、 93年度
4 「兵京区あんない」
5 「西区あんない」

6 「須●あんない」

長田マダン実行委貝会

1 「第 6回長出マダン●同｛協力0礼頭即9: （B4、I枚）
~甜催趣旨、協力要甜 l

2 「協力要請2」 9B4、1枚）
・協力要誘、活勁掲載乱淳

フラワーテント委貝会

1 「フラツーテントスケジュール」 9珀、 I枚）

2 「フラッーテント段立案」 (A4、5枚）

・フラワーテン l澁案内＃
3 「ブラワーテントOeENチラシ」 (Al、1枚）

' 'ァ～）エイド神戸」 (994、1枚）
・京菜趣旨 99回表、予定

平成9年兵庫娯南部逸塁災者現況図（第 2版）

国ナ地追院社柄支沿 1万分の 1地'[全2L面田1、21枚）

六甲9h系土ぶ沈災害予想区域図
兵庫県土砂災笞対策揉造咆格会 2万5千分の l i0面岱4、8枚："・味枚）

わんばくまつり

1 案内チラシ

2 「わんばくまつりチラシ」 IA屯 1枚）

3 「わんぱくまつりプログラA」 (B4~ 1枚）
4 「わんぱくま,,,市滋記屯 (A4、1枚、 B全 1枚）

5 「わんぱくまつり協力のお礼」 9A4、1枚）



3 「記録室通儒」について

鯰

「記録を残す」ことは魚要な作業の一つなのですが、得てしてこういった作染は、実際に現地で汗●む岱けている

ボランティア団体にとって、すぐには役に立たないようなものになりがちです。しかし、記録を残しつつも様々な情
籟・土.記貶ら吸い虚、必要とされている地域にフィードパックさせることは出来ないことではありません。このよ

うな見地から、 9印鉦宰涌信」は考え出されました，

つまり．

l、必要とされている情報を、必要な所に適切に流遥させること
2、 「記録を残す」という作業に双方向性を持たせること

の2点を目的にしてはじまったと酋えます．

その後． 1週間に 1回というペースで作成してきましたが、その過程で●々なことが分かってきました．まず、我々

自身が 1週間の総括としていろいろと考える良い攪会になりました。逆に記録室通桔を作成することが、活発にイン

タピュ・ーを行ったり、資料の内容にじ9 くりと目を通すきっかけにもなりました．目的としていた「双方廂性」も徐々

にではありますが、生まれてきました．
その好例として、 「通信」を●まれた方から 9通信」で紹介したポランティア団釦▽宣生を取りたいという同い合

わせが来たり．体験の記録という点でテーマを共有する方々から、速絡を取り合いたいという申し出が来たことなど

が洋げられます。
記録室通桔は．霞子伯報として．インターネットやニフティーサ-•プなど9情報ネットワークにも発侶しておりま
す．ですから．●心をお持ちの不特定多数の方々に●んで償き、内容に●してのご意見・ご感怨も頂けるようになり

ました。このようなネットワークの可能性を生かしたものにしていけたらとも凪9ています．
とはいえ、まだまだ内容的に不十分な所もあり、本当の意味での「有●●な情報」を発伊していくことが今後の謀

類です。特に現場から熊れてしまっては見えてこない●報が、実は現地では最も亘要な情報であることが往々にし
てありますので、今後よりよい「遥19jにしていくためにも、フットワークを惜しまずに現場に入っていきたいと恩

います。

記録室通信の今後の方針として、

1、今なお》現地で活動を続けている方々にとって有妙な倍報を発信
すること

2、後方支援活動を続けておられる方々、興味を持っておられる方々
にも有効な情報を発侶すること

3、 「現地」と「後方」とをつなく、メディアとして、両者のバランス
が取れた情報を発侶すること

の 3点を目的に情報を発信できればと忠っております。

また、皆様のご意見・ご感想を参考にさせて頂きたいと思っております・今後ともよろしくお願いいたします。

バックナンバー

次ページより
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記録室通届
9-June-1995 準備号

伽診信疇蜘9事 J

震災・活動記録室

ーはじめに一
みなさま、いかがお過ごしでしょうか。神戸のNGO連絡会議、 「震災 ・活動記録室」で

す。これまで「震災・活動記録室」では、簾災後のポランティア活動に焦点を当て、アンケ

ート闘査、インダピュー取材などを中心に活動してきました。また、先月 13日に行ったシ

ンポジウム「やったことを記録に残すボランティア大集会」では、たくさんの方々に集まっ

て頂き、貨重なお話しを伺うことができました。記録室は、このような活動をきっかけにし

て出会った皆様と、今後も互いに密に連絡を取って行きつつ、よりよい記録を残していきた

いと思っております。

そこで、今回から、 『記録室通信』という形で定期的に情報を発信させて頂くこととなり

ました。ただ、どのような内容の『記録室通信』にしていったらよいのかは、今のところ、

皆様のご意見も参考に考えていきたいと思っております。ですから、今回はまだ正式発行の

段階ではなく、 「準備号」という形で、発信させて頂きます。正式発行は来週の金曜13(1 

6日）の予定です。

「記録室」では、各地の情報を集めています。例えば、新たに記録をまとめ始めたとか、

シンボジウム等を開催するなどという俯報がありましたら、 「記録室」までご述絡くださ

い。 （電話／ファックス／電子メール等、何でも結構です。）

それでは今後とも、宜しくお願いいたします。

（『記録室通信』担当、舟橋健雄）

-「記録室通信」は以下のような発信を考えています。一
・被災地の最新情報、 特に記録を残そうという勁きについての紹介．

・全国のボランティアの現状、特にどのような記録を残そうとしているかについての紹介。

・様々な視点からの記録の紹介（もちろん公開可能なものに限ります）．

•各団体が支援活動に際してつかんだノウハウの紹介．

・記録室に集まってきている資料の中で公開可能なものの目録．

・インタピューでお会いした「ひと」についての紹介．

・写真類の一部（白黒ではありますが ．．． ）．

・記録を残すための記録室からの様々な企圃（すでに、現在計画中です）．

・皆様からのご意見・ご提案・ご要望． ． ． 

こじ こ ．のジ望が 「7・ で,....、 い

口―

0-1 
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ーシンポジウム後のアンケート回笞のお誦い一

ここで、皆様に一つお顧いがあります。先月 13口の「やったごとを記録に残すポランテイア大集

会」のあと郵送させていただいた蛮料の中にアンケート用紙が入っていたと思いますが、そのアンケ

ートの回収率が良くありません。まだアンケートに答えておられない方1ま梱単で結橋ですので、ご記

人の上、 f記録室」の方までお寄せください0

なお、アンケート用紙がお手応に見当たらないという方は、 「記録室Jへご連絡くだされば、ファ

ックスさせて印きます。

ー今週の記録室一

最近の記録室の活助を能単にお伝えしたいと思いますc

皆さんもご存じのことと思いますが、先日、ロシアのサハリン州北部で大俎模な地芸があ

り.NGO連絡会謀ではサハリンに生活物資の援助を行うこととなりました。専任スタッブ

の中から、実古威が現地に 1週憤lほど行（ことが決定し、記録室にとっては、中心スタッ7

が抜けたことで、大変忙しい1週間となりました，

今夜遅く彼が神戸に戻って来ますので、次i月からは元どおりに品緑室の仕車に）Jを入れて
いきたいと思っております。

また、今回のサハリンの地芸に対し、阪神大混災で活勁した各団体曹

個人の間で連携を取り、何らかの援助活助をしているようです。

こういったことを含めて記録室の活吻の一部としてまとめていきたいと思います。

今月の記録室の目標は『どんどん外へ出て行こう』です。

＊いろいろな方の話を伺ったり、喪料をいただくために、どん
どん外へ出て歩き届1り、皆さんにお会いしたいと思っていま
す。

これからは、この閥を使って「雲災，活動記録室Jの近況報告、作
業の進み異合などを、皆さんにお伝えして行こうと老えています。
ぜひ、みなさんの近況戟告や恰毅などもこちらにお寄せください。

（『記録室』担当、白烏孝太］

阪神大震災地元NGO救援連絡会議

「震災口括動記鋤室」

〒650 神戸巾中央区栄附通4ふ5 毎口新聞神戸ビル3F
,re1・ 07836&5951 F邸 07~362-5労7

Intemet・ ngote叩命由 osaka.i nf函 bor ・ 9P 

Hifty-5erve•SHa00以6

mwosa a-u ocjpI如 Ca-os／暉w-Kobe91ndex-99.html Uバ：http:II K 
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浣
17-June-1995 第 1号

伽晨伽謬幽厨態感
震災・活動記録室

ーはじめに一

「記録室通信」開始にあたって

賣謙、いかがお過ごしでしょうか？ f震災・活動記縁富」です．

先遇、すでに「準●号』という形でお知らせしていたのでご存じの

方も多いとは息いますが、今遍から、私たち r震災・活動記録●』
は「記録宣逼償Jという形で対外的に情耀を発flしていくことにな
りました．

今盪は誓週土●日に発行していきますので、宣しくお●い致しま

す．なお掌●膏では16日覺行予定と書きましたが、 18遍れて

しまいまして車し訳ありませんでした．

「記録室通信」がめさすもの

「記縁宣逼信Jは各堆での記鐵を残していくという酒動を促

しつつ、そういった活動を互いに結び付けてゆくために始まリま

した．今徽は繹選1回の割合で、各地の状況や織々な企繭、公圃

可能な記縁の紹介などを発信していきたいと零えております．．

わくば、•この遍信を遍して我々・記録宣からだけでなく詈繊から
もいろいろな重見を出していただけるような「双方向出を拷っ

たものにしていけたらと息います．傭織のご協力、宣しくお●い

致します． （「Iii'鐸富遁償Jl!llll 舟欄鑢櫨）

ー現地での最新情報一

ボランティアセンターミーティングの関始

3月東くらいから、神戸市の各区に国ランティアセンター」を鮫置しようではないかという動きが姶まり、環在までに神戸市内各区

のほとんどに rポランティアセンター」が設置されました．しかし、鮫置はされたものの、その中鼻についてはまだまだ●論の余地があ
ります． そこで、その中身についても●論して行こうと、 NGO連繕会•が湯所を提倶する形で定”的に甑し合いの11が槽たれることにな
りました．
このミーティングのそもそもの姶まりは、神戸市各区の代豪的なポランティア団体のリーダーが集事って甑をする 『区ポラリーダー

会」でしたが、先a6月2日（金）の「リーダー会」において、大きく方向転檎をすることになりました。この2日の集まりには各区の
ポランティアfl1体のリーダーだけでなく、ポランティアセンターのスタッフや社会褐祉協●会（県・市）の職員の方々なども蓼加し、胃
じテープルで寧Illな意見交績が出睾ました． 今後も、 ポランティアセンター畠体のあり方について真剣I：：囀えていけたらと息っておりま
す．

神戸大学総合ボランティアセンター設立

神戸大学に、 r総合ポランティアセンター」というポランティア日体が5月10日に正式戴立されました．これは名蔚からすると、大学
公露のセンターのようですが、裏はまだ公認摩II中の段爾l'リ。但し．●人ポランティア、ポランティア団体の情輯交襖の湯としての位置
づけで今畿も永鯛的な活動を饒けていくということを予定してい家す．

活動内専としては、 ポランティアの応口としての戴裏を中心に、嵐なるポランティアの派遍ではなく（ポランティア園体のニーズに対

し希菫着が参加する形式で活動を行っています． 最近は、ポランティアの人戴が足りない譴体の方が直撞ミーティングに●加して;:ポラン

ティア東鯉順の人に対して涵動内害を麟鯛し、●如璽鵬を行なうようになってきてます。倫にも．仮鮫住宅のシンポジウムを企●していま

すし、ニューズレターの覺行や研究金（編遍火●日 18:00~）など．帽広く洒動をしています．
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ー全国のポランティアの状況一

阪神・淡路大震災 学生ポランティア連絡会議

今Illは販神鳩蟻を中心とした各大学属のネットワーク「零生ポランティア連鑢会●Jについてご紹介致します。 「学生ポランティア違鑢

会●』とは、各大学のポランティア酒動の情輻を交懺し、互いの活動をよりよいものにしていこうという趣冒のもとに姶まりました．今まで

1:::It41111の会●を重ねて會ましたが、今盪は纏月鯛1日曜日に会●を纏けて行くことになり重した．双在の参加大攀は、以下の遍りです．

神戸大、神戸賣科大、神戸外大捧戸女子大、這逼科学大、松蔭女子大

調西学騎大｀立禽麓大、●谷大胃J11大、胄志社大、東響大、仏教大、8本襴祉大 など

京椰の大学は糟に濯覺で、揖々にニーズを知らせて歓しい、と言われています．

ー資料の紹介 (6月 16日現在）一

これまでに記鐸富へ賣料を寄せて下さった団体敷は96団体、賣料の置類は約300璽類に及びます．これらの賣料を大切に侃

讐させていただくと胃鱒に、ただ髯讐するだけにとど事らず有効に活用してゆきたいと囀えており事す．これからも、憧欅のご協

カのほど宣しくお願いいたします．・ （データ讐環班：井上 l!ll) 

ーひとく人＞こと一

このコーナーでは、私たちがインタピューをしていく中で出会った「ひと」にスポットを当てて、嘗織に紹介いたします。今園は鯖

"日目というこどもあり、先日の「やったことを記縁に残すポランティア大集会」にもバネリストとして参加された、正村圭史郎さん

をご紹介葦します．
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正村圭史郎さん (27) 滋賀票彦根市出身

讀に蟻いたバンダナと大輌で豪快な性櫓が檜織の正村さん．

富校を出てから全璽各地を放濃． 111内のみならず濤外へも10カ国以上行台ました。

仝て日本●とポディーランゲージでとおし、おまけにヒッチハイクという大態さ．

91年6月、璽仙で噴火が起こった鴫曇然にも慶児●から長嶋までの280Kmを2週

層かけて歩いている遍中でした。長嶋駅の休鵬所でテレピを見て、 r土石演ってどんな
んやろ」という好書心から鳥圃へ行ってみようと決重しました．

7月4日に『雲仙災書ポランテ,(ア饂•金J のメンバーとなり、 • 以盪3 ヵ月111いろい
ろなことを亭伝いました．遭鴫所のおじいちゃん／おばあちゃんの甑し稽手、イペント

の鼈車湯璽遭など．以襲、 3年間にlt5回も雲仙と行き東しながら今に至るまで鳥願と

.わり饒けています．

神戸に来た正村さんは、 「●けつけたポランティアのほとんどが、鳥軍での災●鱒の戴欄活動のノウハウを知らずに酒動しているJとい

う●●に賃付き菫した・•願の体麟が活かされていないこと・鼻鼠の記·が鶉さなければならないということを蠣慮したのです． 「鳥瓢It
火山、神戸は嶋●とまった＜遍うけれども、雷が繕●閾じことでつまづ3 1ilっている．みんなは知らない、だから畠分が謳さねばならな
いんだ」という償念のもとに、正村さんはポランティアヘのポランティア活動を姶めました．っ蒙り、どこの団体へも属さず・ポランティ

アにとっての褐鱗役に・することに決めたのです．その過糧で、鼻属のみならず、大鳥・三宅鳥の噴火に瓢しても約1ヵ月の遍.所生活を

追っていた人々がいるのに、属膚レペルでのノウハウが伝わっていないことにも賃付きました．

r曾の災害の記●ば．行政レペルでは伝わっていたのかも知れないけど、結鳳災書が起こったときに●っ先に動くのは艮●のポランティ
アだよ．だけど、艮●のレベルはそれほど轟くもない．だから、ポランティアレペルでの記鐸が必璽になってくる．今｀この湯で配鐵を賎

しておけば、印9災書が起こっても記・が一人歩會して＜れるんだよ」と正村さんは●います。
『記縁というよりももっと大きな意鴫で r鷹史』を鶉していくことは、神戸にしかできないことなんじゃないかと息う』と熱く麗ってく
れ事した．

ー
.. ・, 

--冨戸

P.S．正村さんは最在． r鳥贋アウトサイド(SOS)」というliII体（といって0メンバーは一人ですが）を作って活動をしてい箕す． r七
月以鵬のポランティア酒動について」という文竃をインタピューの●に頂き皮した．最近鸞えたマッキントッシュで書いたそうです．
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ー記録室からの声一

みなさんご●、少汰しておりました．お変りありませんか？冥吉ば、 5月の「記縁シンポ」のまとめも済まないうちに999リンヘ飛び出

して行き、先遺の金曜日に孵ってきました。●●複も． 22日前後に山"砂●●に忙●されて1叫且ばにもきちんと出来ないままに..

・〇●資に同行して再びサハリンヘ赴くことになりました．今虔99同じ配鯰嘉の白鳥君、文し屑陀阿吋•中さんも一緒です。 AMDAから
菊池さんという方もご一緒されます。

今回もまさに緊急の救援で、呼びかけに応じて多くの方々が、本当に大変な時間とエネルギーをサハリン支援のために●いてください

ましたただ．阪神・淡路の●●がとこまで生かされたか．私たちの rネットワー幻なるものが●●のところどれほど案体を持ってい
るものであったかが間われたまたとないテスト・ケースでもありました，また．いくつかの●体が協力し含うことが、緊急とはいえ．

どうしてこれほど●しいのかと、ずいぶん考えさせられもしました。

サハリンで見てきたことの●しい●告l9いずれみなさんに見ていただきたいと思っていますが、 AMDAとの約束で外部に出すもの9こ99

AMDAの承鍔を得なければならないため＼まだまとめきれていません・行動が極●に制約されたこともあって大した•..●は出来なか
ったと．残念ながら報告せざるを得ません．硬柁で得られる情●はすぺて●片的なものばかりで、なか心ふ五仕●は把●できませんでし

た．

●災地と呼ぺるのは、ほぽネフチェゴルスクに限られています．したがって●災者と評ぺる人は亡くなった方を●いて12 00人99

ど。教援の対●が、そもそも阪神大震災とは桁が遍っていまれ●災者は 96月9日現在）まだネ9チェゴルスクにかなりの数が留まっ
ており．残りはオハ、ユジノサハリンスクそしてウラジオストックほかの＾ーはッ15市に入院していて（璽●の人99ど●●）、ユジノサ
ハリンスク＂J由伝 e—見た限りでは被災者の多くは、 9だ肋け出されたときの着のみ着のま出の状●で入院していました。
お●柄、文化の違いもあって、市民レペルでの連携．協力というものはロシア正教会を始めとする教●●係以外には見るべきものがな

＜．送った●賣が●災者の手に●くためには慎重なユーディネートが必璽である上に日本●の現●●●の混乱ノ不在もあって、単に物

資を送るという仕事がとても大●なことになっています。上にも書いた．いくつかの団体が協力し合っしヌ且活9」こする●lこどうしても
しておかなければならないこと、絶対lこしてはならないことなど、●多くの反省があります．

いま99余裕がありませんが、いずれ詳しくご報告いたします。今回のサハリンのことと●● ・淡躇のこと99凩の2つのことではありま

せん． 「記●●」の目指す、・災害時の経験の共有、そのための配●●存•9ことっても褥鱒い経験にし得るし、またそうしなければならな

いと思います． 「記●●』は少数のしかも歳若い柔人の集団で．至らないところは多々あると思いますが．どうか長い目でお見守リくだ

さい。もちろん． 1批判、ご叱責 9こば率•ー・9に耳を●けてゆくつもりでもよろしくご指導をお願いいたします。

ーポランティア団体紹介一

1 995.6 1 6. 

震災•.,動記●室

・西成

このコーナーでば、各地のポランティア●●をクローズアップして紹介していきたいと思っております。特に、まだ現地で活

動を続9ナている●●を中心にしで取り上げていく予定です。今回は，ポランティ了●●ではありませんが， 9盲戸沸●9 品品

会」という避難所間の定詑•亡などを行っているところを紹介いたしま9,

漬区避難所連絡会

瀾区避難所●●会は灘区の大ll99999llllけ（小中学校．●●などlを対象に運営形態や知恵の言見交襖などの場として3月に発足
しました。結成の..,寸酎9ランティアが被災●のための連絡会として行ったものです。 （現在99完全に被災・"ぷ.しています.,
..会99●●S●日に●区の神戸学生●年センターで行なわれており● ↑ 5回を数えるほどになりました。これまでの活動で

99仮設住宅のは.,,..所の活●(Kの問題などについて、 （特に食ぺもの関係99●り上がる）和気合い合いとした●●気をもち
ながら議論が交わされています。

参加している●●所は12 ●所（冷●介卿字は 9 ）です。この●字が流●するの I9..所の運•形●がころころ●わってしま
9ためです。最近でも韓●小が98日で自治会を解●することになってまずa

記録lJ●●冊がまず●●なものになっています，またそれ以外のものも代表のバソコンにデータベース化されてますn

現在の闊題点l9人が集まらないことです。●●会に●加する人は各畳●所の代表の方なので忙しくてなかなか●捕9ることが
出来ません。そのため立4盲竹門奴州門いて話を●くというケースが増えてます。また代表がバソコンを使え、メール連絡も

できるのでそれを活用しています。

●●所にはまだ多いところで500人以上の方がいます。そのことを忘れないで頂またいと思いまず。

（取材協ガ・ ●●●治さん •口準爾弔連絡●事務局長l

-31-
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ー今週の記録室一

r●災・去肝印憫亨lでは毎週1回、ミーティングの時問を設けています。
今選の記録蕊ミーティングでは｀具体的な話がいろいろと出て、内容の濃い●し合いとなりまレた。

須塵区の鷹取中学校に集まるポランティ了へのインタピューが始まったほか、輯 9ボランティア基地や中山手敦会'穴甲鶴·•などて
活動している方へのインタビューを予定しております。

また、電子メールを●ってのネットワークインタビューなども企画中です。インタビューの際に貴璽な時間を劃いて頂き、ご逮惑をかけ

ることとなりますが，●非ご協力のほどをよろしくお願い●します。

これまでは取材の対象として，●去に活動を行ってきた●ポランティア団体・グループを一つの単位としてインタビューやアンケート

を行ってきましたが，これからは神戸市各区に出来たポランティ7センターの設立に至るまでの紐饂をまとめることや，現在も活動を続
けている各グルーブvン砥蘊所d員役住宅に対する活勤も記録の対象にしていくことになりましたc
現在収集している資料の恒久的な保存場所として、.口貢即・資料館などを●えています。そういった機闘の関係者の方と●絡を取り

あっていますが、具体的に●が●めば曹この湯を●って●●へお知らせしていきたいと思っております。

＂司の下旬には、今までの 9記●●」の活動を中間●●として発表する予定でも今のとこるの予定では、●●●の攘助活動における
9●●9の扱い方に焦点を当て℃ ●●の集積員お邑・ ●●，棚包作業をする●のエ夫・注意点などを各方面から集まった資料や、●

さんに恒ったお話をもとに，まとめていくつもりです。なお、今国のサ99,）ンに対する生活●●の●●●●も、その参考に加えられれば

と考えております。 （フ9ールド班 白鳥●太）

-Information～情報の広場～一

ここで99．各地でのさまざまな●●を●載させて頂きます。昔埠からの情●をお寄せ下さい．

放送文化基金主催ジッポジウム

「阪神大震災の検証」

関西福祉系大学救援グルーブジンポジウム

「学生はどう勁いだかJ
～ライフライン情報と放送の役割～ 阪神大笙災と福祉系大学救援グループ

日時•平成 9 年 9 月 1 9日（火） 午前10醗一午●5時 日時・ 1 9 9 5年9月1B ［土l 1 3 : 3 0~1 6 ・ 5 0 
●所・大阪国際交濃センター 場所・大阪し上会口は指導センター 5●ホール

＊入場（慧料）ご箱望の方は下記までお申し込み下さい． 主●：関西福祉系大学●●グループ

＊詳●は以下にこ連絡下さい0

財法人放送文化基•

東京都渋谷区●●）9［町

41•1 (〒150)
Tel·03•3464•3931 

ドキュメンタリーエ房

大阪市北区大●●9T
目6-3 ●●ビル301

..●廿ナ．・*阪市立大学生活"学岡↓間●祉学科社会慣社●研.. 
Fa元03•3770•9939

9〒531l
Td:06-451-1 1 9 9 
Fax:06-451-996 

Te(06€ Fax:0e605“3086 
グループ代表・秋山智久（大●巾斗＾学教授l

「記録室」では、各池の●口ご繁3ていま9。倒えば，新たに記録をまとめ始めたとか、シンポジウム＃コ江ばするなどと

いう情報があり京しだら、 9記録室」までご滉絡くださ几 く雹話／9ァックス／●子メール等、阿でも結溝です。）

それ・ふd9"まとも，宜しく這い泣します

阪神大震災地元NGO救援連絡会議

「麓災。桔粛記録韮J
〒650 神戸市中央区栄町通4-3-5 悔H新闇神戸ビル3F
Tel.078-362-5951 F双・ 078-362-5%? 

Intemet: ngotea頑叩．osnka.infoweb.09. jp 

NiF切-Serve:SH図0896

ur1•http: ／／"叫． oaka.99.ac.jp/yma-os/v＾いV-Kobe/i9dex-jp.html

•32. 
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伽摯信疇叶疇砒
震災・活動記録室

ーはじめに一
賣欅．いかがお遇ごしでしょうか． f震災・活動記縁宣Jです．この『記縁富遍償』も今1ii1で鯛2号となりました．今懺ともよろしく

お順いいたします．また、どんなことでも讀いませんので、記縁童の方まで傭さんの『声Jをお寄せ下さい。

（配鐸喜過償姐当：舟蠣鑢纏）

NGO連絡会議スタッフ、

ー現地での最新情報一

物資をもってサハリンヘ出航

*B248（土） ｀午約9崎20分に）II嶋漕からサハリンヘ物資を届けるために貨物船『希菫丸Jが出鑢致レました．今回は、 NGOi璽

縛会鵬の代表として3名のスタッフが景り込んでいます．サハリンの大嶋●に朧し、櫨災嶋から織々な物賣が届けられましたので｀それ

を賣任を持って届けるために硯蟻での受け•作りに鍔力します．
記鋒重としても、このサハリンヘの緊亀物資鑽動を通して，神戸での経験が酒かされたのかどうか、また活かされなかったことは何か

という視点で配鱒に残そうと思っています．また、この場を遍して賞樺にご遷嶋させて頂きますので、よろしくお願いいたします．

ー全国のボランティアの状況ー
今園は、賣京でのポランティアの動きについて． r震災績災看を支える寅京運籍会Jの内山史子さんにご輯告頂きまレた．このように神
戸だけでなく、日本全園に活動の●が広がって行きつつあります．今畿もこのような全国の状況をお伝えしたいと思いますので、詈欅の情

輯も紐お書せ下さい．

今鼠・災の敦讚活動に構わった人は、賣東層辺にも大舅い事す．駄たちもその一人です．すでに軍京に91さ揚げた

人．あるいは轟初から後方支鑽に闘わった人、織々な酒動があると息います．私たちは、東東でもそれぞれの記鐸をIIJI

していきたいと囀えています． ・

環在までのところ、ピースポート、薫尽薦． JET(J叩an恥 ergencyTeam)書といったポランティア団体の11Jき
取りが遣んでおり、また神戸市の中央区ポランティアの記鱒が増元と11力しながら遣んでいます．一つの大きなグルー
ブを作るのではなく、それぞれが．それぞれの活動・U)経験に基づいて、それぞれのやり方で記織を賎し、最縫的に 『鑽

災・活動配・重」の方に費託したいと囀えています．そのために、記鰤動を鯰めた賓志が．情輯やアイディアの交

檎、 11カのために、二選に一廣のベースで集まっています．重だ寡だ試行繍鶴の殿胄ですが．曼丸私たちと一纏にや

っていさませんか．欝しくは下配までご遷繍下さい． • 
内山史子償荻櫨災着を支える東京遅織会）

●精所 03-381 

3-6584 
冑宅 03-3949-0040 
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ーひとく人＞こと一

朝日ポランティア菱地 石田易司さん

非鸞におおらかで優しい笑鯛と、しっかりとした償念の持ち主の石Illさん．大学鯖代からポ

9ンティア活動を日賞の一憾としてやってこられた区テランJです．その羹裏校籟員を1

0カ月111やリ裏したが、覇B覇鱒の犀生文化●●団の仕事に麓力を鴫じて事鑽団に入社しまし

た．

今鵬の翼災畿は r覇aポランティア基檜』を散名の仲1111と緒虞して1月21日から活動を鳳
給しました．アウトドア経験もあったので、襲aを持ち込んで寝泊まりすることには慣れてい
たのです．

蒼いメンバーの中にあって、リーダー的存在だった石1Bさんは、すでに活動を11J綸している
園体の郷鼻にならないよう．逆にそういった活動を支えることがで會るように苦労します．メ

ンバーも最初はI0人しかおらず｀―震は●合すぎて襲震の燃え尽さ霞鑽欝にもなったので

すが、伸閏に支えられて景り鑢えてき事した．

そういった中で 2月I8日から、遍に1国の割合で「勉櫨会」を11Jくようになりました．この鱚蟻会を遍して、新しく活動するポ9ンテ
ィアに対してのガイダンスをしたり、ノウハウや偏みを出し合うことが出来るようになったのです．事た、鯖肇会に専門蒙を”ぷようになっ

てからばメンバーも糧え｀そのメンバーの楓鰐も広がっていきました．それ以上に石田さん目鳥も、この鯖櫨会を遍して元気づけられた

のです．

以懺、麟日ポランティア基嶋としては. rくらしの便利嶋』という債霞住宅に入った力々に伎っていただけるような増11!1や情輻を載せた冒
子を作るなど、伯の園体ができていなかったことを中心に『穴Jがで合ないように気をつけながら活動してきました．

1111Bポランティア基嶋」は6月東で活動を鑢Tし稟すが、石田さんr:r今聾rt聾方支鑽として、動成會などの形でポランティアに鑽紡を
してい色たい』と璽ってくれました．

ーボランティア団体紹介一

ワールドNGOネットワーク (WNN) 

World NGO Networt< (WNN)とは●●的NGO/NPOIII体の情圃化やネットワーク化を支鑓するために． Internetを姶めとする電子メ
ディア上のメール，メイリング・リスト．ネットニュース．WWWなどを賓効利用するという•IIから支鑽活動を行っている，情輯果のポ
ランティア・グルーブです．

この活動は，主としてlntemet:.tの111カ参加看によって撞遍されています．影式上r:t,このような活動に濯鱗を持ってくださった員遍
企と大観大学の賓恵教官とのポランタリーな一つの共員111覧ブロジェクトとして鑽遣されています．渉外・賣遷賣任看は下●真罰 (*
顧大学大聾計算●センター， 情輯工学科） ，代裏は水野纏之 （大讀大学．檎遭学）となってい蒙す． i!i畜の活動闇闊1;1.1g 9 6年3月裏

で． 95年8"までの店動鶴点は大籟WにA（国■・社食事仕センター），西富YMCA億冑センター），神戸の嶋元NGO戴鑽辺ヽ
会■の3ヶ所でした．遷鑢先はng雌心nter.osaka-u.ac.Jp．広轍JRllihttp:/ /www.osaka-u．記・Jp／の中に， 取り敢えず入れさせてい
ただいてい事す．

覺足は95零2月1日． 最初は膿檜・潰鱚大●災の畿の復貫ポランティア活動において，長闊的な観点から．今攣の情輯化のニーズが

ある団体を，Mac+lni..rnetの霞●により●●から支鑽することから姶めました．これは今回の●災において、 情輯●の欠如やNGO/

NPO図体における情輯似が遍れが、ポランティアによる初闊作露においても非効拿霞をもたらし、柔軟な対応が行なえなかったとする反
省に基づいてい事す．

長年の縫麟を持つ艮閾の●戴的NGO/NPOl!II体は．環嶋活動を遍じて奮纏のノウハウを菖讀しています．一方．インターネットの利用

看違によって，広範璽で自主的な情輯綱欄纂のノウハウが冨膿されてい家す．そこで覆々は．今111の大●災の反省に基づいて．これらの
NGO/NPO園体の鴫場での塁動に．広鴫コンピュータネットワークの利胃を組罐的に連構させることによって．何か衛しい形鐵のポラン
ティア活動を生み出すことができると囀えました．

このような洒戴の長鴫的な●●として璽定できるのは．まず鑽ーに，市民．嶋蟻社會．行政．専門蒙．そしてNGO/NPOIII体の．絹亙
の閾の情纏の溝れを．必璽に応じて円滑にするために，その一馳となることですまた鯛二に今盪の防災活動の一曝として．災書彎にお

ける広筆ネットワークの＂＂方讀の 11覺＂覧を行う事です．
濤外においては．00Aで例えば学校を蔦てる事でが行政の仕●であり．敏青を行うのは濤外NGO!II体の仕●となっています．そのよ
うに出災嶋区においても，・例えば量重住宅を重てる事で（バソコンを配る事で）が行道の仕●であり．そのあとを長闊にわたって使い

易いように●●に協力し．それを生活に遍切に酒かせるようにしていくのが．●●fJNG0/1¥fOl!II体の仕事だと言えます．
長闊笥には，働の蟻鴫や相櫨的な専，，筐を櫓った戴多くのNGO/NPOL'll体とも饂力する必●があるでしょう． 今畿はこのような共費作霞
や広蝙繊纏化纏のlllll1JI...の一つとなると彎えています．
今畿の技緬や社食の動きにも1i1を配りながらも．覆々が日鸞的に"用しているkltemet事の情籠技緬の特性を．鳩●盪の迅遭な刃翻t
動や．これからの嶋竃社会．市民溢働の覺属鱒にも生かして行ければ．と囀えてい稟す． ば：賣：水欝）

2-2 

-34-



ー資料の紹介 (6月20日現在）一

豆では、現在も~お寄せいただいた資料の整●を綬けています． 6 月 20 日現在で、ポランティア団体を中心に、約 150団体、 400点
・料が●まっていますが、その数はさらに増加しそうな勢いとな~9ています．
いただいた賣料は、実際の活動中に現場で使用したものと、活動の配●や啜告などをまとめて●理したものとの、 2這類に大別でき
です．

での資料としては、日誌などの配紐ポランティア参加者に配布されたマニュアル類、かわら版やニュースレターなどの刊行物．•
ランティアの依頼苔、などがあリます。手苔きのノートをコピーしたものや、手作り叫..地図炊き出しのレシビなど、実に多様

があります

的にはへ整唱された資料が，全体の3分の2以上を占めています・ •“'体験配や柏氣●言●，団体の活動報告苔活動の経過を
追つて整●した配棟．などが主となっています．こちらも、●人0生々しい●●や唸想から．ポランテ97参加人数の日別グラフな
をまとめたものまで．様々な形式でまとめられています．

りにも多様、かつ応大な資9'のため．決して容島な作業ではありませんが、ボランティアの費重な体験を残し伝えるぺく、インタビ
．の成果ともあわせて、報告書などの形での玲信を予定しています。

力いただいた数多くの方々に．心より●●いたします．今後とも記録●の活動にご支援．ご協力くださいますよう、よろしくお願

す。 げ 八ツ●一郎9

ー今週の記録室一

カ記録主は，一方でサ99リンヘの物資●助のための準●で多忙を●めたため，専任スクップが2名も●●から●れていましたが，そ

で，インクビューに出かけたり新しい協力者にめぐ，'全えたりと、対外的に●●的94垢勧が出来ました，

タビューとしては、今回の 9ひとく人＞こ幻●にも掲載させて頂きましたが、●日ポランティア丑地へお邪廣したり、六..汀＂

中学へのインタピューを絹綬して行ったり、東京へ出向いた者が、 SVA9曹洞宗国際ポランティア会）やVCOMa 
某々 9らくらく 子99のケアのポランティア）などの方々に話を間かせて頂きました，
新しい協力●として，各界からの9是言を中心に集めておられる方や、仮設住宅や●羅所ですくにでも使えるようなノウハウ、マニ

などを中心に集めていきたいという方にお合いでさました．

から、●災●●書籍も次第に集めつつあるのですが、今還は""年 9月に具野県木●郡王澪村を聾った「:’”巴部地裏jの貴

緑を頂きました，このような資料も●考にして、今後はレっかりとまとめていけたらと思っています．

-Information～情報の広場～一

1治の学校」 鴫公開学習会 「ミニコミと震災報道JPART2 

;3 号—く特集＞地震からの気づきー
、ているそうです，

～学生よ、夏休みは●を●てて神戸へ行こう～

（ポランティアは●災9こどう対処したか、発行ミニコミを通して検証する）

日時： 9月95日｛土） 午後 2時30分から

9ふ賣治の学校神戸センター丸岡• 湯所住民閻書館 9総武●●中•下●●歩 1 0分
神戸市灘区●吉山手8丁 920•12 蓬•マンション 新宿区北新宿牛31•2401

参加●： 500円 講●：「●災●災●9支える...伸会j

Te9/Fax078•842 9257 まで 問い合わせ~住民●書館 TeliFax 03•33694060 

阪神大震災地元NGO救援連絡会議

『覧災。栴励配働室J
〒650 神戸市中央区栄町通4-3-5 毎日新閲神戸ビル399

Tel~ 09&3625951 F出~， 078-3⑫-5957

Internet曹団 は四紐・⑮aka・1n伍 eb町 ・9P

"ifty-Serve、SHP叶999

Urlhtm99呪Wosaka-Uぷ ・jp夕"ca-os9枷 W-Kobe八ndex-jph廿19l
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鷺｝ ”疇｀霞麟釦鱈
震災・活動記録室

ーはじめに一

讐鑽いかがお過ごしでしょうか・ 『●災・酒動記鱒富Jです．7月に入り、●災からもうすでに半年が過ぎようとしていますが、記録

童ではこれからが鵬負です．頭璽って記鑽を鶉していきたいという愚いを新たにしています。それでは．鯛3鼻をお送りいたします．ま

た、ご重見・ご麟想などもお寄せ下さい． （記緯璽逼信撞轟 ：舟鑽鑢

鑢）

ー現地での最新情報ー

育英高校文化祭「育英祭」関催

8/1124日・ 25Bの2BIii.青莫高校で文化鱗が行われました．震災から約半竿績災嶋神戸に住み、そして神戸に学ぷ看として、この文

化銅をきっかけによりよい神戸を目憎して歩んでいきたいと囀えた寓校生違の願いを置験して'’RESTORATION（纏貫） “がテーマに褐げられま

した．

冑実鎮には、マスコミやポランティア団体から、 鹸鑽賣料や専真、ミニコミ鯰、タイの子どもたちの闘ましの綸．そして雲仙曾賣岳の情輯な

どの生の記縁が撮倶され、 「畠分たちに何がで書るのか』を11lいかけるeっかけとなる農示を中心に鱒儘されました。例繹に
なく●況な文化蝙となり、その中で改めてポランティア棗動に賣畷を示した高校生もいたようです．文化鱗での羅績を復貫の鯛1歩として、今

鍮も斬しい神戸について囀えていきたいと冑糞裏校の生鎗たちは賃持ちを斬たにしていたようです．

西神戸大学運合会、 「神戸復舅学生祭」開催

西神戸一書の書大攀では、 ＂＂9.,.大学遷合会」という大学属のネットワーク化が濃みつつあります．
●細大学は、珊在

神戸市立外霞●大、神戸●科大、洟遍科学大、神戸学院大、神戸霞朧大、神戸女子大 です．

この会は、書大学自濤會のメンバー戴人から鯛虞され、学生ポランティア派遣を中イ＞に活動している『ぽらんていあ西神戸』のサポート的

な役も退っています．

さて、この内神戸大学連合会Jが、6月30日（金）にハーバーランド・スペースシアターで r神戸復貫学生聾』を行いました．連合会
長の佐竹iE籍さん（神戸園鵬大学）によると、そのII的IれRの2つでした．

1．ポランティアに対する学生の重識改箪

2.遍びを遍した神戸の学生のムードの裏II
1 つ員の学生の重朧改軍では、ポランティアが璽菅しいものではなく•もっと峯しくやわらかいものであるということ、そしてそれと陶鱒
に、ポランティアが事だ事だ必●であり、神戸の掌生だから今できることがあるということを、多くの学生に気付かせることを

目憎し、 トーククイムが霞けられました． ＂ 

2つ目の学生のムー・ドの寓蝙というのは、神戸の霞員に『拳生もよくがんばったJと●われるように、神戸の学生を扇賃付けようというも

のです．ゲームやダンスなどの遍びを遍して学生の団繕力を生み、神戸の攀生のムードを寓めることが1111されました

3-1 
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ーひとく人＞こと一
寮灘情報センター

鳥瀾猛士さん (20) ＜写真右＞
森本太郎さん (19)＜写真左＞

r2人で1人翰なんですよJと言う鳥閾さんと醐＊さん．でも、賓

瓢には1人では出東ないことを2人でやり遍げて東た名（遵？）コン

ピなのです．今國は掌生のポランティアということで・東麓傭輯セン

ターの2人にスポットを編ててみました．

見た目は羅やかで。のんびリしている•1111さんと、年下なのに●閾

さんよりもしっかりしているように見える（？）輝本さん、この二人

が情帽センクーに入ったのが2月の下匂のことでした．幽鴫は、上に

たくさんの人がいたので。その人たちの鑽；；；峯畳けながら鵬いていた

のですが、 3月中●になって、それ事で情編センクーの「11J的存在
であった人が筐けてしまうことにな1J、その畿編ぎとして蠅元の学生
であった二人が遍ばれたのです．これを●9こ、二人1ェr員鸞めJ蒙
す．

二人が淳外撞釦コ［霞されてからは、それまでの区の印だけの洒動ではなく、区を鑢えた全111レペルでの動きを鵬ぃしました．神戸市内だ
けでなく、芦••西富にも足を甦ばしました．これと峙J11を同じくして各区のポランティアが区の外へ員を冑け姶めていたため、この動81:t
スムーズに曼け入れられました．

その量、区ポラリーダー食という各区のポ,~ロアが●まって扇し合う湯にも参l11したりと、 4 月までは二人でいろいろと活慟してきま
した．しかし、 5 '以鼻はそれぞれがそれぞれの立湯で諭くようになりました...さんは、 一日体●ポランティアの11t誕をした1) 、• か重ぽ
この飯で鱗き飯を作り仮餃住宅の目印にしたりと、アイディアが浮かべばそれをすくに真行に夢すアイディアマンとして動き、●本さんは、

六甲アイランドヘのふれあいセンター霞•のお學伝いや、ポランティアに対して寅朧にテントを●る寅冒の鑽囀会を行ったりと、六寧アイラ

ンドの仮餃住宅に●わっています．そレて、今でも燿動の内喜は違っても互いのやっていることを珊鱗し、亙いの良さを瓢めあい，鵬には相

鯛し舎って涵動を竃めてい事す． ． 

今畿の稟翼情輯センターは活動自体が以欝よりは纏,jヽ 鯛繭にあるのですが、今後も r出東る霞り頑鶴りたいJと霞ってくれました．

ー資料の紹介一

環在、記織富では讐織から書せられた、約160臼体、 400点 (6月20B瑣在）にも及ぷ貴・な賣祠を聾竃して、髯瞥させてlllいてお

ります．その中から、真瓢にどのような賣料が集裏っているのかについて、これから記鐸宣逼償の中でも紹介して行きたいと考えており事

す．初園は、饂界的に有名な’'Amert⇔nRed Cross• （アメリカ＊十字社）が出した公式賣料 ポランティアの心のケアマニュアル につい

てご編介歎し事す．・本より稟遍傭輪センクー惰輯班が■厭したものです．

＜璽冒＞

櫨災嶋で長闊にわたって活動してきたポランティアの心のケアについて、アメリカ＊＋字社124つの鰻稟をしております．檎災嶋ではと

りわけ長闊のポランティアは、 B鸞の生活では体麟できない厩々の國戴や試練に重璽してきたはずです．
1 休みましょう

櫨災嶋にいるとeから、蝙鑽畿の鱒鵬の・董をして、ゆっくりと身体を休めることが1f璽です．
2 ペースを蜜え事しょう

櫨災嶋でのベースと讐穀の生活のペースは違います．

3 わかちあいましょう

繍災嶋にいた人と、逼鵞の生活をしている人では大きな●識のズレがあります．それぞれの編麟が●●であることを忘れないで

ください．

4 自分の纏情を覆鱗しましょう

繍嶋から買っても、層りの人があなたの羅糠麟に員鴫を限さないことがあり家す．それによって、失菫したり、フラス トレー

シaンがたまったりすることが彎えられ裏す．また、あなたの蒙鱗や友人が檜ちかける1111■は、櫨災増の人たちの濠割な111111：：：
比ぺると取るに足りない賃がするかもしれません．ここで鳥忘れてはならないことは、あなたの蒙箪や友人が鳩在掏えている1111
●も、鶴災嶋での櫨災着のIll●と髯織に切真であるということです．また、遍書の生這に重きたらず、櫨災嶋へ買りたいという
愚いに謳られることもあるでしょう．こうした・情の起伏はあなたが櫨災蟻で饉・してきた菖●を●り鑢えるための正鸞な反応

です．鴫胃が編てばこの状纏はいずれ遍り過曾ていってし事い蒙す． • 

（データ響・磁 井上団）
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一震災関連霧籍の紹介一

さて、今回から羹災●●書編の紹介もさせて頂こうと思います，このコーナーを通して我々・記紐霊スタッ9も●●していこうと●いま

も●●の方でも何かご●●●ありましたら、ぜひご●●下さい。

.....，神戸● ●→^ 贔^ 以後」 ・汲ぷ書位● 609 

●災から 5ヶ月●にあたる． 6月に刊行された本．

...した人は、被如曾で●●にいらっしゃった方々ばかりで、まずも乃迅遠な対応に鸞きます。今だからこそ、この手の本を待っていた

と言ぇましょう・ •嫌此●●V9立場、高●●、●●●極祉の立場在日外国人、市民の自治●、ポ9 ンティア、遵鱚所としてV9よ這●、
まちづくり廿●●●らゆる立●から、震災●後の神戸を誂めた↑ 0名の●●●の生の寅が集められていまれ震災●●に神アに厨なかった

人にも．その緊追した●●が伝わることでしょう．また、ずっと神戸1こ●る人にとっても｀自分の●わってきた世界とは違ったところでの

讚子を遭解することが巧ます，緊幻t遷研暉から、生活の復9B，配の復●の声が高くあがり，神戸も徐々に元の様子を駁リ戻しつつあ
ります，その一方で．今なお董災の●●9こ苦しんでいる人が屠ることも●●で,.

●るくなった町並みを見て、ほっと●をなで下ろレたくなったとき、この本を手に初、その経●からのm肖を心9ご●め、これまで酒●
して下さった多くのが 9こ●●●●げる気持ちを持ち緩けていられるようにしたいと●つてい工す。 9三浦あかね

ー今週の記録室一

今選の●●塵は記●稟●属スタッフが2人サハリンヘ●資を届けに行っていることもあって、あまり●●な活動にはなりませんでした

が．鴫力的なスクッフが新しいインタビュー協力団体を●●したり、シンボジウムやミーティングに参加するなど、従来通りの活動が出来

ました．

インクビューとしては．●●『●人の友』の●誤●で●成されている神戸友の●や、神戸紅● ［漑濯ボランティア>.えんびつの家など

にお悪魔しました．また、 6月98 9. 9 7 99こ●戸＾＋し— •l、フンティアセンター主●で行われ．ぷ91IL•でに●するシンボジウムに参加
したり． 30日にはポランティアセンターミーティングに参加したリもしました。こうした環在棄行中の、応r『.....,吋．活動に伴う

●●や賣鴨も、 F抒寧レして記録に残していくつもりです．
サハリン9こ濃つている専属スタッフの2人は、 9月上旬には●ってくる予定ですが、●告書 ・jぐに記録●0●

常糞務［こ復帰できるかどうかは分からない仏•"·
●●●で997月の末に中闇●●を行99たいと患っており．そのことも含めて近いうちにスタッフ全●での今●の方針の再●酎をする予定

です．

-Information～情報の広楊～一

•赤い羽根・神戸シンポジウム「これからのポランティア活動団体支援のあり方J

9時： 9月●99火9 13:00~16:OO 

●●●レ込み方澄・

・所・槙公会館 <JR神戸駆＇下皐 l （神戸市中央区多聞通3-1 Te1·09&399•OOOSl 

9、参加●氏名 9̀ •所・電后●彎· FA響号 3、所● ●を●●の上ー下記あてでFAG•のこと

申し込み・問い合わせ●；

社会●祉法人 兵●●共戸胄令令ーでLO;&949-4694F̂x・07B-242-4153 
〒651 ●戸市中央区版口通,_,_,. ●●祉センター内

阪神大震災地元NGO救援連絡会議

r重災。活勤配鍋室』
布和 神戸市中央区栄町通4}5 毎日新聞神戸ピル3F

le1 ff18ュ3625お1 F訟 0783位-595?

Internot :．．ふl‘“"ふ．．9・ OSoko -inf⑱ eb_ or曹jp 

"if"-5e"e:‘99Ê ＿̂11‘― 

upl :http:“m爪 osaka-u-09.jpmca-OS;一-Kobuindex-jpい"’

-'8-
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” 8-Julv-1995 第 4号

一 瓢麟《加疇蜘附鱈
震災・活動記録室

ーはじめに一
奮蟻、いかがお過ごしでしょうか． r震災，濤動記鐸璽Jです．サハリンヘ物賣を1i1iけに行っていたメンバーも帰国し、やっと記録富も
メンバーが織いました．これからは、少し遅れてしまったスケジュールを取り累すためにも、より一層頑張っていこうと思っています．

それでは、算4号をお送りいたします． （記鐸璽通信橙当 ：舟欄鍵纏）

ー全国のポランティアの状況ー
今園は、 r東京の動き 戴2 弾J として、ポランティア稽互連縛ネットワーク•"LINK"などにも参加されているという、 野中さんに韓告
していただきました。

●東京の動き◆
いるんな人が、夏にも現地で活動したいと考えています。僕は「LINKJというポランティア連絡ネットワークに参加
して、そのことを知りました• しかし． 柑泊場所を確條している人は少なく、具体的な話までは進めづらいようです。その
一方で、現地のポランティアと述情がとれている人は、濶災な活動を積み濾ねています。いま双地でヽ刈む出日持たない人
が、今後どのように現地と述携をとっていくのか• これが愚大のポイントと考えます．

●お願い◆
li:l泊する場所だけでも提供していただけないでしょうか．

◆意見●
「もう災密緊急ポランティアは終わった。いま必屡なのは、地道に艤続していく地域密薯ポランティアだ、 、、 J私たち
遠くからのポランティアにとって、 「なんとかしたい。 Jという気符ちだけで、双地へ行く闘期は終わってしまったようで
す。冒頭のように考えるのならば、私たちは今後、自分が住んでいる地域でのみ、ポランティアを続けていればよいので
す．
しかし、これだけの深刻な事態をまのあたりにして、私には災害緊急ポランティアが終わってしまったとは思えません．
水くみや物資遅搬などの力仕事はもう必要ないかもしれませんが、心のケアを含めた息の長い活動を、少しでも応擾してい
くことが必要と考えているのです．心のケアをするには、私たちの活動はあまりに限定的なものかもしれませんが、住みや
すい環撓を作り上げていくことに協力したいのです．
深閑な事態です。遠くからのポランチィアをうまく活用していくことも必要ではないでしょうか．某人事件で囮災が忘れ
去られたとは甘い切れません。 「本当に必要とされているのか．」このことを考えて、私たちの中には．現地に行くことを
ためらう人もいるのです．どれだけ現地の渫割な状況を伝えられるか。このこと次第で．夏の活動に参加する人散は変わっ
てくると考えています。
最犠に。どれだけ多くの人が閲わろうとも、そう傭Jlllこl.t極されることのない重いぶ態です。しかし、たとえ遠くからの
ポランティアが、 1週間・1カ月しか直接活動することが出来ないとしても、現地を応援していくことで、何かが少しでも
変わっていくと信じています．少なくとも 1~2年は、全国規模で被災住民を応援していくぺきと、私は考えます．みなさ
んはどのようにお考えですか．

♦提案●
現のポランティア沿動は、避靡所や仮設住宅をまわっていくことなど、点の活動がメインとなっているように恩えま
す．ポランティアの人数も少なく、ご苦労も多いこととは思いますが． iliiの活動、すなわち住宅やマンションなど、地域全
般に対するケアも必夏ではないでしょうか．自分の家で蕩らせるからといって万事鯖決ではないはずでかふつうに住んで
いるように見える方も、被災者としての苦しみは同じと思います。彼らに何かを応擾していくことが出米るとよいのですが
（すでにそういった括酌をしている方．失礼をお許し下さい．）
ご意見・ご批判のある方、野中とでEメールをお願いします．

-----------●會"”•--------“----------のなかけん E-mail: CQD00637@nlftyserve.or.jp 

グルーブ『プルーシート」 ●加

ポランティア相互運絡ネットワーク「LINKJ蓼加

-------------ーー一□一――----------------
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ーひとく人＞こと一

田中 久敬さん (2 2) く兵庫区ボランティア＞
さわやかな笑顔が印亀的な田中さん．好膏心旺重な性格と、しっかりとした償念の樗ち主です。

震災直後は、 友違のことが心配で東漏区の本山鯖3小学校でポランティアをし、 その錢1月22 

日から,.麗市ポランティア饗員会に入りました．そして、あまりに多いポランティアの徴を目の当

たりにし、人材をコーディネートすることの必置を疇じ、 「人材憾門Jを餃け、その中心として●

くことになりました．

｀ 
2月になり、人材鄭門の鎌繕看も出てくる中・ 「もっと大変な地謳もあるのでは」と壽えるようになります．そこで、欅子を見1：：
神戸にやってきたのですが、長田区と中央区の「はざま』にあった兵庫区の惨状に驚き、 『胄慶で培ったノウハウが酒かせないか』

と壽え、 2月7日に印・区ポランティアの一員となりました．その後、繰織が上手くまとまらない状況下でリーダーに指名され、改

革に景り出すことになります．そして．兵庫区内で活動する他のポランティア屈体 (SVA. 1 • 2ドリーム、シティーライト、ちび
くろ饉鍾ぐるうぷ、など）との協力の中、違撰の歌れた活動が出来るようになりました．3月の中旬には、活動拠点を移さなければ

ならなくなったりと、いろいろなこともありましたが、綸々に上手くいくようになってきました。

4月以鴫は、ポランティアの験が次鯛に少なくなってきました．しかし、 『兵庫区をもっと良くして行きたいJという患いは変わ

らず、仮設住宅を塵ることや、花の纏えかえを子供たちと一纏に行うことによりコミュニケーションをはかる r花ブロジェクト』な
ど．自分たちに出賽ることを彎え、活動を続けてきました．そう言った活動の中、 「兵慮区内のケアが十分に行き濃っているかJと

いうことを常に重識し、民鯛団体の員さを活かした活動を目指してきました．また、行政とうまく協力をしながら、長闊的・霞饒的

な活動は行政につないでいきたいと彎えています．

今はポランティアの戴が少ないので、活動の纏観だけでも大変ですが、

笑顛で霞ってくれました．

「兵塵区が一丸となって頑張っていけるようにしたい』と

ーボランティア団体紹介一

＜
 
カトリック大阪大酉教区 中山手救援本部 ＞
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賑神・浪鴫大・災覺生蘊、大甑大llJ敦区として戴鑽活動が姶まりました．1月17日●災直盪には、大司教鱈事鶉属員が戴名の1ll鱗

の協力を得て。櫨災した教会、・道院等の珊蟻●査と電甑での安畜蘊罠を行い亀大司歓●に贔いた彙鰻物賣を載会を含む地蟻のための

蠍耀物賣懺送も姶まりました．

●災地内の糠擾活動の拠点を中山手教会とする方針に決定したのが、 1月18日のことであり｀この日から中山手救擾＊響にポラン

ティアが鸞駐するようになりました。

中山手戴覆本鶴のモットーは渭紐・行政の谷閾に置かれた人々と共に生きていくこと」です。 1月の畢急戴鍾の糟期には、嶋繊バ

トロールで績災看のニーズを集め支量したり、讚聾物賣の薫料バザールをおこなったりしていました． まだバス・竃賃 •水道も遍じて
いない頃に、生活の譴倶の為に「あったかいものブロジェクト」 （炊き出し）や、 『彿ちゃんん苔ブロジェクト」 （後の風呂サービス

へとつながる）や、櫨災看に一鱒的な生活の湯を提供する r績災看受け入れブロジェクト」が行われました．．
また、蓼住労働看のために覆災霞騎書、 馨蠣金支綺手鑽きの手伝いをしたり、カリタス神戸地区と共に、 YWCAと連携しながら、

増元での運動となるための野富生活をされている方へのケアを彎えてきました。

遭在、具体的には3つの濾に分かれてのポランティア活動がおこなわれています．3つの随とは、まず、遍朧所や仮設住宅に住んで
いる麹層雹人、鼻体の不自白な方々と舅わりを持つ r遍•所・仮載住宅膿り班」、そして· •災以餌からある、あるいは●災によって
出てきた閾量を抱えている夢住労働看のお手伝いをしている遍称『量手組jと呼ばれている『外国人班』、もう一つが、野喜生活を懺

いられている人々への匿鑽 •生酒相鱗と水疇日の夜には霰●りをおこなっている ra中題り複罐りIJIIJ の 3つです．
その他にも、 事襲置襲などの仕事、ポランティアの貪事の用竃を橙当する生活濾、讐遍木曜日の午櫨に fおっちゃん風呂J （野奮生

澤者の方をお風呂に招祷している）を翼篇している風呂サービス係等、日鸞的な編々した仕事もポランティアによって支えられてい事

す．

贔近では、飯Ill住宅に入●されている方や、 ＂直 生活をしている方々の生活僑●等に●する襦祉の向上を求めるために、行政との甑
し合いを求める活動もしています．こうして少しずつでも福砒や行政の対応から取り残されてきた人たちが安心して生活できるように

ぉ手伝いを纏けていくことが、ここ中山手彙鑽本郎の役目であると彎えています。

ポランティアの戴も.6月環在までに約700名の方々が集まりました．カトリックの信看に隅らず、中寓生から年輩の方に至るま

で、欅々な人たちが冑分の出拿る慶璽でのポランティア活動をじています．響体み中、量富100名近くものポランティアを抱えた鵬

謂もあり事したが、 4月以鴫、零生のポランティアが濾ってからは、鸞駐ポランティア20名、遍いのポランティア各日約10名のIt
30名糧虞が鱚日活動しています．
各遭の活動を遍して、ポランティアはそれぞれの1111●とある糎虞繋く●わり、専従化できるようになってきましたが、．その反画各鶴

門が麹立しているため、 1l11櫂互の遍槙の必璽が躙殿庸での麟•となっています．

中山亭戴鍾＊Illは、彙鑽酒動を纏纏すると共に、亀鑢に績ざした鰊会活動センター化へ向けて、 6ヶ月犠 (10月）をめどに寧●を

給めています．鷹取載会、住言教会との遍鑽、嶋元のNGO団体・ポランティアグルーブとの饂力も頸化していきたいと毒えていま

す．そして、襴祉や行政から忘れられてしまいがちな調い立嶋にある人々が、墓＊的な人111らしい生活を当たり割に送ることのできる．
よう｀これからもお亭伝いしていきたいと心から・っているのです． （中山手彙鑽＊鬱三浦あかね）

•40-
4、2:



ー資料の紹介一
データ管理岨では●在な資99の塾理が出9+しーす-・下、複数のスタッフが、 m を99るかに●える資料すぺてに目を通しー・

人のブライバシーを●●する恐れのある資料がないかなどをチェックずる作家を進めています，また、ファックスで決付いただいた資

科など、曰磁餅ボ使われていて●●の恐れのある資料も相当数ありしこれらを中性●にコピ-し直す作聾も同時に進めています．さら

に、口＊；，ー一つしかないものについても、複写を取って●管の処●を耽らなくてばなりません。

その一方、現在でも、●送によるご提供や、スタッ9によるインタピュー鴻ふ凡じに●惧いただくなど、毎日のように、新しい資料が

届いています，

・エ叫心に●間を取られておりますが、できるだけ早く、安定した公開の体出ぃしれるよう~スタッフー同●●しております。

団● ~●人の別を筒わず會配●をまとめられたか、＂〗”々ッ生の資料をお持ちの方、あるいはまた、これを機会に配●をまとめようと

お患いの方がおられまレたら、何忍記●●の酒動の●旨をご●●いたださ資料の収集と保存にご協力●りますよう、お願い9し上げ

士ナ 五~ 9データ資●班 i＼ツ填一郎9

e ー記録室からの声一-；記録室」の●吉です。 993｛月）に2●目のサハリンから蝸ってきました 9同行の白鳥君も7日に帰国しました）。 5月末以東ひと月以
上サハリン一色で、長いあいた・「●鯰皇』からも遼ざかってしまいました。●い習守中は舟橋君99かのメンバーがしっかりやっていてくれま

したが、主●メンパーが2人も抜けたのは●いことでした。 「記餘窒Jの活勁に●心を持つて下さっているみなさんと． 9配●●」の他のメ

ンバーにこの場でお●びしたいと思います。 9実発的な「サハリン敦●」に参加した／巷き込まれたことがそもそも正しかったかどうか．そ
の決定がどのようになされたのか、まで含めた評偽と反省を出急にしなければと考えています。刀139木9に●●●でさざやかな●告 t己
雀会斎持つ予定です）

「記録宣」で92、今證、秋ごろまでの長悶的な風望を再検討中です。●9った資料はどこに残せるのか、それをどのような形でまとめるの

か、等々，近いうちにこの「通侶』にてお知らせできると思います，どうぞよろしくお願いいたします．

（真吉●）

-Information～情報の広揚～一

，市民活勁推造センター裳廿委貝

会発足記念シンポジウム

ー奈民における市民活助の未来一

日時： 7月9日ia)
午●2●~5目

95時15分～7峙交流釦

湯所：奈良9999Al99_

（奈良市中新•約 2-19

-9E9_ -0749-96-3496 

ぽ●奈良駅_,,奈良駅よりともに

褪歩10分9

主● 市民酒動推進センター設立委●会

睫：市p--9―●●に関する●●会

お問い合わせと申込先—

財団法人たんぽ9ゴの家 村上良雄

〒530 奈良市六●西3-25-4

TEL-0942-43-t055 

FAX: 0742-49-5'，01 

會被災地からの提吾，

「災害時における惜雑通桔のあり

方」シンポジウム

日峙 7月,rnI木）
●1部シンポジウム 13:00~19 00 

第2槃情報交流伝 17心e-18:30

場所'神戸ハ→←ランド・ニュ-ォ-タニ

＂着鳳恩の間 神戸市中央区東）99●町l•3•5

たL9098)36C1n1) 

王● 兵厖ニューメディア挫進協饉会、兵●●

・知●込方法 9月14日 9金）までに曹引送曹

FAXまたはメールにて●し込み●いますぐ

・加費：第1蔀無料 C●告書付）

•2 部・ 5,000円

申し込み•閲い合わせ先

兵●ニューメディア●●悴＂介膚竹局

9托序日＾用圃ll)999999 999"....内）

担当浜●、政井

〒6SO ●戸布中央区下山手退5•904

TEL• O9B•362•306S FAX078••362•3931 

8•四"..~•ヽ—'-9・・.,呵'.to由邸',P

阪神大裳災地元NOO救扱連絡会滋

「鰻麗＂粧襲麒働窟 J
〒6幻 廿戸ホ中央戸央町通ふes●n●茂1神戸9ル3,'

咋'"",'.,刃59 臨 09＆魯如
’"’nrヽ日,.ヅ ～・’"’ い,.. かJr

'"" 91Jd℃:9心畑。以""心AF’"“~” ,"的99,99"＇

.41. 

・阪神・淡路｝凋綾災、児童体験

圃「子供が見た袋災展」

日時・●所

・ ?・6 91 0 00 -1 &O 1 9 1995 7 4 

切

●●rXC戸戸ギャラリー

9顧●副邸心中央公●内）
?〕 9995 19. 7 1 C 

'"越市 r言い●絵＊゚ 几哀」
ほi: 0492•22•501 5 
3) 1 995 7A 9 -7.1 6 

多摩センター戟日生命多摩本社

『ギャラリーふN」

tol : 0423-30-3175 

主●：兵庫区ポランティア

OB連絡会・東日本

問い合わせ

〒108 東京螂遵区三田2-3-34-80?

1EUFAX 03-3456-0861 

担当代表・

フェルケル ●々栄
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記録室通信

ーはじめに一
誓、いかがおすごしでしょうか． 「●災・活動記録重Jで

す．夏を遅え．いよいよ暑くなってeましたが、引き綾e頑曇
っていこうと愚っています今犠ともご協力の霞宜しくお・いい

たし蒙す．それでは、戴5号をお送り穀し事す．

（『記鐸重通信JI!!幽：舟•曇纏）

ー現地からの最新情報一

15-Julv-1995 第 5号

戸寧＜加麟叶噂鍼
震災 ・活動記録室

／ ー記録室通信とは一
記では・災盪のポランティア活戴の記縁を残すことを目的として、

アンケート●膏インタピュー取材などを中心に活動してきました．屑鱒

に各l!I体から活動の資料を櫨倶していただき、日縁を作成して将皐公胃す
るための掌●を遭めています．そして、活戴の中で出会ってきた誓さんと

の情帽交檎の場として、また斬たな出会いの湯として、編週『記鯰富遍

償』を発行しています．観災嶋での最顧情輯全国のポランティアの諭

き、這活諭でつかんだノウハウの紹介等の発償を彎えています．
＼ 

サハリン緊急支援報告会問催

先B7月13日（＊）、神戸WACAチャペルにて、 NGO連縞会●のサハリン畢急支擾輻告会を欝鑽いた

汀いしました．少人艘ではありましたが．なごやかな蝙告食になり東した．東た葬しくは．記旦宣の r中聞輯
告』という形で帽告させで貫きたいと息っておりますが以下にサハリン緊急宣饂の罵に、どのようなこ

とがあったのかを鴫累頁に沿って暢告歎し事す．

5偽 (a) 

s/30 （火）

5nl （水）

6/1 ~) 

6a 

召6/9 
6/14 

6B0 

II 
6{21 

ほ ホユ6n6 
ル ジ6m  
ムノ

6R8 （水）
ス サIヽ

6B9 

眉
ク リ

6no 

八姜7/1 
7/2 
7/3 

7バ （火）

7/7 〈金）
サびくろ：「ちびくろ謙量ぐるうぶJ

ブの鴫螂

5-1 
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ー全国のボランティアの状況一
今●99．立..ヘト・9学生であり． 「がりぱー王国」という子どものケアを中心に沼動しているポランティア団体の代表でもあるテ・糟饗

さんに・ '京妬ッ羊土の動き」をて報告J反きました．

京都の学生の取り組み阻在、 9狂含む京都の学牛は主に以 F0ことを目●して●いています~

1、 1被災地の学校を応援しよう！ベルマーク大作戦』
現在、立命館・京都・国●社・花●●詞志社女子の各大学のポランティアセンクーおよび．ポラノティアグ9レーブ・がり99ー王国の京邪地

区学生ポランティア●●＾巧コサ門●去ということで、べ99マークを広く一般から募集しています。そして~集まったペルマークを集99 し兵庫
ッ9K枷Uに通っている生●のPTAに寄付し震災により失われ、,....ご●入していただくというシステムをとっています~ちなみに目●

は9000万点です。

2、芦屋市松浜公園（芦屋公園）でのプレーバーク・カフエテリアの開設
京馨地9学生ポランティアエた全~．疇として．当面 1 年間をめどに、カフエテリアとブレーバークを行うものです．

く力9ェ●浜＞

曰土吐＾’”．、 4 月まで神戸市遍区の成徳，'ヽ．戸遵殖所で行っていたカフェテ,,,のノウハウ也利用して． I·ぷ"‘広丑且•の方々の交液ス

ペースを作ろうという企言です．●●の●●は お●〇●だてを中心に 9お●●戸●スペース』になればいいのになんとスタッフで言って
おりまず．

できれば私たちは、神―市木瀑ヒーの「地域助け合いネットワーク］がやっておられる『さわやかテント』のような和気あいあいとした交潰

スペースを作リたいと考えています．

＜プレーパーク●浜＞

がり[9ー王国が4月以精に芦●で行ってきたば'""ヤ9こして．公●に仮丘仕て＂船次い、社は cれ遊び漏が失われている』仇..少しで

も●び場づくりもといっことではじめられまレた．このブレーバークではもちろん●●を持って行き、干帆が好きなもので●ぶというシフ

テムを収っていますが．私たちポランティア●●も「●くおもちゃ」として活動しています．

回を増すごとに、常正•，ー伐遠も●えてきていますが、子供さんのお母さん方からよく●かれることとレては、●噸＊•crII •’遮みダン

ブカーが●中を定リ●り、外に出て遊ぶ子●がたいへん危廣で心●だということです．そういう声からも安全な子償の遊で...つ●●性が

●じられます. . 

3．夏休みの活勁
夏休みば、芦匿に泊まり込み賣●市内の徽害が大合か9た小学校の留守●●●●のお手伝いや．子供這の勉●●●●99 0●みたいな●子

箆など．継続的に行うカフェプレーバークの活動と●せて活励していく予定です。 （なお・ポランティアの数がそろえ99移動カフエテリア゜ゃ．ブ＂ーバークなども考えています． 9

ーボランティア団体紹介一

＜兵庫区ポランティアOB速蛯会東日本＞
兵●区ポランティアに直接かかわっていた人、また兵●区外で活●

して色たポランティ．アや新たに活●を始めた人などで鴨成されている

ポランティア団体です・ •戸から●れた地でもできる餞ガ●を考え
兵庫区ポランティア OB●●会西日本と運絡をとリながら、神戸砂子

寮●●のための苔..必・兵庫区ポランティアのえ·••·'子供が
・鋼ヤ・が后'"...被災地への9●郵注など活勤を行っていまず、

「子供が．＂←●＂，＂＇は今月 4日から 16 日よ 9 ↓ -•F郊3 カ所で

開催されており．今●20日からば広島で、その●も全目で●●され

綬ける予定です．今回、実際に東京• 9●セン'-会場で0円＂＇ゴや
伺いしましたので、次号の9’伸冑・僭で●しくご紹介いたします．
震災で神戸などに集まってきたボランティアが●元に●ってから後

方支●を続けようと思っても、なかなか儡人の力では馘l9られず・ • 
りやいら立ちのなかで●素せざるをえない湯合が多いと●いていま

す。

そんな中で．●ポう09会のような●●は●●のあるものと言える

でしょう．

会報鯰）たまねぎ稟日本」等で叫』ふ及●を通して、神戸と神戸

から闊れたポランティアたちを結ぶかげ●として闊待されるダループ

の一つです． 9●●●力：フェルケル・々絵さん）

ふ0
 

戸

介

室
紹ー．―
の
治
料

宇

資
―ダボサ災震

1・なべかま宅急便 活動の奇跡」
■9■ 

阪仕＾具Kの被災●の伝駐9L+へ台所用品を送る店動を続け
てきた●●市のポランティアグループ「露災サポーター 宇

治・三●戸ふぁみり一」が、 6月末の第5拙,.以ッ贔送，配

布を一応の区切りをつけ．これまでの活動を●子としてまとめ

た資料です。 “この●子99わたしたちの経験が次の●会に少し

でも役に立つようにという憲•の本にまとめました＇のことば
通り、物資●●供してもらうための呼びかけの方法、輸送の手

殷、●賣戴99, ．9..｝••かど，その経験に基づくノウハウ

99、たいへんわかリやすく、しかも●●力があリます．”'こ
「宇治・三●戸ふぁみりー」の湯合、近所での呼びかけから姶

まった活●であるため．ヒラの全戸配布 J●j9•j_ 、れ呵覧●など

で●責...お願いすると●●9こ曹バソコン通●のネットワー

ク「N9 FTY-s e r v ●」を利用して憫工｀•み●Jるな

ど、多角的に霰り組んだ占 lllu」j、した，今・ ••も活動を
●99ているグルーブにも参考lこなりそが”"”れたくさん●り
込まれています，こうした●団体の資糾に9を通すことでポ
ランティアのネットワークを広げていけたらいいなと恩つてい

ます， 9資＂＂..＜仮称＞ ：三浦あかね9

5-2 
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秦なつみさんく写真左＞
島本由美子さんく写真右＞ 溶ァ

↓· · . ,:·'ヽ ． ． •． ..1 
1人だけではなかなか●しい仕事でも、 2人の協力でうまく遺めている．そんな印拿を置けたのが今回のお二人、鼻本さんと●さんで

す．樋々な人と会い｀塁を逮めるなど行動力のある豪さんと、 11.艤菖で編やかな性格の鳥本さん．そんな二人は、それぞれ違った場所で
遍ったポランティア活麟を績けていたのですが、その露覆で出会うぺくして出会った「運命の二人」なのです．

ーひとく人＞こと一

＊＊阪神高鈴者障害者支援ネットワーク＊＊

”口慕饂『

直ー_.

況
っ
滋tr̀疇
＊
 

震災以前 •さんは東東の埒で襴誡の贄讀をして
いました．卒戴鎗文も11111し、亭彙も閾近となっていた1月I7日に
阪神で震災が起こったのです．その疇、長田区に在住の鳥本さんIt、

それまで戴めていた会社を欝ぬ斬たな生活を鑽索していた所でし

た． ．

震災後 裏さんは仕事を手伝うため双と一緯に神戸に
やってきました．そして、長111で闘彙霞をしていた露（リャン）さ
んという方に111金い、 4月から正式に 9長田嶋区裏●看・陣書看繋
急支鑽ネットワーク債壽：長田宣量ネットワーク）』のお手伝い

をすることになり菫した．一方、鳩元の鼻本さんは自宅が嶋・の櫨

書を置け、 2月束蒙で拿の寧伝いをしていました．象が憲ちついた

畿、 rl!I分にも何か出寧ることはないか』と 9これからの長田を彎
える会』という飽のポランティア霧体に飛び込み、 3月から事島D
仕事を中心に活鵬を姶めました． ・

それまで『長1B支鑽ネットワークJにとって、コーディネークー

として寅賣上の仕事を冑負ってきたのは裏さん一人でしたが、全て

を一人でやっていくことの霞界を次鯖1こ鴫じるようになり拿した．
また、 9すたあと一長田を囀える会一 （これからの長1Bを囀える会

が改称）』の事島局で働いていた島本さんですが、 r仕●として』
長闊闘わることの出泉る活11を檀しはじめます．そういった所
に、 r長1B支鑽ネットワークの●讀鳥を手伝ってくれないか』とい
う話が●本さんの所に重いたのです．もともと纂櫨胃鐸の仕●に胃

疇があった鳥本さんば畠分が今まで培ってきた経鹸を活かそう

と、 7月から 9賑神萬鯵響胃書●支鑽ネットワーク（長1B支鑽ネッ
トワークが改壽）』の事薦鳥で●くことになりました．

1月17日の蟻●から阜年緩った今．輌たな活塵の場を欝た鼻拿

さんと・ •＊さんという願もしいバートナーを讐た攣さん．ぉ二人
の今識の活霞が稟しみです．

償"'・ •鋼：舟● ●鰭／白鳥 孝）

注：裏在． r支綬ネットワーク』で1:I.l!!I区にも活動を広げ、 •WOA・ダ叩ho（心口辿叩というグループととも
ミュニティーづくりの支援をするための『ふれあいテント』を運営 るほか、三大目巖として、 1：一人暮らし
防ぐ． 2：高働奢・障害行を寝たきりにさせない．3：仮設住宅を住み良い生活の場とする．を掲げています．

ー今週の記録室一 ． 
今遍の記●重は、今畿の長罵的な方針をもう一置検討するための全

体ミーティングを舅合、ほぽアウトラインが決まりました．欝しくは

今月末に r,p閾帽鬱Jという形でお知らせする予定です．影として
は、この『配・璽遍傭Jの号外版を囀えており裏すので、よろしくお

願いいたします. -
珊在のインタピューの状況としては、 ＂＂＂’学校』や m戸心の
ネットワーク（ココネット） 1、それから『ひとこと』●にも紹介さ ．
せて頂いた r瓢神裏鯵••陣書●支●ネッ トワーク』や、●人ポラン
ティアとして 9中鳥公●』で活畿しておられた方や、目の不●由な方
のために 『奮訳ポランティア』をされている力などにもお話を綱い蒙

した．また、メンバーの一人が賣東へ行った●に、 r兵庫区ポランテ
ィア08東B本遍鱒会に』お畢魔していろいろとお塁をさせて頂e宣し
た．このように、最近は暢にインタピューをで書るだけ多くの方々に

させて頂こうと、スクッフー員讀力的に鵬きまわっております．も

し、誓繊の中でインタピューを引曹畳19て下さる方がおられ事した

ら、ぜひご遍編下．さい．インタピューに・わせで員き裏す．

賣＂の方も、少 しずつではあり蒙すが、菫環・分瓢等が遭みつつあ

リます．また、それと胃鵬に資料の目●，，庫と〒ークーベー＂＂しに
もと1）かかっております．これからも、なるぺくたくさんの方々にお
金いして；なるぺくたくさんの賣精奮収編させて頂eたいと●ってお
り事す．今懺とも、奮織のご饂カ・ご声量のほど宣しくお●い戴しま

す．

5-3 

-Information～情報の広場～一

出版記念の集い
r宵良・政冑 •NGO 力の瓢●からエンバワーメントヘJ
（筆● ：ジョン・フリードマン斬＂論定価 36001'1)

董訳看（蝕●千宏さん・爾轟亭悦さん）を霞んで

日●： 1995年7月26日（＊） 鱒漬午識6鴫半

湯所：大戴国順交演センター地下1庸『フロンティア・クラプ』

-,,543 大願市天王寺区上＊IJ8-2-
TEL:06-772-5931（代裏）

主鐵：世話人寅行璽員会 •NGO市民フォーラム
●加費 ：2000円（＊を籍望の方は、本代含め5000円）

疇込涵：氏名・所属をFAXかハガキで以下に遍纏のこと．
鯛西鬱●で清隋体編・会

-,,543 大霞市天王寺区上本IJ8-2-6

TEL : 06・773-0256 FAX : 06・773・8422 

ヽ

阪神大震災地元N00救援連絡会議

r●糞・譜●駆●童」
'I'6” 檜戸市中失区蒙町過心5：鑢II斬聞神戸ビル3P
匹 ．078睾 95t F•”函嗚磁97

Intor臼t:”`“置-·...... I•Kmゆ....,.

爪"y.....,,"”"゚
U¥：m.:/Iー・““....a<.j .. う頂四—..,岬濱ーにい／9am•9p.h.. ＼ 

ヽ
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記録室通侶

｀ 一
22-Julv-1995 第 6号

戸麟（如麟9mj疇
震災・活動記録室

ーかはじめに一
瞥、いかがお過ごしでしょうか． 「震災・活動記鐵宣」で

す．暑さも厳しくなってきましたが、 1e縁璽ー同｀これからも
呻っていきたいと思っております．今盪もいろいろと宜しく

お願い滋します．

それで｛埠6号をお送りいたします．

（r記緯富退償J但当：舟鑽饂櫨）

ー記録奎通信とは一
記録宣では震災盪のポランティア活動の記縁をl!lすことを目的として、ア

ンケート鯛置インタピューn材などを中心に活動してきました．同疇に各
団体から活動の賣料を提供していただe、1!1鱈を作成して符来公1111するため
の準・を遣めています．そして、活動の中で出会ってきた傭さんとの情帽交

換の場として、また新たな出会いの場として、偏遍 r記録富通償」を発行し

ています．禎災地での最断情帽、全国のボランティアの動〇支纏活動でつ

＼かんだノウハウの紹介書の覺信を彎えています．

ヽ

-NOTIlC区！！ （お鋤ら唸》

記録室では、今月の末をめとに、今までの活動の「中問報告」をまとめる予
定でおります。この中問報告を、次＠の記録室通侶の代わりとさせていただ
きますので、ご了承下さい。郡送などの形で皆様にお届けする予定でおりま
すので、ご意見・ご要望などあれば、ご達絡の程宜しくお願い致します。

一震災関連図書の紹介一

津村喬「神戸醸民日誌J岩波プックレット

1.9 9 5年4月20日発行 400円

NO. 3 7 2 

震災当鯖．ボートアイランド在住の津村氏が自らの体順を鱗リ返って、 遍醸所で過ごした増震当Bから5日間のB配とその後の鰊災看の翔え

ている111l・点、必璽とされている心の●し．神戸市としての置員について事直な重Jlこまとめた小●子がこの『神戸戴民日鯰Jである．
日記には公日の集会富に遭●した胄らの棗を 『●艮」に例えた r●民日記』が記されている．貪料を●遣レ宴会をしたり、スーバーに9彎闇
も望んで買い出しに出かけたり、少ない水で生活するためにトイレのことと饒用盪の貪謬についてのルールを定めたり、＂おいしい●民生活”

と名付けられているとおり、貪についての事情に編かく鱗れている点が印象的であった．人薦が生きていくために貪は決して選けて逼れないも

のであると耀切に鴫じながらもそのサバイバル生涵をあえて遍しんでいるような賽が売”に饉かれていた．

ここに出てくる r．良」は「鴫るい朧艮Jである．それは績災看を代裏するものではなく． 一璽的なものであることは承知の上で・災直櫨か
ら「Ill!るい●艮J●を書きまくっていると筆書は會う． しかし、 マス、コミの作り上げる龍轡な櫨災看●1こ違m鵬を覚え．ひどい員にあった人ほ
どたくましいという環嶋の●寅を伝えるために、そして櫨災看をお書さん揖いせず主役にするために、あえて「明るい戴民』懺を広めているこ

とが大賣貫朦渾かった．

『かわいそうな櫨災看Jの方がニュース性が高く、取り上げやすい材料であったのに対し、逆の覺薗を見せてくれることが可能であったの

は、同じく櫨災した身としての覺信が良い効暴をもたらしたのであろうと患われた．

6-1 
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-<OJAMAします＞一
今111から．記鱒璽のメンバーがいろいろな胃にお響魔した島のレポートを掲戴させで頁きいたいと息い蒙す．今鰭は、何賓かこの「通信」で

でもお伝えした「兵庫区ポランティア“冷』で行っている 1子供が見た●叫•』にお邪魔した鵬のことをご載告識します．

子供が見た震災展
”'4日から 16日にかけて、車記m,3ヵ所で圃饉されている『テ償が見た●災晨」にお綱いしました．主催は兵庫区ポランティアOB遅嶋

会東日＊ （撼111代表 フェルケル膏々攣さん）で、●災畿兵庫区のII鱒所響でポランティアをレてきたメンバーのうち麗東在住の方々が呼びかけ ・

て圃かれたものです．

層示されているのは、神戸市と西富市の小学生の子倶たちが●災畿1ヵ月を縫たころに●いた綸と作文．そして神戸母子賽＂疇寡..め霞違の

子供確など．子俄たちの貴重な体麟が鑽されたもです．櫨災した子供たちの綸にはひとことずつコメントも添えられていて、鰐えば r神戸がも ．
えた」とか仄ぎょうがみがわりになったとおかあさんがいった』 r水をたくさんはこんだよ』など。そのひとこと一雷に裏纏された霞災の"B
鸞的な恐れや●きを鴫じることができる作品ばかりでした．

またアメリカ ジョージア州の幼穐.児が神戸の・災のためにペニー鼻・を行い、小餞を●め．そのブロセスをコンピュータグラフィックで

子たち自身が綸＊1こしたものも、閏鴫1こ晨示されていました．幼穐●児なりに遍く●れたB＊の神戸という1Jに住む子供たちのことを患し・＼やっ

て鼻金を鎮めた蟻子が作品から見てとれました．

寅加神戸に層て・災書の鳳畳を11にしてきた看にとっても、子倶の目に鹸った*"'は、また違った印・を与えるものでした．子僕の襄躙はダイ

レクトで人11を賃にして取り●うことは大人に比ぺれば少ないことと患い事す．それだけに●いつわりのない心情が豪されており、おそらく櫨災

嶋に全く足を●み入れず｀If檀的な情籟にのみ績してきた人たちにも、その心は伝わっていくことと息い事す．
子償たちの11を遍した・災の生の記●ともいえる「子帆が見た●災晨Jは、山口麟下松市を出覺点として3月に綸蒙り、力重、北九州書大分鱒

を編て、今月は東東、広●を11り、これからも全鑽で圃置され織ける予定です・ •食があれば、どなたにも一宣は足を運んで見ていただきたい
f●災膿』でした （東東特派員：三浦あかね）

以下に r子供が見た震災晨1の今後の開催予定を紹介いたします。

昌-Information～情報の広場～一
「子供が見た震災展」

く広鳥会嶋＞7月20日～28日
広鳥戴蜜葺霧濯11111l!I東鯛fiJIIIII支店 撞遍：富本光慶さん Tel:082-822-3464

＜名古農匹＞8月3日～10日

鸞知彙名古●市セントラルバーク 組当：山＊遣太鱒さん ヽ ー今週の記録室一
Tel:052-882-7464 グ巧モーや

＜三●金＞8月11日～2oa g 
三重11)1)饉1Jサンリバー 111111：寓鑽サチコさん

．．．…、神戸では、爾奮の多い1遍111となりました． 響繊
はいかがお過ごしですか？記鐸宣の1i々 もB々 頑蠣
っております．Tet0594-31-4644 

＜長胃金湯＞8月238~80日
長欝罠上田市 橙轟：小林憲子さん

今は、兵庫曝三木市にある『コーブポランティアセンター』●精層へうかが

い、お甑を胃いたほか、いくつかの賣料を貸して頂きました。そのほか、 9SVA 

（曹渭賽ポラン,.ィア会）』のスタッフの方へのインタピューもさせていただき

ました．

Tel:0268-23-06S6 

また・東遍は中Ill載曹という形で｀今までの洒動をまとめたものを雷さんにお伝えするつもリでおります．

また．今畿もインタビューや賣料のご提供などご協力のほど、宣しくお顧いいたします．

「震災・活動記録室」では、震災後のボランティア活動に関する資料（活動記録 ・日誌 ・
写真・ピデオ等）を集めております。これら貴重な記録を後世に残すためにも、皆様のご協
カ、宜しくお願い致します。
また、 「記録室通信」への投稿も受け付けております。ご意見・インフォメーションなど
ありましたら、ご連絡下さい。令

阪神大震災地元NGO救援連絡会議

r震翼。鱈●鼠曇童J
〒“゚ ＂戸市中央区栄遍 3-S饂日誓1111神戸ビル3F
Tel盛％2碗 l Fm.<11S-362-59$7 

I•t“’"し：｀｀゜｀・血0“細． Ido疇．o9•99
●19W・“~•:”...."...,;＂＂’“ー........,.≪.如”...’’一＊...,.. 如.,..＂鴫＼
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4「阪神大震災ポランティア実態調査」 (A票 B票）の報告

饂

このアンケ~ートは、ケネス・ハーゴース氏（東京大学大学院）、浅井久仁臣氏 (ACINOW) 、渡辺龍

也氏 (JANIC）らにより、 2月28旧の第3固N00連絡会哉全体会溢において提案され、 l司会議のポラ
ンティア問顕分科会のメンバーによって具体化、実臆されました。

A祟は現在の活拗の状況、侍にその中の間渥を明確にするためのアンケートであり、 B票は震災直後必

ら408間の人々の活助を、人問組総、活助内容、梱国点などさまざまな1l1面から記録するためのアン

ケートですC A票I諏瓜集計が進むごとに全休会藷や「やったことを記録に残すポランティア人集会」
などの場で公表されました。

その後アンケートの配布と回臥整理は主に迪絡会講のメンパーによりなされ、 4月初めまでに、 A票
は79漿、 B栗は50票が回収されました。 4月からは、アンケートの回収、管理、分析の委嘱等、すべ
ての享務を牒災 i活勁記録窒が引き継ぎました（記録室の「ポランティア活勁の記録を残す」という趣日

に合致するほか、両組総にて実吉が賓任者として継続していたためです）。

ここにA票、 B票の集計・分析結尿をそれぞれの原票とあわせてお届けするとともに、特にB索の分析

結果の発表がこのように遅くなってしまったことを深くお花びいたします。

このアンケートの作成にあたっては、同分科会参加者および「現地で慟く人を支援する関西市民の会」

のほか、森田博ー氏・田邊紀子氏（（株）シテイコード研究所）の全面的なご協力をいただきましたとまた、

結果の集計一分析についてはA票は植松光徳氏 1ボーイスカウト大阪連皿）、 B票1註森田氏、田邊氏のお
龍話になりました。ここにその名を記し、改めてお礼を申し上げます。

【アンケートの結果が一人歩きしないために9
このアンがートは.NGO迪絡会譲全体会議に参加した、ごく一部のポランティア団体の代表者の協力
吝掛て実WLたものですn 六主文主な形で活動した 10 0万人以 9}も言われるボランティアのうち、ぼ

んの一部の、限られた条件の記録にすぎず、安料として、絃廿t的な信頻性があるという保証は全くありま
せん。この一部の情報を、あたかも今回の地袋におけるポランティアの動きの全体像のようにとらえるこ

とには、非常に危険であるとすらいえます。

以下のアンケートの分析結果は、上のことを十分ご希慮の上、棋玉にお取扱いください，

なお、複写・転栽99していただいて結構ですが、公，1•印刷の際には必ずNGO速絡会議「裳災，活勁
記録宰」までご連絡いただき許可を得た」べさ 以下の文京を添付の上、使用して下さい。

（注意）

1ーこのアンケートは、 1 9 9 5年2月から4月にかけて実施されました．このアンケートに関

するすべての支任は阪神大震災地元NGo粒担速絡会議に帰属します。

2 このアンケートは阪神・淡路大誤災において活動した数多くのポランティア団体のうちごく

9ー一部に対してなされたものです．配布 92 0部に対し、国収はA票が 99部、 B栗が50部です．

この集9卜分析結果を使Il} される場合は~その隅界に十分注森して下さい．

3 原データおよび集計・分析結果に●するすべての権利は阪神大震災地元NGO救扱連絡会議
（またはその継承団体）に帰属します．

A票の集計結果／原票 →→→pp.A 8~7 0 

B票の分析結果／顆票 →→→pp. 7 1 ~1_Q_1 
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＂大貫月£ぅンテ 1ア其’” 6]員l 厨，，大貫只卓ランがア冥●翼董 四

2 II胃．轡責．人材．責傘などを．どのように●鼻していますか？

l 虜在の溢●で不Zしているのは鋼ですか？

l：お彙

2：人亭
3：鬱賣

:;： :：: : 1 ::m:•: I_:;：ーーー：］：： 
l_4__/__7!_l1._72"-
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** l: 【人手l でのコメン~ **
事覆のポ9ンティア

鴫元ポランテ4ア

専門璽介重．暑重

富ではないが

＊ヽ 1[·賣］でのコメ ン~**

糞●●

＂に炊 all1し拷綱．謂書電霞
貪＆ （ポランチ4ア，，，）

＂に賣嘉 ■ ． 
帽に印繭●● コピー霞

＊ンベ
貪材．．炊亀出し層賣材

"•Iが ンペ
＊＊ヽ：I・治●霞lで，，コメン ト＊＊
•v .If鳳から，，ぷランティアの●泊先

** 5: .1そ，，●l でのコメン~**
鴫■・
•11緯に1t載すると戴件を畳える ことが出拿たと考えています．

糟に●し

●纏載婁鼻息竃層鑢力

事疇所

正●な讀蠅

零餃と●置書との言江Ill繹
彎にあり重せん．． 出葦る 1J纏•IIで皐長く攣けていこ うとしています，，で
嶋元の人閾．嶋元のリーダー●

•Illそ遍める零え万．＊ランテ 4 アの鑽，，つながり
ポラ ンティアや；象●嚢・を文える貪事喜壽層品など

鱒霞：●の口体の蘊曇U汲“よび鳩攣の綱霧
5万で畠える支璽力そつなぐ先
Ill胃（内事の完寓置）
Ill賛

疇•
・重力

・・人長ではなく人釘が葦しい

董臭覆嶋事覆11と遍記事覆鳥 （大翫） との専層電猛
｀ 攣を惰った人＂と●●

糟鼻な纏門 （謂檜騎瓢など)，，'Yドパイザー亨

●●的鱈鴫のマニュアル

働賣の鐸胃湯1li

45/ STS I/ IOI UI“” 10/ 13$ 

“l'“ l7/ 22̀ SI 6 99 6• 
20/お` 3/‘̀  III I“ 3/'胃
”'93胃 4/ 61畠 ◄2/ 531 419箪
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● 賣傘についてのそのOルート ＊＊＊ 

'人．．（3←） ＊傭
⇒*＊.ll.（3仔） • Ill金●鑽傘
一般鱚カ商：：所
曇攘傘

織●より
区79→

畢●

● 人材についてのその鎗ル- ► *** 
11内
●人 ・大字・グルーブ＊ 9 トワーク
盆鑢 ＇ 

•11内
霞ら

主として鯰金

一鍮， 0コミ

自然に拿る

夏嶋

＂でのい←9を逼 Lて，金•（ 賛馳金●）ぶ＂＂が8．鴫鳩の人・・，．ル一9• から
纏•
穀樋

一 が9脇0体の2999（一彎は●●の”'がかかわっ．．ていた）＋公事で隻まって8t:.ス
クブフ

＂＂ 
a頃の女註＊ットワークから
増元＊字

事震iJi
くらこみ

● 籍賣についてのその偉ルー ► *** 
スク..7ウ文Ill!!グル→プの人鳳を遍して
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逹惑をす"たことが当初おった

..湿●所から●コ班が●逗すaことで遵賣者"万々が合に年砂編出があら

r,.,区：ご拿竺悶m:；gとを9-わ砂とに茫分王9qし
：受け身から外に出て自吾的にう99い、ヽが少な遍ざること

:：:：です。自発的に引き纏いでくれ9ぷから和如例を作・ルていこうこいう

：に和9立とポ99 和咋•

..阿人とのポラ 9ティアが一人に対しで入れ普砂~たちかわり状況を● 99こ哀
r るので●袴的生釦漬災苔に出てさていら

冨
..  ［●災建0人9]の自立的復興奴年9、9活虹炉●底

-妓災池在位09翫"の運宮人0魯加促迫襖災地住配四炎年［の応涅

..コ iュニャーブ可ぷ9と自炉かり

、→—作●'"'紐
：公●9こテン 9を記ポ和ら 9年 9せていること

3月中に磁所を往●9る予定： ：こび汀来,.対す5m碩逼
..外国人がみょない

［ 
..エズニマクメディアをあたる

四紅名迂切ぢ的佗漣叫泣

冨点，'合いをするがとこと祖手の土壻9こ立つ号が出天るか 9

：奴置●●として哀いだォ―'バイの尼付現濃こ

：ご：こご：：申L送：：：~正し乏う

匝坦窯所に幻亙讚が妃い

日::m;ご知』印から足Jた浣濯訊をa恥叩,.,文化'"
：慣れてきてしまっていて友9咽にいでる［自立担れる）
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”ンがア匹も辻•0つながりを太くする

..から長謂へ●識●みを応じられるようにかえる

芯たち芯は，ば品芯雰f,9．ニーズ0年ところで活●するペ

事壽と活●€し 9かりと砂． ● かりさせる

...  0●いグルーブや専門●る冨い団此出会ってし・可能な竃●で印9印

を広く多，．けて活●されg.々な方国で•エZ ご胄でる事がでさるよ
うに隠いますがいかがでしょうか？当活●●体もこうした点を考●しながら活

●内容と方をだめ宴行しています・ •丑●に対しましては』 aが日を，．し
たとの足瞼五さぬよう鴨品玄●を行いながらい●”倉に温かな心だけを喪ず

ょぅ●めています．活●方針のセミナーでは．●か江心をもたれた●●の人邊

9サンタクロース 9 に鰤の熾蠣からのサンククロース〔名•I99不●j が·共に
勘けあう気摺ちで羨するよう，参aされる99ンテ9アにお●いしています

万紆を辺定し入れ●わるポ→ンティアに呵● 9こ申し送る

●●を畿万支這できるンステム作りが必要

アプロー子は違っても且ばしている，．は同じなので 横の軍がりをどんどん

かろ'， 99●~●したほうがいい

行と協力しもう体•~姿勢つくりを

●●の巾に今＂の塁授●●をとう位置付 99るか

●●のおの活●ではなく活●0おの●●でありますように

週に・＾度は休み少し●れたところから●●をQぶ

共逼還欝を統一することは ●しい かつ良いと追うことは まずやってらミ

こと そして9むこと

なるべく覗場の正99こ亨平心t置を与える

●ダルーブと●保し19賃を共セし訂●的に●いた方が良い

9分たち〇●品叫＂ヤを需に住民に知らせたガがいいので 99ないか

大風巳●を広＂ずに

？ば:;-::；：品；；;;イ不ーター99お9 9積ルートの●保

会漏に●しては●●の代去｛塩限者9をー名出すように

9 ：これまで〇若●から●のダ ド スできることをお書き下さい~

五て汽l

現場と炎万支●0シスデムが必羹

?t:：::；;;•::;：；:だからU9来るが．なるぺく全員でのミーテ
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ごだぷ門ご心；；；こぷ＇ふァざ了；：：：:::;二

::：竺ば只：？右ぢ??：:;；なごはぷ攘

9宮只前から坦磁が●立しているぺさ~ポラ'テ 9T の追性を iu るぺさ

ここここ•;：してと慧縁99五
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．．の立●になること

各●斃●和廷・転にあわせる

●民と冦•で活●をすすめてい 9~ a心ヒを墓切らないようにする

できるだけ祠じti●を硯丘

は;:;.況が存り しかも刻々と蛮化することを9環匹する~過網斯
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NGO遍纏輩●●ポ.,ンがア分科金

このアンケマHは、環在の乏鱈の中でかかえている悶塵を共賓することで、緊亀に鵞決の
加を正こと詈昌的としたものです．

働0グループで鑑こりうる一に対して、零鯰に襲遍するためな這な拿＊にもなると患い
ます． ． 

とうぞよろしくコ輝くたさい裏すようおい●し上ます．． 

このアンケー＂璽 (AIDは里呈コダクスにてNGO這書金議c,”””→滋夕訊
細）にこ逼這ください．ファクス乏芦神ちでない珊釦:t..rNG・o遍纏金鴫 アンケー
"u• (m血箕2細）にご逼纏くださし、 l!lllに蓼り宣す．

4あなたの纏織には賓綸の事覆属スタ9フがい置すか．

1．いる・（ 人） 2.いない

Sスタっフおよび長層ポ9ンティアの体饗のとりかたはどうですか．

I.讀綱的にとるようにしている

2.とりかたは不颯劃だが完分にとれている

3.不十分だが、． とるように努めている

4.あ玄りとれていない（その遷白 ： ）
 

--=＝--竺十→造了＿一云ごゴ孟言〗
ローロ戸ニロニ□戸三竺三三冒こ二1
1事在の霜●で不重しているのはm―ヽか．あてはまる●号0をつけてください．
I.お金 ．ヽ II泊轟五
2.人亭

3.U(＊に
s.その隠（ ）

 
‘.、

,
6
7
 

2情・働賣・人材・賣重などを、．どのように確録してい拿すが．重当するらんにOを2入

してください．

ぶ員としてもっとも1111題になってCやは何~. 
.( 

その”'として"”muここ•I:.があm、お書きください

a 

7fiA州にもっとも日になっていることは賓ですか．
（ 

その対鵞として阿か糞行したことがあれば、お書きください

゜

、，

ノヽ

‘,' 

8薮者と鳴でもっとも-となっていることは示すか．

（ 

その対霊として何か冥行したことがあれば、お書きください

〇策

9これ宣での涵鯰から、億tJ)グ）i.:.プに7ドバイスできることそでeるだけお書きください．
匹として （ 

）
 

‘,． 

3ポ9ンティアのメンパーに、何らかの議費を文払ってい鸞てか．

r 1．立っている 「2．立ぷヽない
曰次のうち、置費を文払っているものすぺてにOをつけてください

I.交遍費 (.食賃 7.その他

2.風g代 s.冨泊賣 （ ） 

3.遍曇貫 6. B当

H 縁費を文払うぺ言だと息い去すか

1．支払うぺきだと患う 2.払うぺきでない

●人として
．
．．
 四書との関で（

暉との閏で

その他

-I- -2-



10これ稟でに•あなたQ櫨●の中で舅女閾の位的な閂題があリましたか｀または夏在もあり

ますか．

I. ある•あった
・2.聞いたこ’とはある

. 3..ない・なかった

それは、次のど0属鐸で覺生したものですか．

l~ ポランテ<71111士で

2.菫只者とポランティアで

その鵬の事冑がわかれば具体にお書きください．

（ 、,

／：：ロニ~□ロニニ
？ 

（今懺の予貪について）

11.今量の編●猛薦の万円匠モどのように湾えておられ2すか．

）
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ー

↓

I. 3月の麟9E
2. 31!の鹸皐
3..月中

4. 5月中
s. 6月以鼻
6.鼠這峙Illは釆定である

(llCOll●傘JIのポランテ4ア”介亡つい,:)
12.遍編会議のポ..ンテ4ア仲介はあな泣の纏●の置に立っていますか．

1.とてし役に立っている
2.鵞あ皇あ役に立っている
3．あ詈り鷺に立っていない

4.全く役にエっていなし；
5.わから“い

ふ
8

a) 

8・涌：I:.帽でいとも閾●となっていることは日ですか．
. ( 
が碕鯛どして月か面したことがあれば、急11*（ださい
（対貫

＂体名

這纏免 霜 9•92 

lf所 ill•町 区•町

活量葦讀 1ti•IJ 区・•r （ iwa) 

人日 ポランティア（ 人） スタブ.,( 人）

乞にしいとこるを、：：Ill力1lんとうにありがとうござい更した．
ぽ（■が小さす9る鴫合は、鳳外へ：：2人ください．重たti..Ill量を蘊91されて心綱です）
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〇調査について

11扇査箆
阪神・淡路大震災による被災者の救援を目的として、被災地で活動した各種の組織 (NGO)

の行動実態を記録するとともに、これらの組紐に対して被災地住民からの要望経過、活動上の

問題点をたずね、今後の災害時における祖織活動上の有効な示唆を得ることを目的とする。

譴査睛
1995年3月1日から約2週間

讀蒼対象，財査旅
NGO連絡会議（阪神・淡路大震災で活動中cNGOの相互連絡．詞整のための任意粗織） 0 

定例会議などにおいて参加各組織に配付し、次回会議などでの回収、ファクス受信などの方法

によって回収した。

揺付・且役隷
配付数： 120通

回収数： 50通

回収率： 41.7%

譴註胆等
《調査主体l

阪神大震災地元NGO救援連絡会譲 1担当／実吉）

0018•362•5951 FAX 018•362•5951~60 

（協力）

掬シティコード研究所（担当／森田・田澄）

ffOll-231 ・ 0181l FAl 00•231·3788 

＊この調査は、ケネス・ハーゴース（東京大学大学院経済学研究科）によって発案された。
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ー 組織のプロフィール （調査票1)

し｛竺時の住所l (1) ----~----—-] 
•50租織中「阪神 j が33組織 (66.0%）を占める。

これに「関東」 (10.0%)、 「中部」 (6.0%)、

9阪神を除く近畿J(6.0%)が続く。

表 I-1 

i］ ＜乎峙＂生所

．
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0
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g

9設立年月） (1) 「
]

環災後」に設立された組織が40％を占める。

「1980年～89年」 「90年～震災」を加えると19

80年以降設立の比較的新しい組線が72％にのぼ

る。ただし1944年以前設立のものも 3組線ある。

表 1-2
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ー
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じ3スタッフの人数） (1) 
。固定的・常勤的な活動をおこなっているとみら

れるスタッフの人数をランク別にみると、

~4人」という小規模の組織が50％である。 30

人代、 40人代、 50人以上の大きな組様もぞれぞ

れ4% (2組織）ある，

「O

表 1-3
3］く人数 9スクッフ 9
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~. 

l 《ポランティアの人数） （1） ---------- ----~--=--:] 
・浮動的・ 99時的な活動をおこなっているとみら

れるポランティアについては「0~4人 l

う小規模の祖絨が30％であろが、 100人以上の

組椴も24%（12組織］と全体の約 1/4を占め

とい

るa

表,_,
9 49 <，9● 9ポランテ"'
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J
 

人
人

人
人
人
人
命
？

4
g
四

g
g
1
9
、

山
T
引

～～ 

l
f
i
~
～
o
o
5朋
該
~

0
5
2
5
5
m
m
証
ィ
非
合

9999\~~99~’ 
1
-
2
3
9
9
6
9
8
 

s
n
 

ー

数件 9
n
 

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
 

休
0
8
q
o
a
2
6
6
0
0
6

％

ー

L

L

1

0

＇ 

全

a，
 

し 《平時の主な活動目的》 (1) ――二□
「不明」が42%（2l組線）と晟も多いが、

20組織は今震災後に設立され、被災者の救援・

支援を目的とする組線であるものと考えられる

（上記の≪設立年月1の項参照）。次いで「国

際協カ・支援」が26％を占める。

うち 表l-5 

'"平時の主な活勤目的
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ー

沿
各

［災地に来た月日） （I) _、 --------• 一—----- ーロ
l不明」か10件あるため、有効leJ答9i40件であ

るが、このうち、 1月19日（震災2日後）まで

に19組緻が来ている。墳 1週末(]月22日）ま

でに29組織、第 2週末 (1月29日）までに32組

掠、第3週末 (2月5日）までに36紐緞、第4

週末 (2月12日）までに39組撤、第5週末 (2

月19日）において40組繊（回答全紐繊）がそろ

った。

・回答のあった40組織を 100％とすると、裳災後

5日で1,,1強 (72・5%）の組徴が来、第 3週末

（震災19日後）までに 9割の組織が来ている。

．，
 _S
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□gを始めた月日） (I) --・- -―ーロ
1月19日（震災3日目）までに19組織が活動を

開始している。 《被災地に来た月日1の粗織数

と同しであり、ただちに活動を始めたことかわ

かる。以下累計で見ると、第 1週末（（月22

日）までに27粗探、第 2週末（（月29日）まで

に36組紐、第 3週末 (2月5日）まてに419且琺、

第4週末 (2月12日）までに、この項に回答の

あった45祖撤すべてが活動を開始した。

「不明」が51牛あるため、有効回答は45件であ

るが、回答のあった45組織を 100％とすると、

震災5日g（第 1週末）で6割 (60.0%)、第
3週末（震災208目）までに 8割 (800%)の

組織が活動し始めている。

表 I-1 
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 く今回の主な活動地域） (I) 
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「長田区J (26.0%） 

央区」 (22・0%）が多い。

ある。

•本網査の配f寸されたボランティア租織が神戸を

中心とするためもあって阪神間を活動地域とす

る99琺は少ない。

9灘区, (22.0%) 「中

「淡路地域1も1件

表 1-8
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［この年蹄層l (1) - -| 

.'メンバーの年齢圏》から《メンバーの滞在日数lまでは、各カテゴリーごとに人数を記
入してもらう方式で謡査した。計算では、人数をうノ9(Kして件数を数え、人数の計算に

あたっては各ランクの中央値(「O~l人」ランクなら 2人）に件数を乗じて求めた。

表 I-9 

553人11 632 
140%< 41.3 

• 「20歳代」のメンバー割合は41.3％を占め、 10歳代も14.0％を占める。この合計は51.3％で

過半数が30歳未満てある,30歳以上では r30歳代」 (12.4%)よりも「40歳代」 (17.1%) 

の方が多くなっているc

ロニ;;.,＇））（ lJ

ロ• 「女」 52.3％でわずかに「男」 (47. 7%)を上回る。 表1-10

男 女 合叶
―’口r

1,720人 l, 884 3, 604 
.、,......

47, 7% 52. 3 100. O 

口てこベーの元9可
表 I-11 

--------―J 

学 生 会社員 自営業 主掃 無鴨 その他 合計

1, 210人
-g75; 8 l -1 1＇ . ---262..8 6 520 294 41 9 3,429 ・・・・・・・・-- ....,.,., .. -----------・・・・・・・・・・・ 

35. 3% 15.2 8.6 12. 2 100. 0 

・＇学生」 (35.3%)が1/3を占め、これに「会社員l (22 1%)が次（・。主婦も15.2％と

1割以上の割合を占めるc

口—••← - -----
-—竺乙竺二が地震の前にいた地域） （1） - ~—-~ 

表1-12

・：阪神」 (404%) 「（阪神を除く）近畿」 (11.1%）を合計すると51.5％で、メンパーの
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半数が近畿在住者と考えられなこれに次ぐのが「関東」 (17 9％）と「中部」 Cl:16%) 

であるc

［コメンバーの滞在日数l(1) -_＿二_ニ
. "日～ 1週問」の層が昂も多く、 440％を占める。これに次（＇のが「 8日-14日」の唇で

約2割 (20.7%）である。 「ひと月以上」という長期活動メノバーも 93％を占めるa

表 I~13 

.74. 

150~[9と月

284 
・・;;;I・ ;; 

20~ 1, 1 ・ 1 



II 40日間の活動経過 （魏査票2~4)

三したメンバーの数（動員数）） （2) 
→ ，一 」

♦期9，1の推移

・勁員状況を、動員規模別に期間を追ってみたものが表li-・ ]である。

•第 1 週前半において「 0~9 人」動員している扉9粒は25で、この期間に動員をおこなった組織

35の11％を占める。この規模の組襟数は第2週の前半まで50％以上を占めつづけている。しか

しそれ以後は30％台を惟移することが多くなり、第6週には3習Il未満を占めるに過ぎない。

• IIO~JB人」規撲の紐織割合は、第2週後半以降にはやや上下するもののおおむね全体の］／4

で惟移している。

, ,20~49人」の中規模の動員をおこなった組繍は第1週で！4～18％にすぎないが、その後は20

％を上回る期l間か目立ち、第6週後半には30、4％を占めている。

・ 「50~99人」規摸の動員をおこなった組織は第2週前半までは1割未満であるか、その後菩実

に割合を面め、第5週～第6週には約29，1で安定している。

• 「100人以上」の大規模な動員をおこなった組織は、第い園に約 1割の割合に逹しているa

●動員粗9位数（期別・動員規模別） （表l1-1)
上段：組織数 下段：構成比（各期合91=100%）

「
第 1週 1 第2週

面五記―而軍丁玉半
第3週

叫
第4週

｀戸

第 5週←

面五丁蕊半
＇ 

第 6遇
l --
前半I後半

合計

口 一

ロ75~ 



●廷ぺ動員穀の推移～期間：と（図11-1) 5 6 6 
週週週
復前後

I Oヽ•一-··●ー●●→ー・-・・・-・・・・・・・・・一.....,
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（賽2週～算6週の後半の合計饉のうち議い網の緯グうフ 1:1
寅数に3/lを璽じて前半と比校できるようにした。
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・表li-1の下欄に各期別の動員実数を示す。

•初動期の第 1 週前半は i32人にすぎないが、その後著実に培旧をたどり、第 4 選～第 5 迎にか

けて動員のピーク (3600人台）となる。その後の第6週ではやや数を落としている。

・動員した廷ぺ組織忍は第 1過前半の35から確実に増加し、第 0週後半では 102組椛となってい

る，

•図 ll-1 では、各期ごとの延べ動員数をランクごとにグラフで示したc

•「 0~9 人］屑は各期ともに100 人台であり、大きな変化はない。これ以上のランクでは、お

よそ第 2 過後半から本格的な動員がおこなわれている，特に第 4 過から第 5 週にかけてのヒ•一

9時の動員は5-0人以上のランクによるものか動員数を押し上げている。

•最下段のグラフは各期の動員合計数であるが、第 2 週以降では前半期と後半期とで規則正しく

グラフか上下している。これは、ひとつには前半が3日間の累計であり、後乎が4日間の累計

であるために後半の数が大きくなっていることが原因である p しかし、後半を3/4を乗して

補止してみても、第4週と第5i9ではや1まり凹凸かあらわれる。

♦日別の推移

. e別・動員ランク別の推移をみた（図U-2)。 （上4段のグラフでは、計算用データを10人
刻みでランキングしてあり、各ランクの中央値(「5U~59人j ランクなら55人）を採用し、紐

餓数に乗して、足し込んだ。昴下段合計1直のグラ7は英数である。）

・グラフ中の網をかけた日付は過末（上曜・日曜）であるが、特に下段の合計1直のグラフにおい

て退朱動員数の高さがめだっ。週末においてボランティアの動員が憫沢であったことを反映し

ているものと思われふまた全体的に月曜・火曜における動貝数が低い傾向にある。

・合計グラフの折れ線は、各日の 9組徽あたり平均動員数を示す。第4週まで上昇傾向を統19、

その週末に'1.5人のピークを示した後、第6週には30人台前半で安定しつつあるようにみえるc

この 1組織あたり動員数においても週末に増加し、週の前半に低下する傾向がある。

①初動期の第 1週においては動員数・紐織数ともに逼迫した状態であった

②第2週～第4週にかけて、組織・人員の追加投入がおこなわれた

③その結果、おおむね第 5週（震災28日目～33日目）において動貝数のビークに達し、

その後の第6週目にはやや低下して安定した

R総動貝数および船楼あたり動員数ともに、土曜・日濯で高く、月濯・火唱で低い傾向が：

みられた

_＿..  ---—-—-.—_-·-— J 
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「｛活動の経過） （3） —---~---: ____—-- --」
設問3・設問4の分析について

・顆査票では、各活動分類ごとの活動 (3)および要望 (4)の経過を、練を描くことによ
って活動・要望のあった期間を回答してもらっている。分析にあたってはその線の開始と
終了を J週間の半分の単位で読み取り、数値化して計算している。
・調査票では、 3においてはR~＠、 4においては⑦～⑪を；そのI也／ ）」として
いる。分折にあたっては、この項に音き込まれた具体的な活動・要望を検討し、まとめら
れるものについては、新たな項目を設定した。

♦活動の種類別

・穀も多い活勁は「⑤情報収奥提供」で 316件、これに次いで「④物資搬送」 (2861ヰ）で⑤と

Rを合叶した 602件は全件数の40.3％に相当する。 （図TI-3) 

•3 位は 2 位の半分以下となり、 100件以上の項目は 3位～1位までで、 「⑥話し相手」 1153

件） 「＠高齢者の世話j(131件） 「①炊きだし」 (930件） 「R医渋活勁」 (130件） 9⑪その

他」 (129件）である。これらの計 6祖件と上記］～2位を合わせると859％であり、上位1

項目で活動の大半を占めている。

・ 「⑪その他iの具体的内容は、 「町まわり」 「避蒻所•他団体への派遺」 「大遂芸」 「留学

生支援｝ 「読経回向」 「19ームステイ慕集」 「在宅安否調査j 「障害者の世話」 「寄空市」

嘔を難所の受付」 C洗濯」など（いずれも (~2件）である。

•第 8 位以下は「②お屈＼呂の世話」 (02件） て）子どもの世話↓ (11件） R解体家財SI出

し」 (35件） 「⑩物資配給」 (7件）となる。

• 「⑪その他」を除く 10項目を、 （情報）系活動、 〈物資）系活勁、 （対人）系活動にグルー

ビングし、おのおのの割合をみると下のようである。

供

し
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863092357
国
137
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1
 

（情報） 316件 23.1%

I I ．．り・ (物資〉 550件 40.4% 
j 

l ・ ・冑・・・ ・ ・ ・, （対人） 497件 36・5% 
(9,1合は、合計一⑪そR他＝1363件を100％とした）

・すなわち活動実態からみると、およそく情報） 2割、 （物資） 4笞，1、 く対人） 4喜llの割合と
なるa
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●NGO側の活動経過 (3) （図II-3) 

⑤ItiWIL[!l!！息供 ．．．．．．．．． ：JI!；件

（机＂資齢送 ・．．．．．．．．．．．．．． 286

R話し相手 ・・・・・・・•""'" 153 

R高齢者のI!!話 ・ ・… •• • •131
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⑨,9体家財弓ltll ． ． ． ．り • • • 35 

⑩物資配給 ．．．．．"…..... 7 
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♦期間別

・期間ことの活動合計件数の推移は、第 5週（窟災28日目～33日目）後半まで徐々に増加し＿

その後 160件台で安定している。これはすでにみた動員数の椎移のカープとはぽ一致してい

る。

•項目別にみると、 「④物資搬送」 「③医療活動」は2週目で安定的な状態に遠L、その後itt
の多くの項目のようには増阻していない。

•これに対して、期間の後半では「⑧話し相手1 や「⑧9烏齢者の世筵 「⑦子どもの世諾iか

ー 活動全体件数が増加していることを割り引いたとしても一一 相対的に19加を紐1}

ているc

●活動の経過～上位5位の推移 （図11-4)

第1過 第2週 第3週 第4週 第6週

前半＼後半 1前半 1後半 Iifi半i後半

□。---0
（髄観） -0-0•一｀L]---[J --D---LJ---「:}---□-―ーに—--lゴーー一'l

三・ ．．．．．．．＼一］ ・ ~ ・ •, ・ ~ ~ ~ ・ 
0---0---LJ' 
（脩19999)―

＇9＇ 9 ・'・  ~ 
---0-0--•O-0-C 

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~'· ・ ・ ~’~ ・ • ~ ~ • ~ ~ ▼ ▼ • • ~ ~ ~ ~ ~..~ ~''‘~ ~ ~‘’~ ~ ~ • ~ 9 9 9 9 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~..~ ~ • ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ • ~ ~ • ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~'~ 9 9 9 • ~ ~ ~ • ~ 9 • 9 ~ ~ 

、ゲ゜゜／し·→-＊·-ナ-9→·-＊·—~ナ
血）＊：，（螂）‘・'、 i 、̀'、、,、ご，’―‘ A 心

ノ(9IIII) （9（科芥．．． / 、~1 ~ ·• ~,9'~‘~ , ~• ~ ~ 、く、，＼‘！’¥` ／ 9 ~ ~ • ~ • ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~’^~ ~，~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ □ ◎ ＼没·-＊冒，，冒• ¥/¥/  ♦ ▲ ● ← •―•、‘●―•パ凶
（囁）入．．．．．＾~← ••’ 

•図rr-4 は、各期間ごとの上位 5 位の活動の椛移をみたものである。 ④物資搬送」 (OJ 
と l⑤情報収集・提供」 （口）が第3週後半に地位を入れ変えながらも上位2位を占めつつ

けた。

o 「⑧高齢者の世話j （△）もおおむね 4位ないし 5位を占めっづけている。最緊急時の第；

週前半では姿をみせなかった「⑥話し相手」 （＊）は第 1週後半にあらわれ、第環前半以

降はすっと第3位を保持し続けた。集団ではなく、個人としての被災者への対応が必要にな

ったことを示しているものと思われる。

・ 「③医療活動」 （●） 「①炊き出し」 （■)は期間の前半にはあらわれているが、前者は第
這後半に、後者は第5週前半に、上位5位から姿をi9す。専門的あるいは粘糀的な救援が

軌道に乗ったために、必要性が相対的に低下したのかも知れない。

澤 rr~5は（情報）系活動、 （物資〉系活動、 （対人）系活動の3分類で活動件数とその割合
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を期間別にみたものである。

・く情報〉は常に20％台を維持している。特に第3週後半以後はずっと22％台である。 ＜物資〉

については、第 1週前半の最初動期に46.5％を占めるが、その後は徐々にウェイトを低めて第

6週後半ではマイナス 9.2ポイントの37.3％で終わっている。これに対し、 く対人〉では初動

期においては27.9％であるが、その後は〈物資＞と逆に徐々にウェイトを高め、最終的には40.

0％となっている。

●活動の推移 (3分類別） （図II-5) 

第 1週 第2遇 第3週 第4週 第5週 第6週

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半

------I.. ・-l 
I情報 I
l'  
i ⑤ 
9------＇ ------r.. ・-' 
I 
I物 資 I
1疇

I 

！⑨⑩ I 
I - - ' ------
I ------、I対人 1
＇ 
I⑥” 
I⑦ : 

,_----—’ 

160 

日 140

。
2

1

0

0

 

1

1

6
 

8
 

fO 

0

0

 

4

2

0

 

＇ 

（ 
グラフの高さは実数〔半週単位の活動組織数〕。グラフ内数字はく情報〉
系活動、 く物資〉系活動、 く対人〉系活動、各々の構成比）

） 

・すなわち震災直後の最緊急時ではく物資〉系活動を中心としていたが、その後く対人〉系活動

がウェイトを高め、 6週目には両者が逆転している。この転回点は第5週の後半である。 ＜情

報〉のウェイトには顕著な変化はない。

•震災後時間がたつにつれて、本格的な物資供給や医療活動が軌道に乗り、 〈物資〉系の相対的

な役割が低下したことが考えられる。これに代わって、高齢者・子どもの世話、話し相手な

ど、ヒューマンでメンタルな活動の比重が高まった、とみることができる。

①救援活動を く情報〉系、 ・〈物資〉系、 く対人〉系に大別すると、

の割合はおよそ 1: 2 : 2 (2 : 4 : 4)であった

②活動の初期においてはく物資〉系の役割が大きいが、救援活動の展開とともにその地

位は相対的に低下し、これに代わってく対人〉系の比重が高まった

③く物資〉系とく対人〉系の比重が逆転しているのは、震災後第5週（震災28日目～33

日目）であった

6週間を集約してそ
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~ 』・・ 一

| （被災地からの要望の経過） (4) l 
~ ＿ ＿」

♦要望の種類別

・骰も多い要望は「②食料か欲しいで 222（牛 これに「⑤炊き出しをして欲しい」 (205件）、

9①飲料水が欲しい1(189件）、 「＠衣服が欲しい」 (183件）、 l④医療品が欲しいl(166 

件）、 「⑯その他」が続く。いずれも身体の安今、生命の維持につながる項目である。

• 「⑪その他」の具体的内容は、 「説出経路（を教えて'?)」 '帰国させてJ （ゴミの回収をし

て！ 「家財を引き出して」 「荷物を運んで」 「お産の用意をして」 「介護をしてJ (被災児産

の受け入れ先を雑保して」などきわめて多様である。 （椀IT-6) 

♦期間別

・期間別の要望推移は前問3の活動推移に比べると項目ごとの変化が無かである 3

•最も多かった「©)食料が欲しい」は、第 1 週後半から20件以上に達するが、第 4 週ごろから小

康状態に入る。第2位の「⑤炊き出しをして欲しいは第2過に入って急に要望か高くなり、

第4過以降20件以上を持続する。第 3位の・①飲料水が欲しい」は第4遥前半までは多いがそ

の後急速に減少をみせる。 「③衣服が欲しい」は第 2週前半に増えたあと徐々に筑静化しつつ

ある，
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●被災地側の要望紐過（4) <Lllill-6) 

②食 料 ・..．．．．．．．．． 222件

⑤き出し ．．．．．．．.. 205 

C漱料水．．．，．．・・・・・・l⑱ 

畑服．．．．．．．．．．・・ 183

④医皮品 ・,..........168

Rその他 ．．．．．．．．．．．． 150 

Gii-た卜張り ．．．．．． 91. 
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⑦入浴・...........40 

⑨仕 事，""""'" 39 
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・図IT-1に各期別の上位5位をポす。

•第 1 遺前半に首位であった 9(D飲料水］は日を追うにつれ順位を落とし、第 4 週後半に上位 5

から姿を消す。第2位であ 9 た「＠食料J、第3位であった「③衣服」は第5迎以降3位～5

位と侵先度が相対的に低下する。

•これに対して初動明に 5 位であった「⑤炊き出し」は第 3 週から 1l即位を上げ、第 4 週以降は要

望のトップとなる。これとともに第4避後半にあらわれた「⑩その他」は第5週以隆には「⑤

炊き出し」に次ぐ第2位の座を占めていく。

●被災地からの要望～上位 5位の推移 （図11-T)

第 1週 第2週 第3週 第4週 第5週 第6過

□ 0-CO---D- —□ ^~~—□ 量——量—-青-贅-—量——’’
(911れ） ‘’ 〉回::;-~~ー（＼tー、ヘロ—尺、~--~—:~ー→□ •—• △ど 99~ / ＼如―□---D--lJ 
（衣 9)~::~V□，！＼＿昏
三 (hはこ量ー膏'’

9 9 (909) 
(1炉H)

・災害直後の 1遥から 2週目は安全確保、生命の維持が最優先であった。大規模な救援活動が徐

々に軌遣に乗り、これらがある程度保障されることによって、より人間らしい生活への復帰が

望まれるようになったといえる。炊き出しに対する要求は、筋寒期において（公的に支給され

る冷えた弁当やパンではなく）手作りの温かい食事をしたいという願いを反映しているものと

思われるc

・すでにみたように非常に多様な肉容をもつ「その他」が上位にあがっているのも、被災岩個々

の讃惜に即応した要望が増加してきたことを反映しているものと考えられる。

1，' ①災害直後は、安全＂生命の確保に直桔する要望が高かった

②その後は快適性の確保が求められるとともに、披災者個々の事情に応じた多様な要翠

③ごはの確保が落ち薦きを見せ②の段階に移行するの19、おおもね第3週後半］

から第4週（震災17日目～23日目）であった 1 
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Ill活動上の問題点 （調班票5~8)

・誤査票では、組織内部の問題（5)組綿の装備・設備 (6)、メンパーの生活（7)、組
描外部との関係 (8)の4グループに分け、各グループごとに設けた設問に対して、いず
れも4段階の評価を求めた。
・評価基準 1ま設問グループによって異なるが、＿—-元化するために、問顆の度合いの高い選択
肢からポイントを与え、その合計「問題度指数 (Pl)」を求めたc

[Plの求め方例①〕…5 （組織内部の問題）
「大変問顆だった」 5件X3点＝15点
「やや問題だった」 12件X2点＝24点
f駐り問題で1ii/枷，た」 10件X1点ー10点
「iっ1;（問99t籾：」 7件xo点-o点

合計 (Pl) 49点

♦グループ間

':Plの求め方例②］…8 （紺胞外部との関係）
「大変うまく t囁」 20件X0点-0点
「だい仙99（し囁」 9件Xl点＝ 9点
「やや問題貼9k」 6件X2点-12点
「大変問題だった92件X3点＝ 6点

合計 (PI) 18点

・問題度指数 (P1)をク勺レープごと、高さごとにプロットした。 （図皿ー 1)

・グループ間で見ると、装備・設侑 (6)において明らかに高い（問題度が強い）。ついで組

紙内部の問類 (5)、メンパーの生活 (7)、組織外部との関係 (8)の順で分布位置が低

くなる，

・グ」｝ープごと®平均点でも． 9且緞内部 (61~ 3）、メンベーの生活 (58.0)、組織外部との関

係 (49.4）と比べ、装備・設備では 104.8と圧倒的に高い。また5~8の全設問31のなかで

上位7設問をこの装備・設備グループが占めている。

♦設問別

／装備・設傭グループ /6)〕

。平均しで最もp1の高い装備・設備を設問別にみると、 (6-/31ファクスについて＞ ＜6-

{l)携帯室話について） （6ー／2）一般加入電話について）など、通信用の装備・設備が長上位

に位瞑し、これに対する問題度が穀も高い。 （6-/61パ‘)コン通信について＞ （6-/41無線

通信機器について）も通信系であり、装備・設備グループでは下位に位置するものの、他グ

ループとの比9交では上位ないし中位に属する設問である。

•このうち一般加入電話の問題度は携将霞話のそれを 7 ボイント下回るのみである。つまり緊

急時の連絡手段として、携帯電話を入手するのが困難であるのと同じ程度に霞話回線の確保

が困難であったことを物語っているc

・装備・設備グループにおいて｀通信系に次いで問題度が高いのが (6-110トラック・ワゴン

車について） （6-/9)乗用車について） ＜6-18(自転車について） ＜6--17（バイクについ

て）などの移動・運搬系でいずれも100点を上回っている。この中での優先度をみるとトラ

ック曹ワゴン車の運搬系車両が高く、乗用車がこれに次いでいる。
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［租且糊内部グループ (51〕

・組織内部グループにおいては、 く5-(3}長期滞在できるメノバーの確保について） （5 14! 

人材配屑と長期的な活動計画について） （5-12]能力のあるリーグー唇の増員について）な

どかいずれも全体平均以上になっており、全設問31のうちそれぞれ上位 8、9、11位を占め

ている。人材の質あるいは組織活動の質を維持していくための課題において問題が多かった

ことがあらわれている。

•これと逆に (5-181物資の管理について） （5-161固定的で独立した事務所の確保につい

て） （5-171資金の管理について）など、カネやモノの管理、あるいは活動拠点の確保に関

する問翅度は低い。

（メンパーの生活面グループ (7)J 

・全体平均を上回る項目はく7-15淋息日の設定なと定期的な休みについて）の 1設問のみて

ある。組織内部ゲループでの (5-141人材配窟と長期的な活動計画について）も高い問題度

を示していたように、定期的な休息によるl9織活動の質の維持が求められている。

• (7--111食事について〉 (7-(6庄活必需品について）なと基本的な生活条件についての問
題度は低い。

(99織外部との関係面グループ (8)〕

・全体平均を上回る設問はなく、グループ平均値も49.4％で全体平均の半分以下である，もっ

とも問題度の小さい設問グループといえる。

•このなかで (8-131披災者・市民との関係について）が37点で比校的嵩い最も接触頻度・

密度とも高い"で当然かもしれない。

◆組織属性別

・問題度が上位を占めた設問 (6-111-131、171-閲、 5-121-141)について、フェイスシー
トの主な組織属性ごとにみた。

•比校にあたっては各属性のカテゴリー別に上記と同様の方法で得点を求め、さらに各カテ
ゴリーの組織数で除し、問題度指数平均点を用いた。

〔装傭・設描グループ 16)J 

・通信用装傭・設備では、組描のスタッフ規模によるちがいがみられる（図m-3)。全設問
中最も問題度の高い (6-131ファクスについて）は、 19人以下規模の中小組織で問題度が高

い。逆に 3番目の (6--121一般加入電話について）では、 20人以上規模の大きな組織で問題

度が高い。

• (6-131ファクスについて）は組餓の所在地別でも阪神外の租織において高くなっている
（図JlJ-2)。

・遠方からの救援粗織にとって、入手経路や敷設手続きが一般加入霞話よりもむずかしいフ 7

クスにおいて困難てあること、また小さな組織にとってファクスは費用面でむずかしいこと

なのが原因なのかも知れない。

-88-



・移勁~運搬用装儲・設備では、所在地別にみると (6 ll薗トラ,,・ワコ□
(6-19)乗用序．について） （6-18)自転車について） ＜6-l7)バイクについて）のすぺての

項目で阪神の紐撤において問題度が高い。 （図m-4) 
・遠方からの糾緞は、来授時にこれらの装備をあらかじめ備えてきており、地元姐嶽てはかえ

って調達が困難なのかも知れない。

・組椋規模別では、中小組熾において (6•(81自転車について） （6-171パイクについて）な

ど軽便な装備に対する問題度が高く、大組織において (6-0,トラック・ワゴン車につい

(6•-[9]乗用車について）の本格的な移動・運搬用装備に対する開題が高かった。

m-5) 

て） （医l

●通信用装備・設備(9"JI)（図l11-2)
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●移動・運搬用装備・設備（椛魏） （図Ill-4l 
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〔租織内部グループ CS)l 

•問題度の高かった人材・組紙活動面では、特に組飴のスタッフ規模によるちがいが大きい

（図illー））。特に (5-(3濃期滞在できるメンパーの確保について〉はスタ 9フ20人以上

の大規模組織で問頚度（平均点）が1”09にすぎないのに対し、］9人以下の中小組織では,)05

と極端に高くなっている。 <s--121能力のある'）-ダー隔の増員について）についても19人

以下組織でLOOに対して20人じ吐相培ではl-69とその差が比較的大きい。

•ところか、組織のかかえるポランティア規模別にこれらの設問をみてもほとんど差がみられ

ないか、もしくはむしろポランティア規模の高い組織ほど問題度が高くなっていふ （図m
-8) 

●人材・組織活動(99虹） （図111-6)
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●人材・租織活動(99,9999)（図111-T)
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•つまり、組織運用上の問覇を解決できるかとうかは、中心となるスタ 9 フの規模に関係して

おり、その組峨のかかえるポランティアの規模とは関係ないか、またはポランティ了規9葵が

大きいほど問翡度が面くなることを示している。

•ほう大なボランティアを擁しているが、これらを適切に指渫したり必要な部署にコーディネ

ーノヨノしたりできるリーダー層の不在、あるいは短期滞在のボランティアが多く、継続的

で計画的な活動ができない組識の悩みがうかがえる。

戸-~―’I ~)活動上の問題点としては、装傭・設備、ついで粗絵活動に伴うものが多かった
②装虹設偉面では、通信用装偉等および移動・連搬用装備の確保面で問題が多

I R通信用装備等の確9
が多かった

④移動・遠微用装備では、近隣（阪神地域）所在の組楼ほど問題が多い。また比

な組琺ては軽車両の、大きな組織では本格的自動車の確保に問題が多かった

⑤組粒活動では人材・稲織の運用に係わる設問で問窪が多かった

⑥特に、長期滞在できるメンパーの確保とリーダーの確保で問題が多かった

⑦長期滞在メンパー・リーダー確保両者とも、スタッフ（中心メンパー）規模が小さいほ

I ど問題が多かった。またポランティ 7規模の大小とはあまり関係がなかった
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らこのアンケートは今回の震災直後からおよそ40日間の間に、全国から人びとがどのように集まり、どのように組織され、どう活動したか、そしてその中でどのような問題につきあたり、それ

をどう乗り越えたのか、を記録するためにおこなうものです。

今回神戸に集まった人びとがふたたび全国 ・全世界に散っていってしまう前に、それぞれのリ

ーダーのリアルな記憶が薄れていく前に、ぜひ書きとどめておきたいことがらばかりです。

今後この国にふたたびこのような大災害が起こった時に救助・救援ポランティアがより効果的

に活動できるよう、これからもさまざまな研究や改善にむけての努力がなされることでしょう。

その時にどうしても必要なのは、この初期段階に最前線で動いたみなさんの記録だと考えます。

そしてこのアンケートはその基礎資料となるものです。

お忙しい折りではありますが、どうかこの趣旨をお汲みとりのうえ、よろしくご回答いただき

ますようお瀬い申し上げます。

●調査桔果の公関と個別データの秘匿

このアンケート結果はNGO連絡会議で回収・集計し、同事務所に保管のうえ、回答いただい

た各グループに対して公開されます。また今後の災害対策の基礎資料として、研究者・マスメデ

ィア ・個人などにも公開されます。

ただし、各データは集合的に扱いますので、団体名 ・ 連絡先•本拠地などの個別データは公開

されることはありません。各グループの匿名性は完全に守られます。

このアンケート票 (B票）は、次回の第4回連絡会議のときに、 NGO連絡会巖までお届
けください。当日出席されないグループは以下にご連絡ください。

「NGO連絡会繕 アンケート係」 （電話078-362-5951)

●あなたの紐綴についておたすねします

1あなたの親羅研概要にっいて、下の表にご記入ください。
l:••仇']]i1.！l.;̀［'晨；［』ド噂：i証ll:！震災：！煎l歴昴羹lたの［i!租様：にう心．．ヱ戸嘔，i'.i閉九州．L：’!，；・.. !,9 9り．可•
”軋.”.””..9:湘.9，.;9．9；999琴99繋999999999瞬999名9.:1，99t紺99m:i9i：i暉m:9稔9・,・呻．•9• 1.99E胴9t999直99m99咄:m99！9呻!99,1麟9999嗚9s99・9・ 9 • 
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噂部9•;● 1; 9 9 99999 ● 9; 9；9； ● ● ；99 • "u嘩93●•祉,9,．． 9 ,9．細!と.蓮999．.999,9：9Umい9•,9 9籟"琴9．・ ． .• .9 •.厨一.,.g一9 9;9i9● :細●9●9"駆 ミi・．＇l・ill．蒻，，•l．．屯掴，．出．さ．.'.. 9！罪！9；謡.:：． .. ：. ： , 
電話 71クス

加 ．．げ．．．．．．り．．． ．魯．．．．．←・ら伍• ••・ ・ ・~．~ ． 19 年 月 代表者名（ ） 

； 罪：な！！月；； ；せ呻翡；｝！！i9 9 i i： 贋！；甘t掛;関；;i;i1 ii1 甘骨1i戸,；晨99E a 9 ;¥i ； 至!疇;i : i9;. ”'”薗g'•9g l9 : 霞! •99 ! ; h； ; : t•; • ・ スタッフ( 人） ポランティア（ 人 ）
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扱災泄I•こ来た昨＇

三・
紅！の浩勤叫：1関1:1
団且··'：’!i::『；．,コ•あなだの ・い．災後に活勤辺社和忍—ioプd戎i；豆坪こっi滋闘硲i:i；こ・1’

月 日 1活動を始めた月日 1

区町（

月 日

市 周辺）

F：ョ一年齢層 -!J□盟：
［一恒：別ご，9-9 
認罪翌ふ：：；．：．料浜速•註．．詣野'.l男（

人） 20歳代（
人） 50歳代（

人）女(

人） 30歳代（ 人）

人） 60歳filJ;(人）

人）

戸:§罪：：F阻：四：租；；，

出輝厨箪．汀霊訊 学生（

ロニュ弔＂！」 主婦（
人） 会社員（ 人） 自営業（

人） 無霰（ 人） その他(
: ； g g. ；ii ; i i;,. ； ;;gi 

・・・・・・・・・・・・・・・ l.,．,．．．．...．．．．．...．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．.． 

喜肘碩扇る前；ほ底；言 北海道・東北（ 人）関東（ 人）中部（

聾！滋弛域：；；囀，i噌i阪神（
・1 

人）阪神を除く近畿（ 人）

鼠i雇慧互速 籾 喜｝ 中国（ 人）四国（ 人）九州・沖縄（.... •• ・ • ・ヽ9.．．.• ●●●●● • ・・ • • ・ • ・ -• 9.．．．．,．．．．．999 9 9 : ． , • ・ -• • .．．．... 』． ．．．, .，↓；．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ； ： ： ● ： ; ： ：. 9 9m・；： ； ： ；：．．： ；： ：・';●; ・ •,...,.4 . .. • ・ • ●● 9 

開醤船詣致望屑望il1~2日 （ 人） 3~7日（ 人） 8~14日（.．．． 9 ●,．,．．．．--...．....... 9るSS
1砂誓湿；誓i忍ii喜乳孔：峨； 15日～1か月（ 人） 1か月以上（ 人）
;:; : ; ； ： • 9.; : ; ! : ; ； : ; ：i: ：： ：; ：：.; ;； :： ! ： • 9 • ;；, i :： :: 99: ： 

心

2
＿
心
心
＿

2

●今 の心災であなたの手胆甜がおこなった活ilについておたすねします

2震災後に活りしたメンバー0徴 （位員穀）を、下のカレンダーに従ってご記入ください。 1日
ごとではわからない場合は、各週の一日平均の概数を表の右側にご記入ください。また、震災

前からの原スタッフの一日平均の概数もこ記入ください。

疇 疇疇麟饂 ？，’ie;―；--』直止',iコ!li!I藝：：璽雷量
178 •, 11B 1 9o' 20B 2 1 0 22 B 

＊ ＊ ＊ （ J..) ( A) （ A) ( 人） （ 人） （ A) （ A) （ 人）

238 24B 258 268 278 2 8B 298 
（ ).) ( 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ J..) ( A) （ 人） （ k) 

308 318 2月1e 28 3B 

“ 
5B 

（ 人） （ J..) ( 人） （ A) ( 人） （ J..) ( 人） （ A) （ A) 

紐 "i 88 9e 108 JIB 128 
（ J..) ( )..) ( 人） （ 人） （ J..) ( 人） （ 人） （ 人） （ 人）

138 lヽB 158 lヽ8 1 78 1 80 198 
（ A) ( A) （ A) （: 人） （ 人） （ J.) ( J..) （ 人） （ J..) 

20B 218 228 238 ue 250 l6B 
（ A) （ A) （ A) （ 人） （ A) ( A) （ J..) （ J..) （ 人）
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3今回の活動経過を、記入例にならって下の表にご記入ください

ー i 1 
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4物資やサービスなど憬災婚からR要望R経過を、下の表にご記入ください。

,g：，要哀冠叡い秘松瞑砿飯珈珈螂： 9`• 
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-‘三 ヽー． ： 

5職1/J内器では どうでしたでしょうか。記入例にならって、該当の場所に0をおつけくださ
し'•

か
っ
た

i

/

-

|_,＇：,．ニi,L 

一
わ
か
ら
な
い

（記

151メンパーの責任感、

入 例） ⇒ 

((）ボランティアの増員の問題について

12)能力のあるリーダー層の増員について

ゆ長期滞在できるメンパーの確慄について

141人材配置と長期的な活動計画について

モラルについて

16)固定的で独立した事務所の確保について

17)資金の管理について

18)物資の管理について

19)ミーティングの質1こついて

09粗親内での意志疎通について

ltllその他(

1切その他（

）について

）について
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6租織の効本的活動のための装骨，役眉についてはどうでしたでしょうか。同様に該当の場所に
0をおつけください。

| ] 
か

□こ

□ぃ
ら
な
い
；

し一
1119良帯電話~について

121一般加入電話について

131ファクスについて

14i無椋通信機器について

(5)パソコンについて

161パソコン通信について

171パイクについて

(8)自転車について

191乗用車について

⑲トラック，ゥゴン車について

Ill)その他（

（閉その他（

）について

）について
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7メン1（如生活面では｀どうでしたでしょうか。同様に該当の場所に0をおつけくださいc
大
変
問
題
だ

っ
た

L~ 

一
や
や
問
題
だ

「
わ
か
ら
な
い

口
((（食事について

12（風呂・トイレなどの衛生面について

131睡眠場所について

141積神的なケアについて

15（休息日の設定など定期的な休みについて

（6（生活必需品について

(7)その他（

（R（その他（

）について

）についT

| 1 

8粗織外部の人びとや機関ヽ目体との関係［密接あるいは良好な関係を保てたか）では、どうて
したでしょうか。同様に該当の場所に0をおつけくたさい

Ill行政・自治体との関係について

121被災者・市民との関係について

131他グループ •NGO との問係について

14)一般企業との関係1こついて

15)マスメディアとの関係について

IS)その他(

17]その他(

）について

）について
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9以上の5~8の間胚に対して、どのように解決したか、あるいは解決できなかったのか、それは
どうしてなのか、などをこ記入ください

一

I ! 被災者、行政，マスメディアなどに対して、今後の災害救援活動のために伝えておきたいこと
をご記入ください

お忙しいところを、本当にありがとうございました。

←99 → 



5 「やったことを記録に残すボランティア大集会」について

「震災・活助記録室」の活勁の一つに、去る 5月 13日に開催したシンポジウム「やったことを記録に残

すポランテ9ア大集会」がありますc 以いこ、それについてごく節也にまとめます。

【シンポジウムの目的l
（l)ポランテイア活動の記録保仔の必要仕を啓発すると同時に、その方法について討議すなさらに「id

録・保＃」活勁への今後の協カ・連携体制を採る。

(21 これまでの餌人およぴ団体の活勁を持ち寄り、阪神 令笈路大哀災のポランティア記妹として 1つに

まとめることを呼びかける n

【開催E1時・開催栂所l
1995年5月L3日（土） L6:00~L900 

（シンボジウムの主な内容J
099涼

9於）神戸市立外凶語火学大ホール

5人,,諾洞者が、それぞれ l伝わらなかった烏原の体験」 「次の1"：代に1可が伝えられるか」 「代料を修
復屈存する仕事からみたポランデイア活勁」 「なぜ『記録Jだ 「記録を残すことの社会的点羨とい

うテーマで"'良した。

0分科会
個人・新生ボランテイア、学中ポランティア、股成の団休ポランティア、企業旅遠と行政から見たポラ

ンティアというカテゴリーの分科会に分かれて、それぞれの吃楊で、活勁したこと 1 感じたこと曹考えた

こと・悩んだこと・問類に懇ったこと、などをどのように残すかについて、具体的に討謡した＿

参加者の立揚や経験の速いからさまざまな意見が出されたが｀全休を通して次の2つの問郎が人きくl9
り上げられた。

敢も問建となったのば個人のプライバシーに関わる資料の公り月の問題であった口実名の哉った一一次資

料の収集・保存の必要性が訴えられ、個人のプライバシーに十分注ぶしながらも、可能なものはできる限

り公朋しなければならないという点が唆霰された。被災者ーポランティアを問わず、個人梢報の赦った迂

料の公B99については慎璽の上に慎重を期さなければならないと確認された。

もうー一つ大きな間遁とされたのは、築まった資料をどのよう1こ責任をもって保仔していけるかという点

であった。

［参加状況】

参加の呼びかけは、

• FAXでの送付（主にNOO連絡会蹟の全休会議に参加された各団体へ）
・パソコン通信、インターネットにおける宙子メール、ニュ'-ス等の利用

・マスメディア（合同記者会見を実施）

・スタッフのポランチィア活劾を通じた個人的なつながり

という方法で行った。

その結果として、 1」8人の記踪を残すことに関心を持99た方が参加した，

9シンポに関連するシンボ後の記録窒の活動l
0シンポジウムの後、以ドのものを作成し、参加右今貝に送付した。

没シンポジウムの総括 索99享録のまとめ
古参加者の分科会別名簿 令当日お持ちJ"いた白料の目録
女史料公開の暫定的規定

0アンケートに「インタビ 3~ ーに来てもらいたいとお答え頂いたいくつかの団体に、スタッフがインタ

ピューに行った。

シンポジウぶ填して作成した宍料はNGO連絡会議「裳災・活勅記録室」に低存しています。

必要な方はご連絡9さい。
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6 サハリン震災救援の経緯と結果報告

9はじめにl
5)-1 2 8 A、皆様もご存じのように、サハリン北部で大地哀が発生し、探刻な被告が出ました。
大震災の経験がいまだ生んしい神戸では、このサハリンの出来事は、決して他人事ではありませんでし
た。
神戸の現場で救援に当たった多くのポランティアにとってこの地震fよ、遠い国での災吾という以上に
数力月まえ自分たちの訂面した牛々しい街撃を屈い起こさせるものでした。その記憶は、あのときの自分
たちの活助へと11を9向けさせたのですm
私たちは、あのときー何ができたのか？ 何ができなかったのか？
私たちばあのとき、何を学んだのだろうか？

遠いサハリンの地嚢は、そこで救授の手が必要であるという以上に、私たちがあのときの体験を通して
学んだはずの知恵が試される為だと思えたのです。
この忌いを共有し、サハリンの人々のために自分の出来ることをしたい、あの時の自分たちの体験を無
駄にしたくない、と考えるポランティアは阪神に少なからずいました。
NGO追絡会議も、志を同じくするネットワータ参加団体の人々とともに、サハリン支援のために慈濾

活助を朋始しました。
匡災活勁記録室のスタッフも、緊急救援活勁に加わりました。他人専ではない、という理由がひとつ。

もうひとつには、阪神大震災の際のポランティアの只面な体験を残し、伝えるという私たちの活動の趣旨
がまさに今、試されている、と思ったからです。
これまで行ってきた記録活動、それによって得た知節を、サハリンの人々のために生かしたい。私たち
の集めてきた記緑、その作業の中で培ってきた人のつながりが、どれほど人々の役9こ立つものかを試した

い。また、サハリン女扱活助を、敢初から99細に記録し、残しておくべきだとも考えました，どのような
記録が哀に必要とされているのか、記録を取ることの意味とは何か、という、私たち祀9A室の活曲の本賀
に関わる問題を、改めて検師しなければと恩ったからです。
以下に紹介するのは、サハリン支扱に参加したスタッフによる記録ですーこれはひとつの支援活助の記

鉱です。しかしそれ以上に、記録を取り、残すことの意義、あるいはまた｀本当に後憔~の人々の役に立つ
記録とは何か、といったことについての間いかけとしてお院み頂けれ99と思います。

5月28日、ロシアのサハリン州北部で起きた地震により、たくさんの方々が亡くなり、また，被災生
活を余儀なくされました。神戸にいる我々にも何かできることはないのか、といった声があがり、今回の
救援活勁が始まりました口．＾連の活動はたくさんの方々の協力をいただいたおかげで炎現したものです。
ー饂な牛i行物賢を築め、他の地域に送るという→見単純に見える作業が非常に複雑だということを恩
い知らされました。
ここにそう行99た作業の中で気がついたいくつかのl●夫をまとめてみようと凪いますe

国際物資救援活動の流れ

99冑・事故等が砕牛＇梓助活勁の対象 9

• 
1．情報を集める
A何が必要か 9→対象地絨の状況に期する倍報収集

（被害伯況・天使・交通専梢・法制度／まか、 II会布倍全般）
B自分たちに何ができるか？
→人：どんな人が何人いるか？
→物：どんなものが．どれくらいあるのか')

• 
援助物資をすぐに集めることはせ•炉、各団体・個人がな 9こを

どれだけ持っているか情報を集め、 リストを作る．
（出来れば、 H頃から情報を集約し、リストを作成しておく）
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2．各団体・個人への発信

→リストの中から必要と判断した物のみを集める
→できるだけ阿じルールで物資を焦める。

例：同じ大きさの段ポール箱にあわせる、同じ吾式を使った内容物の表記

3．物資の集積・整理・梱但・表示

I→躙整・現地で番扱いやすい状態iこする I （くわしくは、次項参照）

4輸送・通関

5．現地での配分ルートのエ作
→社会事惜の異なる頃の楊合は特に、●前の情報収策を含め諸方面との詞整のために、
現地側にも力畏のある肌住員やコーディネーターを翌く必要がある口

6．分配 →99Fにとってなにが最も必要かを判断するための情報を集める．
（例：家族は何人か、大人・子供・男性・女性など）
→物資に大勢の人が殺到する等の混視が生じないためのエ夫をする．

物資管理に関する工夫

（表示）
1箱の外側に内容物を表記した祇を貼る。表示は正確詳細9こ，
→内容品＊，敬醤，里呈，サイズ，男物／女物・大人用1-,供用などの区別，索材"
事詳しく。単に 1衣類」では足りない・セーターなのか下君なのか、など，
・＊通関時に必要

2魏み．ヒげたときにもわかるように、内容物を表記した祇は箱の側面と正面両方に9.Iる，
3．内容物の解説または説明書を同梱する。必要に応じて絵を使った説明も併用する，
4ステッカーなどを貼ることで誰から送られたものなのかわかりやすくするc
5．内容の詳細な一覧（リスト）を作成する，
→種類別の箱数，合計個数、重呈，栖格，箱のサイズ 1縦・横，長さ）

6箱に通し番号をつけ，一覧表にも転藪する．
7以上、最低日本語の表示が必要，
我地での通悶積み知し、怜送、配布の際には、最低英文の表示が必要，

（梱包、仕分け、輸送）
8・ 「1箱には 1品目」が人属{Rlj
服なら99、食品なら食品・・・サイズや頷類もできる限り紬ーする。

9多くの場合、翰送時には重呈よりも容蚕が間到（限界）となる。
→従って梱包はできる限りコンパクトに'..・ （毛布、衣類等の）真空パックは効果火

10毛布、衣類など、品気を嫌うものはピニール包装等の工夫をする。
11カラーテープなどを使い、色分けにより、内容物を職別できるようにする。
→緊急性の高いもの、食料品など

12箱の大きさをできるだけそろえな （かつ、人が一人で持ち運ぺる大きさを限度とすな）

（その他）
l3飼定観念にとらわれず、自由なアイデアを大切にする， （例子供たちのためのぬいぐるみ、おもちゃ

など嗜好品）
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サハリン救援活動記録

5a8 (a) 
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6/29 （木）
6,10 （森）

7/} （土）

7/2 （日）
7/3 （月）

,/4 （火）

919 （金）

午前 I時、地点発牛（日本時間"日 22時）
ー 以F、サハリンでの氏「1は現地時間

NGO迪絡会議代表直地、岡山のAMDA（アジア医99連絡協議会）
菅波代表と固砥

物資とりまとめと憐金提供を申し出る。

関係団体に物資集結を呼びかけるの

実占、岡山に出向く
「緊急援助物炭詢述可約リスト］作成

夕方曹ちぴくろ集積所より岡山に向けて物資第 i使用発

胡・神戸市の物●、積み込んで神戸出発

昼：中央区ボラの物資神戸出発

夕方；ちびくろの物資保積所から出発

岡山空泡での荷造りのため、ボランティア 2名出発
NGO実吉、 AMDA第2次派遣団に加わりチャーター機で岡山空港出発
物資第2使は船使に決定

AMDA第 2次派這団帰国（実吉含む）
第2便の物衰手配

ちびくろ集積所•岡山等からトラック且1発
物資の仕分け作業打合わせ、高仕ガス通閲手続きのため坂本、様浜に
杓烏、人牧で仕分け手伝いとコンテナ積み込み・遥脚に立ち会い

御蔵小学校、丙谷先生＂子供たちの手紙'’ロシア語訳を持参

夕方、坂本．実吉神戸発
コンチナ、船に積み込み 3人（坂本・実吉・白烏）通関・出国手続
9時20分、ロシア船オボーツコエ号1919剛巷出港
松村飛行機で出発夜ユジノサハリンスク若
1 8時サハリン、小ルムス9港入港（松村、 =RA塚本ほか出迎え）
船内で入国及び物衰香類審査

コンテナ陸掛げ、内容品検査、通関手杜き

シネゴルスクの孤児収容誨設訪● （ぬいぐるみ・作文手渡す）

サ八リン州政府副知●を訪問
物資北藩拾送は鉄道.>トラ 9クに決定

午後坂本、塚本 (ADRA)帰Ili
松村帰国

2 2時半：実古、白局ユジノ発夜行列京で出発

"時：安吉、白向ノグリキ菩
●●（コンテナ、 9グリキ渚 」3本跨認

'rli,白烏、コンテナを開けて物究の確認・整地
物炎、 トラックにつんで出発（白烏同行）、ネフチェゴルスクに到若

実者母国

坂本、神I可II記者クラプで播用報告
物浣を 1、ラックよりおろし、歴内に撤入、

午後ネフチェゴルスクの被災者へ物●の受け浪し開始

19時・白烏、オハ発ユ ンスクへ
白扁福匡l
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サハリン州

①

②

③

④

⑤

⑥

 

ホルムスク (XonMCH)

ユジノサハリンスク (IO)t(Ho-C a K." n., H c K) 

シネゴルスク

ノグリキ (HorllHKH)

(CHH&ropcK) 

ネフチェゴルスク (He<b1eropcK)

オハ (0X a), 

ゴネヲヤオハ

各

北海道
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神戸など、日本の各地から送られた、衣類、カセットコンロ、タオル等、生活援助物
演をネフチェゴルスクの人々に届ける。
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弓

～霞災・活動詔録室ダイアリー～

3月 96日（木）

・NGO遮絡会議で、実吉（遮絡会式、白B （ピースポ~~・ト）、舟柏・后湿・伊藤(I
VN神：Kチーム）、野々ド（個人~，況記録を残すことに●してfゆるやかな協力底）
を結ぶことに合意

3月29日（月）

芙吉・白烏吋糾房・舟抵 「記録を残す」という目的でお互いに何をすればいいかを
話す→「装災・活酌記録生」が正式に発足

只占・ fI庶，、舟阪、第U目 区ボランティアミーテ9ンゲに●捕
初めて対外的に「●災・汗懃記録室（の紹介をする

麟さ［あなたの声を●かせて下さい（迎布

4月 6日（木）

9震災サ活動記録宅」第1回全体ミーテ9ング

各人の役寄分抵方針の決定

4月 1O n （月）
·白品•高原•佐喀•藤原、●区成徊小学校・グローバルプレイン代表の西出さんにイ
ンタピュし"

4月 99H (*） 
▲第6固全体会諾固祖 9震災・活勁甲母宝'0紹介

4月 13日（木）
•白烏兵庫高校避●所リーダー・中田さんにインタピュー
・窟・活●記録室」第2回全体ミ・ーテ9ング

インタピューの手咲について講論

4月"日（土）
•白烏・野々下~逹為、

インタビ、ュー

4月"日（木）

兵●高汝避熊所ポランティアリーダー中田さんと布校生2名に

~ 「霞災 i舌威記函上j第3回全体ミーティンダ
鯰苔の内容”インクビュー党え菩きについて柔活

「やったことを記録に残すポランテ9 ア）染会」の説明

4ガ23B (B) 
•白烏、東釈紐生を交えて，兵庫高校避蕪所ポランテイアヘンタピュー

4月 25H  （火）

• 5月13日の（やったことを記録に残すポランティア大菜会9哄偲ミーティング実施
知（神戸市外大） ”竹村（県庁） ・大谷岱んばれ淡路粕 ・吉野
（伊丹市社協）さんらを交え●議

4月26H （水）

•第 9 吟吟匹他麟全の報告と記録シンポ参加の呼びかけ

4月29日（木）

9●災・活島直誼）第4回全体ミーティング
参加者：記録なし

白店の束京報告と記録シンポジウムに向けての確認

4ダ99け（土）

•野々下、 「若いポラン
ティアからの提配フォーラム参加（神戸学生脊年センタ-)

遠たちは神戸匹Iをしたのか、そしてこれからどうする;,か•一

4ガ"日（日）

•井上、 「君災から見えたポランティア社会」フォ
直時ミーーティング実施

ーラム参加（中央大学駿河合記念舘）

記録シンポジウムに向けて討柔

5ガ） H (月）

戻吉誓々下・山内・舟柏、枷N （ワールドN臼エネットワ

「臼饂lの趣旨説朗とシンボ協力のお恥ヽ

9ガ2日（火）
•野々ト、 SVAへ訪既

・「震災活酌記録室」第5回全体ミーティング

記緑シンポに関する具体的な話を始める
5 月 5 日（~)

・野々下．淡路島曹北淡町の増mさんにインタビュー

ーク）会合に苓力99

5月 6日（-"
•実吉・野々下．
（神戸市外SI

「やったことを9遷に残すポランティア大集会」の打ち合わせに参加

.,,』内・内山・舟橋．澄区めぐり （造ボランティア、結びの家、 me)



5月 7n（日）

•野々下、阪神学生述格会謙に参加
・笑吉． D四向（でんねん）ヘインタピュー
•山内・舟橋六甲学を窃判

5月 9日 （水）

「震災・活●記録室j第,,同全体ミーティング

記録シンポに関してかなり具体的な話が迅む

,1U' 

5月 10日（木）

限斤記者クラプで「やったことを記録に残す示ランティア人集会iの記者発表

5月"日（金）

曹白烏、区ボランティアリーダー会蒻

5月 13日（上）

fやったことを譴に応ボランティア大集会9●倍

5月"日（木）

「震災・活豹記蹂釦第9同全体ミーティング

5月 24 n （水）
•第 8 回全体会湿閲他、記録シンポの報告
記緑シンぶ証—..料の郭送

5月25n  （木）

屠災・活紺1巌室」第8回令体ミーティング
汽料の寄託先、資料の公閲某準、インプラ堕楠について

く5月29日 (t9サハリ吋紐躊．＞

5月"日（火）

良吉、サハリン支翫志やふ鼈9"立海遠岡山のAMDAへ

5月"日（水）

浮ハリンヘの緊急物資認達のため、阪神間6研ランティア団体へ物資9こ●するアンケ
ートを実施

6月 1日（木）

9震災・活助記録案」第9回全体ミ・ティンダ

6月2B （金）

・年・舟祖、区ポランティアリーダ--会参加

ポランティアセンクーミーティングに大きく方向転換

6ガ4B1日）
・野々下舟福第4回阪神大誤災学生ボランティア速絡会参加

繹休の速営ノウハウの共有，ポランティアのあり方、方向性について討議

6ガ 8日（木）

9震災・活●記録誕」第"回全体ミーティンダ

記録睾の長期的活助プランー記録室のシステムについて

「守録室通信9の案が柑される

6"9日（金）
・「ギ緑ま：91苔！生傭号発信
•実吉，サハリンから保国

6月 15u  (*） 

曹サハリン報告および反省会

輝会議のあり方についても話し合う

サ9ヽ リン物汽輸送船9こ坂本戻吉・白島が同行することが提案される
「震災・活豹記録至」第11国全体ミーティング

サハリンと連絡会議自体のことについて主に話す

毎 1回はインタビュ・ーに行くことを―>応の目安に

6月"日（金）

>白烏 ・J嘩、第1回ボランティアセンターミーティング●加

6月19日は）
・「即臨念洒信」第1号発仁

老『松」草加•藤阪島原アウ］、サイドの正柑さんにインタピュー

6月"日（月）

・舟腐●日ポランティア基地の6●さんにインクビュ--
・栂●、六甲姶寿園ヘインタビュ、一
>白品、夜行バスで東京へ

6片 29日（水）

•白品、川崎で荀物祖み込み立ち合い

•第痘全体会甜閲椎．サ砂ン支扱の報告と記録室通信の紹介



豆

6月22日（木）
・「震災活●祀鋲室」第12回全体ミーティング

実吉・白烏がサハリンヘ行っている間999コーテーションを決定

6月 24n  （土）
”「希望丸」、サハリンヘ向け(II睛迷を出航

9記録室通信j第2号売信

6月"日（火）
”手村、神戸友の会-→ンタピュー

”宍料整班・目録づくりマニュアル完成

6月 29日（木）

・「震災・活動記録室」第13回全休ミーティング

6月"日（金）
争村→神戸打茶の会¢9梧本さんにインタピュー

•安見えんびつの家・デイケアの鞍本さんにインタビュー
•井上・舟腐ポランティアセンターミーティング参加
仮設住宅9Cついて議論

負揉、安塘情報センターの狂岡さん・森本さん妃インタピニー

9月 1月（士）
用疇涌信J第3号発信

7H2日 (B)
・井上・舟垢、第5回学生ボランティア遮格会語批
夏鯰のホランティア活●iこついて、如設住宅について芦

9月3日（且）
・実台、ナハリンから保国

9月 5日（＊）
・丹橋、兵点区ポランテイアの田中さんにインタピュー

7月 6日（木）
「禁災・活釦記録室l第"同全体ミーティンダ

これからの記録室の方針について謀論

・白忌サ9‘'9ンから殆国

7月8B（士）
9記録室通信」第4号発信

9月 90H （月）
・季村、魔取中学校避難所の中澤さんにインタピュー

・三誦、兵京区ポランティア束u土OB会

9月 93日（木）

・「震災・活動記琺奎）第 15回全体ミーティング

9月"日（金）

・季村、コ••プ1)ランティアセンターネットワーク亨茜局の大木さん）こインタビュー
・呼t、神戸心のネットワークのl9さん）こインクビュー
•安見、す；まる福社会にインタビュー

．舟橋．阪神大震災高●者·•古者支裟ネットワークの凜さん•島本さんにインタピュ

7月 15 H (．9) 

・「記録奎通信」第5号発侶

9月"日（月）

・●災記録実吝者研修令．実吉•閲橋（記録室）、坂ふ•和円（文化愕母邸）が委力ll

9J)2 091 （木）

•林、大灰Y\9tA心のケア・ネットワークの金さん·岸岡さんに•9 ンタビュー
・「笞災・活動記録室」第 15同全体ミーティング

9月 21日（金）

・季村、兵●コャプポランティアセンターの平岡さん・牛原さんにインクビュ•­
•白品。母祗、ボランティアセンターミーティング参諌

9片 95H  （火）

・突吉、シティーコード研究庁訪乱

森田氏・田辺氏と面臨アンケート受け取りなど

9月26日（水）
史吉、神大図苔館を訪問

7月"日（木）

・「●災・活助記録圭」第16固全体ミーティング



||．今後の展望

1 令後の方針

発足当紅記録室は9月末までに一応のまとめを作るということを目指してやってきましたが、始めて

みるとその作業の広がりと膨大な串麟に迫われて、なかなか当初考えていた予定通りにはゆきませんで

した． 4カ月経ってこの「中閥報告！をまとめていると 本来やるべきこと．やろうとしていたことがど

んなに出来ていなかったかが改めて惹い知らされます。
人も剛間も限られている巾で．目指ずもの、当面の作業について優先順位をつける必要があります。底

在わたしたちの立てている方針9土、

9原則】
1 当面は、 99月末までにマニュアル本を出版する」等の具体的な“まとめ”の計画はtてない．
2 むしろ、様々な立場の人が楳々な角笈から震災廊速の資料・情報を利用し．作りたいものを作る

ための、 •‘案加の固習館”のようなものの準飼に専念すな
3 そのために、具休的には．情報・姿料のく収集·分類・整理・ J尿恰＞に力を注<•。
4、記録室の各メンパーは上の作業と並行して、各々の関心に従ってそれぞれの“まとめ”を目指す．

の4点に整理されます。そのなかの仲にく収弟＞については．

1収集］
1• もっと現裾で活勁している人との接触を深める。

2 そのためにこちらからも惜報の提供が出来るだけのIIj意をする。
3・ 同時に、すでに活勁を終9l・した団体個人とも出来る限り接触し、情報・浴料の提供を呼びかける。

4 ・記録を残す` ＇ことに関心のある人々 との連携・協｝ Jを分野を判わずに広げる．

5・ 可能な阪り fボランティア」をされた側ともつながりを持ち．その怜報も集める。

ということを中心に考えています，

「震災記録情報センター／について
9月19日にNGO文化●報部代表坂本氏などの呼びかけで、被災地の公共図苔館を巾心とした「索災

記録を浅すライプラリアン・ネットワークl、神戸大学91屈図香館「震災文庫」、 NGO震災・活助記録

室などの地逍な活酌を受け、神戸市役所会議当で開催された「柔災記録実務担当者冊修曹連絡会！に多忙

な中36名の各●災自治体の災害対策本蔀職員、屈苔館職貝などの出席があり、様々な困難と今後の課厖

が9Sされました。 9震災記鉱悟報センターjは、それを発展させて設立される独立仔寇組織です。今後の

財涎や速営などのこともあり韮式な発足までには多少時閻を要すると思われますが、実質的な作染は8

月 l日からスタートします。

環災記録情報七ンター」

・業務事務所（月～金． 9•10~500)

沢0 神戸市中央区御希通2•1•6 芙蓉ヨ官ピ9959
TE&FAX虚皿3035

・広報事務所（不定期）

〒岱0 神戸市中央区束］919●nfl•1•3 クリスタルタワー万
1ELO7&3a)•8595 
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哀災・活勁記録函9としては、この「震災記録佑報センター」とは趣旨、活勁ともに非常に共通する

ことから、将来の合流の0J能性まで含めて緊密な連携・惜報交換をしてゆこうと考えています。

以上の莉方針に切汽ご また、記録室の現在のメンパーの

多くは、 9月未以降も何らかの形でこの作業に関わり紐けたいと顕っていますc 行様のご支持とご指導を
よろしくお願いいたします。

2 記録室メンバーからの「ひとこと」

今回の「ひとこと」は、記録室の活圏に関わっているわたしたち自自の「ひとこと」を取り上げます，

哀災時よりいろいろと活勁して，何かと考えることがありました，これまでの学生生；
活が、いかに実社会に即していなかった訊自分自身のこと。そして将来のこと自分

伊藤信太郎 の巾で整理がつかず、，悩んでいたこともあり、記録室ではわずかしかお手伝いできなか

ったと思いますU これからは禄j)だとは恩いますが~一緒に活動していきたいと忍って
います。

＂ひとことの無限の響きは JjlJEの福＂

井上邸
メンバ―-•人—•人の思いがしいまの記録室を形グ3＜っています．こうしたみんなの証iい、
そして、 f,Jよりも皆様から寄せられた共重な記鉱の数々が、明日への懸け稿となるでし
ょう。

神Fに仕んで20年、その問のいろいろなネットワークを通してポランティアの記録
季村範江 を集めたり、インタピューしています口責重な体験をひとつでも多く記録に残したいと

歩き固っています．

地震直後に自転車を消いで神Fにやって来たときの街性は今でも薄れません．それか
らキ年、さまざまな体験と出会いがありましたが、ほとんどを挙栴所内ですごし、使災

の現場から離れすぎていたという反省が強くありますn この 7月末をもって， NGO速絡

実吉威 会議の常勤スタッフを辞めることになりました。一個人に戻って~自分の「宮災J への

関わり方を見直してみたいと考えています心むしろ卦経な立褐1こな--:,たことによって、

これまでなかなか出来なかったことが出来るかとも思っています？これからも f記妹室」
をどうぞよろしくお囮いいたしますn

はじめて神戸に足を踏み入れたあの比からもう半年がたちました。股初の2カ月『月に

ば襄さのli1での援助活助がありました。昭中模索の毎日でした．そういった自分の経

白烏浮太 験も合め、棟々な人の失敗や工丸悲しい出来事、楽しい出来苺記録として残してゆ

ければと臥 r)ておりますq

今でもたくさんの人が活勁を統けていますc

枯崎兵理＋ 私の口々の租み迫ねが、将来のポランテ99ア活勁1こ少しでも役に立て1妥幸いですワ

メンバ の中でも活動の密度の薄い人棚の・一人です。記録室．発足から4カ）1がたち

ますが、日常の中で更に活曲を 1つ増やすということは大変なことだと感じています．

橋塩弘利l しかし、 「地裟とは関係なくなった人」たちから見てもやるべき事はきちんとやり、文

旬を付けるすきをなくした上で下自分が意我を惑じる活助をしていくという心栂えも大

切だと思います。そういうスタンズでこれからもやっていきたいとはいますe

森災では下 月から様々な活動をしてきましたb :tJ仕車、事務作業、話し相手、等な

林泰f どの巾でいるんな率を希えさせられました仁：：：の度、客似的なセ禍から、じっくり埓え

てみたいと思い、この活勁に参加することをにしました。どうぞよろしくお釦いしますe

3 5歳（いつの間にかりをとった）。記録室の仕事にかかわすぶが社、 4カ凡何かし

藤原 阻f
てきたようなしてこなかったようなそれが、ポランティアというものなのかもしれ
ませんn 私ができるのは倍ついた神戸にかかわってきた人逹のひとつひとつのあった事

を大切にすることだけ、ただそれだけです＂
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甦災・活勁記録室の活勁に尻味を持ち、 3月末の初期段階から関わり続けています．
もともと「情報ポランティア」というものをやべ9ていましたので,Jntemet等のネッ lヽ

舟摘使雄 ワークを活かした活勁を毛に手がけていますJ 最近では、 「祀録室遥｛印を始めました．

実は記録室の中で最年少なil)ですが、引き続き頭張っていこうと思っています。地元の

人問として、納符の行くまで関わるつもりですのでノ今後ともよろしくお願い致します。

2月末からポランティアとして神戸入りしていましたが、事務作業に携わることが多
かヽ 3たため、外の様子を知る機会があまりありませんでした口記録室の活勁に参加する

三浦あかね ようになって｀いろいろな方のお話を伺っていると元気がわいてきます。これからもそ

んな気持ちを＊切に、そして記録をしっかりと残していくためにこの活助に参加し続

けようと思っています，

友達の手伝いからはじまって， 2月から連絡会涵のおl雌話になっております口現湯から

森朋枝
離れた楊所で事務作業1こ携わって参りました。学ぷことも多かった一方で．懲災当峙に
現瑞で関われなかったことを残念に思っております•これからは~皆様からお預かりし
た記録をまとめる作業を遥し、少しでも当峙の現塀を坦問見ることができれば幸せです:

席災からの半年はあっと首う問でした．ポランアイア括動を通して知り合った人たち

安田 布紀子 と~私自身に起こった出来事すぺてが私を大きくさせました“記録至しいろいろな入
に女えられ1 大きくなっていくでしょう．少しでも参加できたらと思います。

比較的被者の少なかった唾1/<.I区に住んでいます．大きな被寺を受けた人たちに対して、

安見美沙子
同じ神戸市民としてすまないような気持ちで、少しずつ活勁じてきました．

記録室では、こと1まの間にあふれる想いをしっかりと受けとめてインタピューできた
らと思います．

1引鈴作りなどで、毎務的な作業をもっぱら担当しておりますu 作業呆が膨大で，ご迷
八ツ塚一郎 惑をおかけすることも多々あります．スタッフー寸司奮闘しています．今後もご協jjくだ

さいっ

3 文化情毅部からのメッセージ（代表・坂本勇より）

文化情報部は祖災直後の 1月31日から r●の根の文化財」の廃棄防止、倒壊危険家滋からのサルベー
ジ活勁などを半年蘭続けてきましたが、 7月30日のメン (9ユニオン）でNGO速絡全謡
内での活動を終了することを決定しました，

多様な「誤災記鋭Jについては、サルページ救助活勁の段階から注視してきた関係で、記録室や被災各

地に根を張る公共図吾館のお々と偕積交換や具体的な解決しなければならない課類に取り組んでこれまし

た，

この震災記録というテーマは、現時点ではまだ多くの被災した方々や関係団体には理解されない而が多

いと思いますが、時間の経過とともに、その竜要性に気づいていかれると思っております。また、筏災配

録は一過性を角ったものであるこeから残りにくく、すで［こ市販されたものでも入手不能の物がいくつで
も出たりしております。ましてや、ボランティアの記録やチラシのようなものはl限定されたものですので、
早急に歓逸防II，・収集・保存の呼びかけを繰り返さなければ、永遠に消えていく運命にあります。
神戸市内に、文化情収部や記録宛も参国する独立した「震災記録情報センターJが活動を始めることか

ら、洲化不良だったことが少しずつ前過していくことと考えます。すでに大きなエネルギーが襟災記録に

生じてきていますので、ぜひこの輪がひろがることを期待しておりますと
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く後 記＞

執筆・編集
I. はじめに，

1 （全体状況，資料の恒久的な俣存・公隙体割について，他の「記録）
に携わる団体との連携） ・・・実古（威）
（インタピューの進捗状況） ，．・舟橘
（浚料管理と公開） ・・・八ツ塚
2...八ツ塚
3・ ・・舟橋
4 （解嵐） ・・・実吉（威）
(A栗） ．．．つ浦，森，白烏，季村，高崎
5. .・橋揚

6...［（烏，捕井，八ツ舷，実台（威），舟腐坂本
7・ ・・舟橋

11. 1 ・ ・ ・実吉／威）

・全体の構成・レイアウト・・・f廿嫁橋楊．実吉（威）

印刷・• •伊藤．八ツ塚．実吉／佳菓），舟楢，高綺，森，季村，安田，実古（成）

印刷協カ・..神戸学生青年センター

編集責任・・・実吉威

発行年月日・
発行元・..

• • 1 9 9 5年8月 1日
・阪神大震災地元NGO救援連絡会議
「裳災・活動記録室」

〒65 0 
神戸巾中央区栄町通4-3-5

毎日新聞神戸ビル3F 
Tel.078-362-5951 Fax.078-362-5957 
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